
重
語
ず

一
{
曽
7際

」09一 開.07

データベース構築促進及び技術開発に関する報告書

中小小売業のための商品仕入れ情報データベースプロトタイプ構築

平成10年3月

財 団法人 データベース振興センター

委託先 財団法人 店舗システム協会



　 1クo
この事業は・⌒ 助金を受けて実施したものである・



09一 開 一〇7

データベース構築促進及び技術開発に関する報告書

中小小売業のための商品仕入れ情報データベースプロトタイプ構築

平成10年3月

財団法人 データベース振興センター

委託先 財団法人 店舗システム協会

」





序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たす もの と期待 されてい

る。今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形成が

期待される。さらに海外 に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情報化へ

の貢献および自由な情報流通の確保の観点か らも必要である。しか しなが ら、現在わが

国で流通 しているデー タベースの中でわが国独自のものは1/3に す ぎないのが、現状

であ り、わが国のデータベースサービスひいてはバランスある情報産業の健全な発展を

図るためには、わが国独 自のデータベースの構築およびデータベース関連技術の研究開

発 を強力に促進 し、データベースの拡充 を図る必要がある。

このような要請に応 えるため、(財)デー タベ ース振 興セ ンターでは 日本 自転車振興会

か ら機械工業振興資金の交付 を受けて、データベースの構築および技術開発 について民

間企業、団体等 に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、

国際的に重要で、また地域お よび産業の発展の促進に寄与すると考えられているデータ

ベースの構築 とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに

関係 したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成 されるデータベース構築 ・

技術開発促進委員会(委 員長 東海大学教授 上條 史彦氏)を 設置 している。

この 「中小小売業のための商品仕入れ情報データベースプロ トタイプ構築」は平成9

年度のデー タベ ース構 築促 進お よび技術開発促進事業 として、当財団が財団法人店舗 シ

ステム協会 に対 して委託実施 した課題の一つである。この成果が、データベースに興味

をお持ちの方々や諸分野の皆様方のお役 に立てば幸いである。

なお、平成9年 度デ ー タベ ースの構築促 進お よび技術開発促進事業で実施 した課題は

次表の とお りである。

平成10年3月

財団法人 データベース振興センター
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平成9年 度 デー タベース構築 ・技術 開発促進委託課題一覧
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データベースのプロ トタイプ構築
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構築
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(株)筑 波出版会
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日本建築法令(株)

7 中小小売業のための商品仕入れ情報
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(財)店 舗 システム協会

地域活性化
8 新 聞記事 ・画像 デー タベース構 築 琉球新報社

技 術

9 イメージファイリングの効率的活用を目指

す書誌情報データベース検索技術の構築

(株)会 議録研究所

10 やわらかい分散 オブジェク トシステ

ムに関する調査研究

(株)シ ネ ・ジ ャー ナ ル

プ ロ ダ ク シ ョン
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はじめに

あらゆる小売業にとって商品政策が最重要課題に!

一 取扱い商品の自由化、競合化がもたらす業態革新

戦後半世紀にわたって続いてきた生産主導型の流通形態が歴史的な転換期 を迎え

ようとしている。

戦後のモノ不足の時代、人々は競って最新技術の商品を手にしようと小売店へつ

めかけた。このような需要が背景にある場合、小売業は製造メーカーの受け皿 と

して機能 していれば共に潤 うことが出来た。いわばメーカーが生産供給する製品

をそのまま店内の棚 に並べるメーカー主導による業種型の時代である。

しか し、グローバル化の伸展、大店法の廃止、モノ余 りや買い手のライフスタイ

ルの多様化などから、取扱い商品領域の広域化が始 まってお り、既存の中小小売

業にとってはかつて経験のない事態である。従って小売業は、買い手の代弁者 と

して、自主企画による提案型の商品政策(MD)を 持 たなければ生 き残れ ない。す

なわち多様な商品の領域か ら、最 も自店にふ さわ しい商品領域 と組合せをアピー

ルする業態型へ とシフ トしなければならない。

まさにプロダク トアウ トの時代か ら、マーケットインの時代へ とシフ トが始まっ

てお り、これを避けては通れない。

そこで小売業の商品仕入れを支援するためのデータベースの構築 が必要 となる。

しかもあ くまでも買い手(お 客)側 に立 った商品構成 が 出来 る ものでなければ価

値がない。そのポイン トは、ライフスタイル別のキーワー ドである。

ここに生活者のマーケティング情報やニーズを組み込んだ商品情報、仕入れ情報

を中小の小売業が常 に取 り出せる商品仕入れ情報データベース構築 のためのプロ

トタイプシステムの開発 を推進 した。

商品仕入れ情報データベースのプロ トタイプシステムの開発対象分野 として、

現在最 も望まれている住(生 活)関 連の商品情報 を対 象 に して、インターネッ

ト上にDBを 構 築 した。

DB入 力対 象 として は、ナ シ ョナル ブラン ドを中心 とし、ライフスタイル毎の

キーワー ド検索 とした。

このシステムの運営維持管理費およびDB強 化 が可能 な事業収支 を基本 に

し、会費は受益者が負担することを前提に進めた。

、 財団法人 店舗システム協会

専務理事 高山 れい子
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1.住 まい関連 の商品仕 入 れ情報 データベ ースプ ロ トタイプの システム開発

11目 的

DB構 築 の必 要性

流通 分野の グローバ ル化、産業構造の変化による競争激化、そ して生活者 主

権時代 の到来など、かつてない歴史的変動が起こってお り、モノ不足時代の流通

体系の崩壊から、モノ余 り時代の流通体系の構築へ と構造 変化が始まっている。

そこで生 き残ってい く為の小売業の条件 は、小売業本来の役割であ り生命線であ

る売れる商品の情報 と仕入れシステムの確保 にある。

従来の製造業(川 上)主 導型で発展 して きた流 れ を、小売業(川 下)主 導型 に

変 えるため には、買 い手(お 客)の ニーズ に基づ いた商品情 報 と仕入れシステム

を構築 することがカギであ り、そのためには買い手(お 客)の ライフス タイルに

応 じた最 適 な情報によって構築 されたデータベースシステムが不可欠である。特

に下記の問題点か ら、中小小売業のサポー トとしてDB構 築 の必要が裏付 け られ

る。

・大店 法の廃止に伴い国内では大規模小売業対、中小小売業の競争激化が予想

される。

大規模小売業に比べ、中小の小売業は経営規模が小 さいが故に、ヒ ト、モノ、

情報の不足など不利 な立場 にある。とりわけ買い手(お 客)側 に対 し提案 型の品

揃 えを していかなければ生 き残れない時代下にあって、商品の仕入れ情報 に関 し

ては情報ネ ットワークを前提 としたDBな どの組織化 され た情報 の活用が今後確実

に必要 となる。

・規制緩和が進むに従い、今後は一層外資小売業の参入が加速する。

外資小売業の特長は、すでに、お客 に対する提案が前提 となった経営システム

を各 々確立 してお り、 日米の競争では圧倒的優位 に立つ。それに対抗 し独 自の

マーケ ットを確保するには、中小小売業の場合、買い手の動向、情報、商品情報

の入手などの各小売業が共有で きるコンピュータ活用の仕組みが必要であ り、当

事業は、それを目指す ものである。
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・現状:川 上主導型の情報(商 品説明、PR、 仕入れ、宣伝、広報etc…)の 流れ

(川上)
モノの流れ
→

メーカー

(消費財製造)

(川下)

一 レ

Shop

(店頭 ・売 り場)

買い手

(お客)

・将来=買 い手のニーズ を反映 した川下主導型の商品仕入れ情報の流れ

図1-1流 通分野の情報の流れ(現 状/未 来)

●バイヤーズガイ ドのDB化

当財 団が長年 にわたって研 究調査 を行ってきた店舗システム化 を通 じて、生

活者のマーケティング情報やマーチャンダイジング情報 を活用 し、中小の小売

業が常に商品情報、仕入れ情報 を取 り出せる商品仕入れ情報データベース構築

のためのプロ トタイプシステムの開発 を行い、今後の仕入れ情報(バ イヤーズ

ガイ ド)と して有効 に機 能す るこ とが前提になったシステム開発である。

●プロトタイプ開発の対象領域とすすめ方

従来の工業生産主導の商品製造 ・供給 システムか ら、買い手(お 客)の ライフ

ス タイル に適合 した商 品情報 を小売業の 自主性 に応 じて検索が可能なDB(デ ー

タベース)シ ステム構築 をめ ざす。

↓

商品分野のなかから、買い手(お 客)お よび小 売業の必 要性 に基づい て、分野

別の分類 を行 う。→ ライフスタイル別

↓

(財)店舗システム協会の長年の研究活動と我が国の消費経済の活性化を促す観

点から、住(生 活)関 連商品分野を対象 としてDB化 を推進する。

4

1

▼

一



商 品仕 入 れ情 報 のDB入 力 対 象 と して は、(a)ナ シ ョナ ル ブ ラ ン ドを中心 と し

なが ら(b)イ ン ター ナ シ ョナ ル ブ ラ ン ドか ら、(c)地 方 ブ ラ ン ドまで と し、段

階 を追 っ て入 力 して い く方 向 。

●開発 したプロ トタイプのターゲ ット及び しくみ

前述 したように今 日我国の小売業は歴史的転換期に立ってお り、とりわけ

中小小売業は、提案が出来るか否かによって、生 き残れるかの岐路に立たさ

れている。

従ってターゲ ットは我国の中小小売業であ り、その生命線である商品仕入

れ情報に関 して提案型の促進サポー トが使命である。そこで商品の対象分野

としては、 ライフスタイルにもとついた提案が最 も望まれている住(生 活)

関連 を選定 した。

具体 的 には小売業が、住(生 活)関 連 の新 しい分野の商 品情報 を入手する

場合、インターネッ ト経由でDBよ り検索。又、利用 者 としての小 売業から

の評価や情報ニーズは、当協会の冊Wブ ラウザーやe-mail機 能 を活用 して

もらう仕組み に した。

TCP/IP手 順 に よるWEB-DBの 構築 は費用 的に も安 く、主 たる利用者である

中小小売業にとって もPCを イ ンターネ ッ トに接続 するだけで済むために利

用 しやすい。

/

商品分類 とキーワー ドによる検索

利用者

(小売業)

㍍

DB
璽

DB構 築及び
入力作業

(継続型)

情報ニーズや評価の入力

図1-2情 報DB検 索 の しくみ

・-5－
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1.2商 品 の品揃 え及び仕 入 れ情報のDB化

メーカー/卸

H 当協会のDB

/

(1)検 索商品項目選択

↓
(2)キ ー ワー ド検 索

↓
(3)デ ー タ表 示

↓
(4)取 引 きに関する

問い合せ

図1-3商 品の品揃え及び仕入れ情報のDB化

商品情報

売れ筋商品情報

…(新 製品及 び当DBに 新 しく登録 した企 業の商品情報)

… 各住(生 活)関 連 商品に関す る各部 門

品揃 え と売 り場事例情報 … どの分野の商品による売 り場構成にするかの参考事例

(商品構成 ノウハ ウ)商 品群 、品揃 え アイテム数、商 品セレクトの参考 となる

一6一



1.3プ ロ トタイプ開発の ポイ ン トであるライフスタイル対応のキーワー ド検索の特長

〈従来〉

(工業)生 産主導 の商 品供給 システム

商品の流れが生産側の事情 に基づ く為に、例えばカーテンならカーテン類だけが、

ふ とんならふ とん類だけが問屋、販社を通 じて供給された。この場合は小売業に

は住いに関する複合化 した商品扱いは不可能で、カーテ ン屋、ふとん屋 という業

種 に と どま る。

↓

〈今後〉本事業による改革のポイン ト

小売業が主体性 を持ち、買い手(お 客)の ライフス タイルに もとついて、住いに関

する提案型の品揃 えが 自由に出来ることが本事業のDBを 活用す る ことに よ り可能

となる。この場合は、小売業はライフスタイル提案(ソ フ ト)を 前提 とした品揃 え

が実現で きるため、単なるカーテン屋、ふ とん屋でなく、リビング全般のインテ リ

アshoや 、 「e室 の 土 り の 是案shoと な り、 態 型 に な る 。

↓

この際にポイン トになるのが、ライフスタイル別 に検索出来るキーワー ドである。

7.6で 具体 的例 を引用 してい るように、工業生産主導では、性能や機能、技術 など

のキーワー ドが中心であ り、それでは、現在の買い手(お 客)の 価値感 とズ レて し

まう。(買 い手側 は、今 や 自分 の ライフスタイルの充実に対する提案のあるか否か

が、モノを買う動機になっている)

そこで本事 業では、当財 団の長年の研究活動 をベースに、生活者動向(マ ーケテ ィ

ング)や 売れ筋商 品情 報 をたえず蓄積 し、更新 してい くス トックやノウハ ウを選定

した。これによって各小売業は、提案 したい内容 をキーワー ド検索 を基 に商品を選

び出 し、組み合わせが可能になる。

● このキーワー ド検索によって変わることは、小売業が自主性 をもって、買い手が

欲 しい品揃えが実現出来ることにある。

その結果、中小 といえども、売 り上げ増大が可能 となる。

対象領域 としては、住(生 活)関 連商品分野 を6つ の大分類 に分 けた

表1-1住(生 活)関 連の商品分野(大 分類)

分 類1 分類2 分類3 ..・ 分類n

住居

住宅設備

イ ンテ リア

ノ」、物 ・雑 貨

環境対応製品

その他

●商品仕 入 れ情報 のDB入 力対 象 と しては、(a)ナ ショナル ブラン ドを中心 としなが ら

(b)イ ンターナ シ ョナル ブラン ドか ら、(c)地 方 ブラン ドまで とし、段階 を追 って入力 して

い く方向。 プロ トタイプでの対象 は(a)ナ ショナル ブラン ドが主 な対 象。
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1.4キ ー ワ ー ド検 索 につ い て

(お客)の ライフス タイルが想定 で き、 自店では、この分野のこのような

傾向の商品を仕入れたい とする際の目的とそれを決定するための手段 とし

て、 ライフスタイル別キーワー ドが必要。

買い手(お 客)を 中心 に、小 売業 自 らが品揃 えの企画を立て、どのような

範囲で商品を取扱い、商品のアイテム数、組合せ、ボ リュームなどを決めな

ければならない。その際に必要な条件 は、買い手(お 客)の ライフス タイル

分析 や、時代 の トレン ド(流 行)、 商 品の売 れ筋動向 な どであ る。

製造業主導の時代 は、 もっぱ ら性能や機能、技術 などの領域からのキー

ワー ドに支配されていたが、買い手(使 い手)主 導型へ とい う歴 史的転換期

を迎 えた現在、当然使 う側 を主体 にしたキーワー ドに移行 しなければならな

い。すなわち使い手側のライフスタイルをベースにしたキーワー ドである。

表1-2例)ホ ームファ ッシ ョン化 時代 にお ける住宅分野のキー ワー ド

キ ー ワ ー ド 細目

今 までに用い られ

てきたキーワー ド

(機能優先)

安全

快適

衛生

健康

耐震 耐火

高断熱 高気密 通気性

抗菌 アンチ抗菌

天然素材 抗アレルギー 癒 し

これから必要 とさ ガ_デ ミング スモール ガーデ ン コンテナ ガーデ ン

れるキーワー ド

(ラ イフスタイル優
エ コマテ リアル 省 エ ネル ギー リサイクル ソーラー設備

先)
スケル トン 骨格 矩体 スケル トン設備

インフィル スケル トンの対概念

ライフサイクル 生産から解体までの過程で 地球環境対応の

CO2 生産 されるCO2の 量 定量指定

社会ス トック 個人の所有であると同時に住宅が

社会のス トックとして認識 される

エージング 年を経るごとに物の味わいが増す

人も加齢 してゆく

地域性 住まいはそれぞれの地域の自然の

法則に従 う。

ホームオフィス 職住近接
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1.5デ ー タベース構 成概略 と検 索手順

図3の6大 分類 の内の、小物 ・雑貨分野 を中分類化 し商品分類を縦軸に用途等

による項 目を横軸 にとったマ トリックスである。まずマ トリックスを使い必要

な項 目をチェ ックすると小分類の画面になり、そこをクリックすると企業別の

商品リス トが表示 される。その商品リス トの中から、取引 きしたい と思われる

項 目をクリックす るとくわ しい商品データが得 られる。

表1-3例)小 物 ・雑 貨(shop)の マ トリッ クス

㌶ 〃 ◇㌘ ㌘ 膨
時計 ●

フ ォ トフ レー ム ●

ミ ラ ー ●

ア ー トポ ス ター ●

ポ ス トカー ド ●

収納小物 ●

フ ック類 ●
.

カップ&ソ 」サ ー ●

ポ ッ ト ●

マ グ ●

プ レ ー ト ●

グ ラス ●

カ トラ リ ー ●

陶器 ●

エッセンシャルオイル ●
1

お香 ●

マッサージ関 連 ●

ア ロマポ ッ ト ●

アロマキャン ドル ●

キ ャン ドル ●

キャン ドルホル ダー ●
1

フ ラワ ー ベ ー ス ●

プラ ンター ●
ガーデン家具 ●

ドライフラワー ●

ガーデン雑貨 ●

お茶 ●

CD・ 書 籍 ●

書籍 ●

ク リスマス ●
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1.6検 索 シス テ ム

小売業が商品仕入れ情報DBに アクセス し、商 品及び仕 入れ情報 を得、

商品分類(大 ・中 ・小分類+企 業製品名)と ライフス タイル別 キー ワ
ー ド検索 を行 うことによって適切な項目がえらび出せる

(図1-5参 照)

検索 はユ ーザ ーの コン ピュー ターのWWWブ ラウザ を利用 して行 う。

ユーザーが自分の検索 したい商品のジャンルとジャンル内の分類を選択す

ると、ブラウザ上に該当する商品の一覧が表示 される

(図1-6参 照)

一覧 の中 よ り目的の商品 を選択すると、詳細な情報が表示 される

(図1-7参 照)

また、本 システ ムで は小 売業者 を主なユーザー対象(タ ゲ ッ ト)と してい

るので、検索 した商品の在庫 ・納期情報等 も可能な限 り提供する

← →
商品仕入れ情報

データベース 4,
小売り

商取引き情報(商 品在庫/納 期)

情報は小売 りとメーカー/卸 と直接行 う

図1-4検 索 シス テム
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検索条件入力(a)

.......................'・ －L'

.-

1…………………1・薦
漢.

i

鐵 …i…i蓑講 ……………≡ ≡..
......」.」...... '亘7'.

.
、.・'=

.....

.・====;..'.「...』L』L』 』 』

iiiiiiil輿望禦 ±1馨三191燃 亘禦 藁;db・蜘情・・弼弱完・9篇㌫m・ 一三 謙 譲'蕎:菱'=言9=『1;… 戻'=:=''"

ぶiiiiiiiRiiliiii:::;、、、、、…、…ミ,…,…、…、き

検 索 条 件 を入 力 しま す 。)知 こ検 索実 行 を ク リ ック しま す。 一

検 索 条 件

灘iiiii{ii:…:…:…:

・■繊

レコー ド数:1

未 ソー ト

ー;=x極 一一

囲

一

検索のタイプを選択し、

フィールド名
...'● ●■● ●●

疑 獄 甫i譲i

芯 、i、i,i,i、 写==i=iiliiiiiiぶ

● 複数の検索条件を同時に満 たす(AND)O複 数の検索条件のどちらかを満 たす(OR)

タ イプ

二 ■ぬ 目■

大分類ID

中分類ID

企業ID

商品名

型番 ・品番

商品内容

備考

画像

キーワー ド

≧

1含 む1 11….

1含 む1 {

1含 む1 1
.

1
{

1含 む1 1.』 』

A

〕‖

1含 む1 {....

1含 む1 1...
ピ

1含 む1 |

1含 む1

1含 む1 1.…

:.::::i:iぐ:i:i;i=i=

.7...

ぷ':・=・;・:紗=・1・=・=・=・=・=・=・一 酉・=・=・ぶ ・:・=▽1・=・=・=・

...

:;i:iiiiiフiiiiiiiii

. ,_唾.=..i.=::=:::--

ヒri:iiiiべiiiiiilii

L'一 一'='='ン'二'〕']'二 ■'パ`='='1'=こW:」:」識 ・1・1・1・;・;・;・●=・=・=・=〔・=・ン=▼=・≒=S・=・=・1・ン=・ン=・=・=・紗:・;・`

■ 一 ………iiiiii

註 鞘=.一
,二・=心 Σ活 写・●=・=・=・〉:・ン.ざ・:・=・=・=

減給i‖i…

.・.・;・1・`;・=樹=音冨 ・=・1=・=・ド・;・:.■.'=-;■ぷ`⌒`='1・='逐 ・=・∨ ・:・.

図1-5画 像 イ メ ー ジ
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一覧表示(b)

"目:こ酬
、

・1:・・i;1鰻

'

1.

i1i.

■ ■

"型 名

モ=;卜

…・i.

.A...

〔i〔i〔i(i:iτ....層..房 総 ≡ 瀞 ≡s,、.,

.;;i蟻ii,;〔⊇ …、i:…

i123

、.L.」..L

3345

rＬr、'....'層'♂

ゴ

..「.「〉馳

,...四 二

∵・-'.wWL,.、 、,-

7..'..・・メ・.●.,.,.層.層.,.層..♪…PLP.層 三.

:嫡 ・d…p・ 〃192・168・・1・ぷRe5!・ ・匪・?db－閲・儒・棚5驚6嚇&・ ・m桐T・b1・V・座;座88完 ・・≡97友 … こ≡ ・・d

一

織 紋:涙 蔭 ・i:織 斑iiiiiiiii

4レ コードのうち14を 表示

糊 類若…口 彊 否… 硲 蒙::ll::∵金鎚 て _遠 端 …

…… テ・ア'li=鷺1ぎ _ili:≡ ・ヅ 解 デ..'

Iiiiiiiiiii…iiii繰綿 蟻iiiiiiiiぶ

一 一一

際9
纐 雪

裏元釣目

[亘=コ摸
しコーr穎:4

来ソー`

一 翼■x遁一..

.・■一

i1
:

i2

i…

i3,

i4i .

ζ、.,^=

㌃ 。。,アi已 … ・i縛 …二"=:灘 桓lw細 ・・

㌃三二…懸三11灘:二
超藻璽i三 …}・蕊 薫 ・

=ご_撫 纏i鰍__
■ 一 …ii……;iiz… ……:…:…酬 距z

…;:輻.翻籔総灘""…'層"心
...=.. .■=■.■ ■

,■■P●●●●●■■■層,層層■■,P■■■7■ ■層,77■r.・.,・P..PP,P.PP

1'..

図1-6画 像 イ メー ジ
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検索結果表示(c)

崇 ….、.」 藝麟
i灘iiiiiiiiil;ll9;ζ(輿禦 二91`・・…!・・… ㍗… 完・鰯 … 第鵠 刷 細 輪 ・・J…m・・嚇1Wを ・・x・1ぷ ・p・撫 ・和・25ぷ1・iiiiiiii……・

一 蕪 堺 羅 鱈ll・ 困 ・… 縫

≡

曜6`

"::::::::::=漱:::;

…、…、:…"iiiii文:::::::::

4レ コ ー ドの う ち3を 表 示

ii
:i

巳=己
－i

し コ ー 「':

口 端 穆驚デ
しコー噌=4

未ソート

熱 顯_、_,

…i顧
層層ン

■ 一ー一…

■国願一.・

■

■藷一 一 ・.一

響一
"」i

ξ籔6脳 ・・
..ノ

商品名
椅子3

型番 ・品番

商品内容

備考

.垣
ii適= iこ::=::::::==:=こ=====.."" =・`'i=i=i=・

図1-7画 像 イ メー ジ
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1.7シ ス テ ム概 要

一
ユ ーザ

図1-8シ ステム概 要

シ ス テ ム の ハ ー ド及 び ソ フ トの 構 成

プ ロ トタイ プ

<サ ーバ>WINDOWS95かWINDOWSNTが 稼 動 す るPC(現 在 はNECPC9821)

〈DBエ ン ジ ン 〉フ ァ イ ル メ ー カーPro

〈端 末>TCP/IPで ネ ッ トワー ク に接 続 で き、WWWブ ラ ウザ が 稼 動 す る コ ン ピュ ー タ

DOSハ 「機 、NECPC98シ リ ーズ 、APPLEMacintosh等

く端 末 ソ フ ト〉㎜ ブ ラ ウザ(NetscapeNavigator、InternetExplorer等)

本 稼 動 時

くサ ー バ>Oracleが 対 応 す るOSが 稼 動 す る コ ン ピュ ー タ(PCサ ー バ を想 定)

<DBエ ンジ ン>Oracle8ま た はOracle7

〈端 末 〉 イ ン ター ネ ッ トに接 続 で き、WWWブ ラ ウ ザ が 稼 動 す る コ ン ピ ュ ー タ

DOS/Vue、NECPC98シ リ ー ズ、APPLEMacintosh等

く端 末 ソフ ト〉㎜Vブ ラ ウザ(NetscapeNavigator、InternetExplorer等)
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1.8デ ー タ 登 録 ・メ ン テ ナ ン ス

●データ登録はメーカー/卸 側が行 う

● 自社 デー タの メ ンテ ナンス削除、更新 もメーカー/卸 側 が行 う

● メーカーか らの商品情報の提供 を受ける際に、商品扱い期間及び問合せ

先、取引 きにおける基本条件(ロ ッ ト数、納期、決済方法等)の 情報提

供 もメーカー側 よ り受 け画面 に表示

●最終的な商取引は、メーカー/卸 と小売業側 で最終的 な責任 を持って直

接行 う仕組み

商取引(3)一
(1)情 報入力

o

(2)

商品仕入 れ情報

デー タベース

小売り
4,

1
仕入れに必要なDB検 索

モニ ター と しての買い手(お 客)

商品購 入参考 データの入手検索

(データ入 力、更新 の監視機能)

及びマーケテ ィングデータ リソー ス

図1-9シ ステム概要

データの文書部分はブラウザから登録 ・修正可能 とし、画像に関 して

は別途ファイル転送のプログラムを利用する。

但 し、大量のデータを一括 して登録する場合は別途専用のプログラム

を用意 して対応する。
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1.9運 営体 制

●DBシ ステムの運営維持管理費 お よびDB強 化 が可能 な事業収支の体制の確

立の シミュ レーション。

原則 として会員制 とし、商品仕入れ情報を得たい場合は何回でもアクセスが

可能。

(会費 は月額5,000円 、年 一括払 いは50,000円 を予定)

H 当協会の

DB
4>

小売り

登録料及び維持

管理費を負担

料金体系案

・登録時2万 円

・維持/更 新料

(年間契約)

1.5万 円/月

新製品の入力は1件 ～100件 以内1.5万 円/月

101件 以上2万 円/月

200件 以上3万 円/月

入力は各自が自社のインターネッ トを通 じて行う

検 索料 を負担

料金体系案

月5.000円(固 定制)

年一括払 いは50.000円

● この料金 に含 まれるもの

・商品仕入 れに関す る情

報

・オンライ ンマガジン

・店づ くりデータベ ース

ア クセ ス料

図1-10事 業収支体制案
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110本 事業 の役割 と評価

この プロ トタイ プのシステム開発の最大の意図は、我が国の小売業に欠落

している業態開発 を促すことにある。

ここで云 う業態開発 とは、買い手のニーズやウォンッを踏 まえ、小売業が

品揃 えなどの商品政策を自主的に行い、買い手に対 して提案のある運営 をめ

ざす ことである。

その意図か らも、住(生 活)関 連の商品分野 は、依然 と して生産主導のま

まであ り、小売業が 情報活用などをテコに、より買い手の利便性に貢献 しな

ければならない。すでに家電品の系列店が崩壊 したように、メーカー側の意

向では、マーケッ トは成立 しがたい。買い手のニーズであるより質の高い情

報の入手や比較検討、ライフスタイルに基づいた トータルな調和などを前提

とした、商品分類 とキーワー ド検索による商品仕入れ情報のプロ トタイプは、

重要な役割 を果たす ものである。

111本 事業 の 「今後 の課題」

一言で住(生 活)関 連 商品 と云 って も
、実際 には膨大な商品領域にわたっ

ている。(例 えば家具 で云 えば、買 い手の ライフスタイルコーディネー トに

必要な選択アイテムは4万 ～5万 品目が必 要 だ と云 われ てい る)

従 ってここでは、買 い手 が満足 出来るDBの 構 築 としては、大量な品 目を

網 羅するや り方よ りライフスタイルを基調 としたキーワー ドの活用がカギと

なる。

しか しなが ら以下の条件 を将来は整えていかなければ、優れて有効 なDB

とは言 い難 い。

●住(生 活)関 連 の産業が各分野毎 に詳細 な商品情報データをコンピュー

タ上に構築 し、利用 についてもオープンな部分 を持つことにより、各分野の

コラボレーシ ョンが可能となる

(ネ ッ トワー クの拡大)

● た えず買 い手 の ライフス タイルの変化 を分析 し、 より精度の高いキー

ワー ドに追加、更新 を行えるシステム体制の維持

(マ ーケ ッ トの分析 及 び売れ筋の把握など)
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112本 事業の成果の位 置づ け

メー カー、問屋の商品情報 をデータベース化 し、中小の小売業にとって住

(生活)関 連商 品の情報 を横 断 的 に閲覧 、品揃 えの自由度を得 ることに活用

出来る本事業は、我国の中小小売業の経営支援でもあ り、高度情報活用化の

支援でもある。

本事業では、あ くまでもプロ トタイプ故に、インテリア分野か ら参考にな

る5つ 領域 のDB登 録 に とどめているが 、 これが機運になって住宅、住設機

器、環境対応商品などが、各業界毎にDB化 が推進 され、今 までの流通経路

以外 の新 しい商品仕入れや取引の形態が形成されてい くことを理想 とした

いo

さらに本事業は、将来の流通分野のEDI(電 子商取引)化 の促進 に も貢献

する もの と自負 している。
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2.流 通分野 で起 きている大 きな変化の潮流

2.1生 産側 主権 の時代 の終焉 と、生活者(消 費者)主 権 の時代の本格化 元年

2.1.1価 値観 の移行 は"住 まい"へ の意識 を巻 き込 んで

高度成長時代に有効であった川上(生 産側)主 導 に よるマ ーケテ ィングが、

ここ日本で、急速に機能の低下を示 している事実は周知の通 りである。進む技

術革新を背景 に、オー トメーション体制で、標準化 された商品を大量に市場に

投入 してい く手法は最早、過去のものになろうとしている。

成熟期 を迎 えた現代社会、そこではいま、生産に流通 ・消費 を適合させるの

ではなく、消費その ものに流通 ・生産を適応 させてい く発想が、すべての産

業、あらゆる業種で求められているからにほかな らない。

今回の研究対象である 『住(生 活)関 連』産業 も例外 では ない。いや、ここ

数年の関連産業における変化を見れば、同産業が構造転換のリーダー役 を果た

す予感すら感 じさせるに十分である。

住(生 活)関 連産業 といえば、物理 的に も金額的にも、その最大の存在は住

宅である。その住宅に対する価値観が変わりつつある。

戦後の日本の住宅の平均寿命は、おおよそ26年 。これ は英国の3分 の1の

数値 であ る。壊 して は建て る、これが繰 り返 されて きた。他の諸国 と比べて、

より高価な商品である住宅でさえ、"使い捨 て"感 覚が発揮 されて きたわけで

あ る。

その中身はといえば、効率優先の都市集中で画一的な間取 り、内装で甘ん じ

てきたと言って も過言ではないだろう。時には投機や利殖の対象 ともなり、住

む人の好みや暮 らし方を尊重 してきたとは言い難い。

それが家族構成、職業、年齢、経済、さらに性格、趣味、人生観など自分た

ちを主役 とする生活様式=ラ イフス タイルをベース に「暮 らしのこだわ りを生

か した住 まい作 り」へのアプローチがはじまった ようだ。

これまでの価値基準、「経済的上昇や社会的名誉 こそ幸福 に直結するもの」

という思い込みが絶対的ではな くなり、「毎 日の生活 をより良 く過 ごすこと」

へ重点が移行 しつつある。それを示す端的なデータは手元 にこそ無いものの、

住宅ニーズ調査や住 まい方を扱 う出版物、雑誌への支持など、様々な形で見え

始めている。

2.1.2ま ず雑貨分 野で 目立つ ライフス タイル提案型小売業の台頭

一面の豊かさの影にか くれた負の要素にスポットを当て
、より本質な豊かさ

に接近 していこうという試みが、何 よりも生活の足元である住 まいの周辺で始

まる。これは至極当然で、自然で、今後の長期 にわたる価値観の変化 を象徴 さ
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えしているようだ。

資産としての家か ら、文字通 り暮 らしの拠点 としての家へ。暮 らしの拠点、

人生の出発点で、まず自己実現を試みる。

バブル崩壊から現在の金融不安があ り、新設住宅着工数は"不 振"の レベル

で推移 しているが(政 府の景気対 策で新 築戸 数が 目標に掲げられることは、す

でに時代遅れになった)、 生活空 間 を演 出する雑貨 ・小物市場は、消費全体の

不振が指摘 される中で相対的に生活者の支持 を集め活気がある。この分野では

また、そうした 「豊かな暮 らし方」「自分 らしさ」「ライフスタイルに沿った住

まい」というニーズを満足 させ ようとする新進の生活提案型シ ョップが勢いを

増 してきている。前述 した"構 造転換の リーダー役 を果 たす予感"と は、この

事実 に も起 因する ものだ。業種 を問わず、今後の消費ニーズを満たすスタイル

の店が同分野で登場 してきている。

大 ワクを変えてか らとい う発想ではなく、身近な小物の世界からでも、す ぐ

に改善 していこうとする。身近だか らこそ、欲求を速やかに形 に出来るわけ

で、そんな、ホームファッシ ョン(こ の用 語 に関 しては後 に詳 しく)と 呼ばれ

始め た範疇か らス ター トして、住(生 活)関 連産業全体 、住 まい方 に至 るまで

新 しい価値観が浸透 してい くとい うス トーリーは、新世紀を迎える消費社会の

格好のケーススタデ ィとなるであろう。

2.1.3オ ー プ ンマ イ ン ドな情 報 流 通 が 川 下 志 向 を実 現 す る

今後の消費財提供は、どのようなスタイルで行われてい くのか。

主体的な生活者が、自らの価値観を個々に主張 し、供給サイ ドは、この主張

に多様性、弾力性 をもって応 えてい く。そのためには各小売業が独 自のコンセ

プ トの下、商品を組み合わせて顧客の共感 を獲得するス トーリーが展開されな

ければならない。 とくに資本や売場面積が限られた中小小売業ではそうだ。

これは、小売業段階においては業種店(た とえば家具店、家電店 といった扱

い品種により定義される店)で は な く業態店(何 を提供す るのか を問 い、それ

によ り扱い品目、店舗環境 を決定 し、他にない価値 を提供 してい く)の 開発 に

ほか ならい。たとえば同様のい くつかの品種揃えであったとしても、その店独

自のニュアンスが醸 し出される店作 りが求め られる。生活者にとっては、そこ

にオンリー1の 価値が発生す る。

ただ し、なにもメーカー側が多品種少量を実践する必要はない。生産の短サ

イクル化は好ましいが、一社 で関連商品をフルカバーすることは、住 まい関連

商品が多岐にわたるだけに無意味だ。むしろ得意部門特化型で構 わない。そう

したメーカーと小売業 とを結ぶ適切な商品情報があ りさえすればいい。有効な

データベースの存在により、商品情報が整理 され、併せて販売チャネル政策

(限定 か開放 か、取引条件 な ど)情 報 な どもオープ ン化 され るのが望ましい。
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「中小小売業のための商品仕入れ情報データベース」は、そうした21世 紀型

の消費ス タイル を とらえて、あるべ き姿 という思想 と商取引 とい うリアリティ

の世界の両方 ともに基づき構築 されることが理想だ と考える。

そのために、このリポー トも川下志向で進行 させたい。まず消費ニーズの変

化、それに柔軟に応えようとする小売業の動 き、住(住 まい)関 連 産業の性格

付 け、それか らデータベースの基 となる商品分類の在 り方 と必要な項 目を探 っ

てい きたい。

新 し さ → 自分らしさ

'・ 一 生 産 者 → 生 活 者

資 産 一→ 自己実現の始発点

' =他 品種少量 → 得意部門特化

品種で切る → ライフスタイル提案が核
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☆参考データ①

バブル崩壊 を機 に、低価格製品の導入が さかんになったことも手伝 って「住

まい関連」商品のうち比較的大型の ものは伸 びを欠 くが、小物 においては経済

環境の影響が見 られない。

1)イ ンテ リア関連の市場 規模

家具の末端市場規模の推移

1984

1985

1986

1987

1988

1989

■■■■輸入家具末端市場規模

一 国内家具末端市場規模

52,569

58,010

己i'60,315

55,569

52,680

49,200

49,700一
図2-1イ ンテ リア関連 市場 規模

伊藤忠 ファッションシステム 「ホ ッ トシ ョップス・クラ ブ」よ り(出 典 ホーム リビング紙)
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2)一 世帯 の年 間の品 目別支 出金額

■一般家具

闘 たんす

■ 食卓セット

幽 応接セット

■ 食器戸棚

■ 他の家賃

図2-2一 般家具

■室内装備 ・装飾

山 掛 置時計

■ 照明器貝

田 室内装飾品

■ 敷物

■ カーテン他の

図2-3室 内装備 ・装飾
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■寝具類

、;罵。

圏 ベッド

■ 布団
4縄毛布

■ 敷布

■ 他の寝具類

図2-4寝 具類

■家事雑貨

(円)

40,000

■ 茶碗・皿・鉢

醐 魔法瓶

醜 力トラリー

:他の食卓用品

■ 鍋や かん

磁 他の台所用品

■ 電球・蛍光灯

顯 タオル

■ 題 遭員

■ 他の家貝緒貨

図2-5家 事雑 貨

伊藤忠ファッションシステム 「ホッ トショップス・クラブ」より(出 典 総務庁 家計調査年額96年)
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用)の 推移

コン トラク トの激 しい落 ち込みに対 し、ピーク時の91年 と比 較 して もホー

ムユースの減少率は小 さい。相対的にホームユース需要の比率が高 まりつつ

あるようだ。

■ ホームユース
(一般家庭用)

顧 コントラクト(
営業・公共空間用)

図2-6ホ ー ムユ ー ス市 場 とコ ン トラ ク ト市 場 の 推移

伊藤忠 フ ァッションシステム 「ホ ッ トショップス ・クラブ」 よ り(出 典 ホーム リビング紙)

2.2小 売 業はお客のニーズ を汲み取 って店の扱い商品をいかに自主編集できるか

が決め手

2.2.1変 わ る"住 まい"関 連市場 と消費者 ニーズ

●マ クロの消費者ニーズ

社会環境はいま、戦後最大 といわれる不況の真っ直中にある。そ して、さら

に深刻度 を増 しそうな状況にあるといえよう。では、そうした不況下で、人々

の気持ちのあ りようは、どうか。循環的に繰 り返 されてきた過去の好況、不況

の時 と比べ て、 どんな特徴が見いだせるのであろうか。

識者の指摘 によれば、過去 と現在 との大 きな違いは心理ベースにあるとい

う。

戦後す ぐからバブル期前 までは、欧米、とくにアメリカを手本 とする豊かさ

を追求 した時代。手本に対 しての未達成=未 充足が 国民 を消費 に駆 り立 てた。

パワーの源 となるキーワー ドは"キ ャ ッチ ア ップ"と 言 える。 そ うだ とす れ

ば、バ ブル期は、まさに"欲 の上塗 り"の 時代 。バ ブル崩壊か ら現在 に至る時

期は、概ね充足 した、追いついた後の目標喪失の時 と呼べるか もしれない。一

方で世界的なニーズとして人類の価値観の転換(環 境保全 、 グローバ ル化 な
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ど)も 迫 られてい る。

ゴール にた どり着いた後の次なる目標の喪失 と、これまで歩んできた道筋に

対する疑問の両方を抱 え込んでいるのが現在だと言えよう。
"い ま"と い う状況 を心理ベ ースで ま とめてみれば、ここ日本では、不況期

であるとはいっても 「欠乏感」よりは先行 きなどへの 「不安感」が、より強 く

広がっているようだ。そこから導 き出せる消費 心理および消費行動は以下に

集約されると思われる。

・未充足の時代 は終わった

⇒不要なもの、好みにに合 わない ものに浮 かれ気分 で消費 しない

・過去の歩みに疑問符が付 く

■θ自分 自身 を見つめ直そう

・キャッチアップを果た しても満 たされない

⇒精神的なもの、心 を豊かに してくれるものへの重点消費

・先行 きへの不安感

⇒慎重 な品定めと貯蓄志向

では、こうした消費側の変化 により、供給側はいかなる現実を突 き付けられ

ているのだろうか。

・欧米か ら安直に学ぶ新商品がなくなった

・新商品の成功の確率 が著 しく低 下 した

・使い手側に とってのコス ト・パ フォーマンスが厳 しく要求 される

・社会的価値観に反 しない企業活動の要請

つまり「買いた くて も買えない」というよりは 「ムダはしない。自分にとっ

て、本当に豊かさを享受で きるものに支出 していこう」という姿勢が強 く見受

けられる。大きく、「社会通念へのこだわ り」から 「自分へのこだわり」に意

識は変化 してきている。

そうした意識変化 と時代の要請を合わせて見れば、消費のキーワー ドは次の

ようにまとめ られる。

・使 い捨 てか らリサイクルへ

・視野 は短期から長期へ

・重心 は外 から内へ

・関心 は物 から心へ

・対象 はお金か ら時間へ
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・欲求 は総花 か ら重点へ

こうしたキーワー ドを満たす商品が、これか らの必需品であ り、過去 とは性

格を異にする不況下でも堅調な売れ行 きを示す もの と言えよう。消費意欲は衰

えているのではな く、欲 しいと感 じる商品が少な く、また、購買行動自体が慎

重 になっているのだ。

〈同じ不況でも消費者の姿勢 は〉

じっと我慢して好況を待つ ■レ従来の消費姿勢を見直す

〈充足感 レベルで見れば〉

依然として未充足である ■θ物質的には、ほぼ満たされた

〈不足 しているものは〉

世の中のヒット商品で未だ入手していないもの ■θ

自分にとって本当に必要なもの

●"住 まい"へ の消 費 者ニ ーズ

おおよその消費対象、商品が充足 レベルに達 し、当事者にとっての厳 しい選

択眼にさらされる中で、では"住 まい"に 関す る消費者 ニーズは、どの ような

レベルにあるものなのだろうか。

実は"住 まい"の ニーズ は充足 時代 といわれ る中にあって、非常に今後の可

能性の高いポジションにあることが分かる。以下のような、多面的な要素を持

つからだ。

・数少ない 「未充足の強いニーズ」の対象

・充足下の消費心理に適合 している

・供給者、消費者 ともキャッチア ップを目指す対象がある

・マクロの消費欲求 トレン ドの先端にある

まず、「数少ない未充足の強いニーズの対象」で言えば、明解なのが住宅需

要である。これに関 しては、未だ充足感 に乏 しく、現在でも自己の経済的要因

さえそろえば入手 したい と考える人が多数派であろう。ただ し、これまで述べ

てきたように 「とりあえず購入 しておけ」とい う意識は稀薄化 しつつある。住

宅は今 も昔 も大 きな買物。その背後 に自分を、家族 を映す傾向が強 くなってい

るからだ。違いは、「住宅 という建物だけでは50%、 そ こに住 む人50%が 加 わ

り家が完成 す る」とい う、言ってみれば本質に近づ く思想が市民権 を得つつあ
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る。

また、充足下の消費心理への適合 であ るが、これは住宅からインテ リア、雑貨 ・小物

すべてを含め、 『マクロの消費ニーズ』 をよりかみ砕いて表現すれば理解で きる。

つま り、キーワー ドを、より生活の場面 に落 とし込 んで表現すると現状の消費心理 は

以下のように表せる(『消費者ニーズの法則』=梅 澤伸嘉著=ダ イヤモ ンド社 より抜粋)。

・実質的 で贅沢 感 が味 わ える もの へ の重 点消 費=せ め て、 これ く らい は楽 しみた い

(心 の必 需品)

・買 う大義 名分 が あ る もの=コ ス ト・パ フ ォーマ ンスが よい

・下取 り しま す……

・長 く使 うとお得 … …

・長 もちす る か ら結局 お得 … …

・環境 に よい… …

・家族 み んな で使 え る… …

・子供 の ため ……

・勉 強 の ため ……

・仕 事 の ため ……

・健 康 の ため ……

■物の必需品か ら心の必需品へ

個人の趣味趣向を強 く反映 しつつ、流行に乗 り流行廃れのあるまのではな

く、かつ、消費 に対 して家族みんなのため、あるいは家族みんなの支持を集め

られるもの。

質的満足の レベル

',.
',.

'

心の必需品ニーズが伸び

後

図2-7
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それが住 まい関連の消費である。マクロの消費者ニーズの変遷 とともに、住

まい関連商品のカテゴリーに括 られる商品は、ますます拡大 している。

生活雑貨店ではハーブなどピー リング関連商品を揃える店が 目立つが、衣 ・

食 ・住の三大要素に加えて健康 ・美が消費の柱 に加わる昨今、最 も遅れていた

住の部分が先端消費を呑み込み、 トップに立 とうとしているかのようだ。い

や、外出着か らくつろぎ着へ、外食から内食へ関心が移るにしたがい、住はす

べての消費 を束ねる中心の位置を占めつつある。

キャッチアップ=手 本 とす る存在があるとい う事実は、改めて述べるまで も

ないだろう。洋風化が進んだ生活様式のなかで、さまざまな制約の下に変化の

スピー ドが鈍かったのが住関連である。ここに来て、欧米の関連企業の 日本進

出のニュースが盛んである。また、女性誌ではファッションか らインテリアに

特集の比重が移 ってきている。欧米に手本あ り、なのだ。

また、特有の和風の住まい方にしても、これまた発掘 よろしく過去を紐解 く

必要がある。いずれにして も手本があ り、人々の興味関心が向けられている以

上、現在の経済環境 も合わせ見 て、同マーケッ トの今後の有望性は高いと見て

間違いなさそ うだ。

最後に消費 トレン ドの先端 とい う表現に触れたい。いま、日本の単身世帯率

は、ほぼ25%に 達 している。そのすべ てがヤ ング層 というわけではもちろん

ないが、この層 で顕著な消費姿勢が、興味の対象 を、ごく自分の身近に限定

し、その場での 自己実現の徹底 を計るといったス タイル。ある研究機関はこれ

を"マ イイズ ム"と 呼び、別 の機 関で は"ラ イク ・アーチス ト"と 称 した。こ

の志 向が制約 の多い住空間ではインテリア、雑貨 ・小物での表現欲求 となり、

自分の部屋へのこだわ りとなり、そこへの装飾が個性の発揮=他 人 との差異化

の証 しとな り、ニ ュータイプのホームファッシ ョン・ス トアの台頭を支える原

動力 となっている。

キャッチア ップ型、つ まりファッションやグルメ追求か ら関心を住 に移 し、

主に欧米を手本 として充実 を図る動 きとは、また性格 を異 にする現象である

が、 ともに今後 の日本の住マーケ ットの動向を左右する動 きである。
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住 に対 する未充足 は依然 として存在する

住 まいへの投資 は実質的で贅沢感が味わえる

大義名分が立つ住関連への消費

住 は衣 ・食 ・健康 ・美のすべてを呑み込 む

ヤング層で高 まる居住空間の演出熱

2.2.2多 彩 に広 が る イ ンテ リア 関 連 シ ョ ップの 開発

● 「豊かさ実感」のニーズに応 えるショップの変遷

インテリア関連 ショップの進化の歴史は、その まま人々が暮 らしに求めるサムシング

エルスの変遷 に置 き換 えられる。洋服や服飾雑貨 によるアパ レル ・ファッションが外向

き、他人の目を意識 した ものなら、インテ リアは内向 き、自分 自身や家族の幸福感を反

映 したものであるはず だからだ。

〈住 まいの変遷〉

一
・集合住宅のDKス タイル確 立

ハー ドとしての 「住宅供給」 がス ター ト(55年 に住宅 ・都市整備公 団創設)

↓

公営アパー ト、公 団住宅=ア メリカ(洋 風)化

・集合住宅のLDKス タイル確立

第一次マンシ ョンブーム(62～63年)

公団のLDK

団塊世代である子供 たちの勉 強部屋

プ レハブハウス

1960年 後 半 か ら70年 代 前半

・モ ダ ンリビ ング一 般化

第二次 マ ンシ ョンル ー ム(67～69)か ら第 三次(72～73)へ

全国 の都 市 周辺 に巨 大 な住 宅 団 地=人 口 ドーナ ツ化=ウ サギ小屋

高層 マ ンシ ョン第一 号

モ デル住宅 総合展 示 場
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・マ ンシ ョンの 一般 化 、大衆 化

様 式 トイ レ、和 式 を上 回る(77年)

プ レハ ブ住 宅 の フ ァッシ ョン化

・多様化 へ の芽

ワ ンル ーム ・マ ン シ ョン

リゾー ト・マ ンシ ョン

「二世 帯」 「三 世帯 」住 宅

ス ケル トン賃貸 住 宅

一
・住宅 と暮 らしの関係性強化

バ リアフリー住宅

シニア住宅

コーポラクティブ住宅

ガーデニ ング人気

〈インテ リア関連 ショップの変遷 〉

一
・雑貨 によるライフス タイル提案の緒

ソニープラザ(オ ープンは66年)

オレンジハ ウス

文化屋雑貨店

(東急ハ ンズ=DIYの 新機軸)

・自己演 出欲 求 に対応 す る個性 化

ア フタヌ ー ンテ ィー

F.0.BCOOP

無 印良 品

・;1・.・

・大資本による大型専門店&専 門館

西武百貨店池袋ハ ビタ館

丸井イ ンテ リア館

渋谷ロフ ト

青山スパイラル
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1970年 後半 か ら80年 代前半

・海外 シ ョップの本格参入

ヤ リ

コ ン ラ ン ・ン ヨ ッフ

ウ ィ リア ム ズ ・ソ ノ マ

ザ ・ボ デ イ&バ ス シ ョ ップ

ポ ロ ・ラル フ ロ ー レ ン原 宿 ホ ー ム コ レク シ ョ ン

一
・ラ イフス タイル提 案 の多 様 化

フ ラ ンフラ ン

ロー ラア シュ レイ鈴 鹿

サ ザ ビー グルー プ

イデ ー(リ ニュ ーア ル)etc.

〈インテリア関連雑誌の変遷 〉

一
美 しい部屋

－
PLUSI

雑 貨 カ タログ

－
COMFORT

ELLEDECO

花 時 間

私 の部屋 ビス

ハ ウスス タイ リ ング

BRUTUSCASA

オ レンジペ ー ジイ ンテ リア

住 みた い家

日経住 まい図鑑

ハ ー フ

参考:チ ャー トで見 る日本 の流 行年史/パ ル コ出版

伊藤忠 ファッションシステム 『ホッ トシ ョップス ・クラブ」
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「住宅」は、まずハー ドとしての家を国民に行 き渡 られることを目標に整備

が進められ、そのため標準化 されたスタイルが採用 された。そこから目的別の

細分化が進み、現在は住 む人を中心 とする家作 りが志向 されはじめている。

「インテリア関連シ ョップ」でいえば、大 きく①建物に付属する壁材や床材

②大型で、金額 も比較的高 く、したがって買い替 えの頻度が小 さい家具、カー

ペ ッ トなど③ シーズンや気分によって取 り替えるが頻度が高い雑貨、小物、と

インテリア関連商品を分けたときの③ 中心、もしくは③～② までのジャンルで

の進化が急だ。

そ して、主な関連雑誌の創刊ラッシュから分かるように、い ま、個性化の扉

の入 り口いる。動きの早い②③のジャンルでは、個性化 に対応 した 「ホーム

ファッション」と呼ばれる業態が躍進、①つまり住宅において も意識の変化が

顕著で、今後は①への対応、あるいは 「住 まい総合シ ョップ業態」あるいはコ

ンサルティングを柱 とした対応等 も期待 されるところである。

標 準化 に よ る未 充足 の 解 消

▼

大衆化

▼

差異化 、個性化の目覚め

▼

シ ョップの細分化 、大型化

▼

パ ー ソナル対応への ステ ップ

●最新の市場ニーズに応えるショップ概要

住 まいの関連商品はいまや多岐にわたる。前述 したように健康、美容か ら文

化、アメニティにまで。こうした様 々な商品群 を組み合わせ、顧客に受け入れ

られる独 自のス トーリー展開が出来れば、それこそ様々なタイプの小売業た り

えるわけだ。

ここでは、そうした住 まい関連商品を駆使 して、現在、どのようなショップ

作 りがなされているのか傭敵 してみたい。また新旧の業態別 に、 どのような

チャレンジがなされているのだろうか。
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〈既存業態の動き〉

・百貨店

かつて、バブル景気初期には、主に都市型百貨店で 「住」のニーズにすべて、

しかも個別コンサルティングを中核に置いて応 えようとする動 きがあった。し

か しながら効率重視のアパ レル・ファッション中心政策で、関連売場は縮小 さ

れたままである。「家具 ・インテ リア販売額」ではピーク(バ ブル期)の 対総

売上高6%台 に対 し、現在は5%前 後 に止 まってい る。

しか しなが ら、主にホームファッション興隆の市場背景から、有力百貨店に

おいては独 自テイス トの売場作 りが計画されはじめている。

また、丸井 「イン ・ザ ・ルーム」に倣い、本体ではなく、専門館 として切 り

離 しての運営を進めるところもある。(例:セ ゾ ングルー プの コ ンパ ク ト・ロ

フ ト)

・量 販 店

1995年 ご ろか らホ ー ム フ ァ ッシ ョン ・コー ナ ー の 強化 が 目立 つ 。 と くに カ

ラー コー デ ィネ ー ト展 開志 向 を強 め て い る。以 下 の通 り、海 外 ブ ラ ン ドとの 提

携 も活 発 。

イ トー ヨー カ堂 欧州 の寝 室 用 品 「テ リ ン トンハ ウス」、食 卓 用

品 「ボ ダム」 と提 携 。

ジ ャス コ 「レブマ ン」(米)「 ドーマ」(英)の 寝 装 品 ブ

ラ ン ドを直 輸 入 展 開。

西 友 オ ー ス トラ リ ア の 寝 装 品 ブ ラ ン ド 「ペ リ ・

ホ ー ム ワ ー ク ス ・コ レ クシ ョ ン」を展 開、路 面

店 も計 画 され て い る。

家 電 量 販 店 の ダイ イ チ … ・・米 国 の有 力 百 貨 店JCペ ニ ー と提 携 、ベ ッ ド

用 品 、バ ス ・トイ レ タ リー、 カー テ ンな ど を

中心 に 同百 貨 店 オ リジナ ル1000ア イ テ ム を直

輸 入販 売 して い る

・ホームセンター

郊外ベ ッドタウンでは、ガーデニング関連商品の充実で主婦層の認知 を高め

た。いままた、家庭用品、日用品の売場 を 「リビング」「キッチン」で括 り、

提案型のディスプレイを施 した りブラン ド品を導入するなど、住接近の店舗立

地を武器にこの分野での躍進 を狙 っている。
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・家具専門店

いわゆる"商 店街の家具店"が 総 じて苦戦 を強 い られるなか、大型化 と個性

化で生 き残 りをかける動 きが見 られる。

大型化では 「IDC大 塚 家具」が出色 。会員制の有明 ショールームは3階 か

ら5階 まで、約2万2千m2に おお よそ3万3千 点の家具 とい う圧倒 的なスケー

ル を誇る。

個性化、時代対応は多 くの家具店の課題。ホームファッションの取 り込みを

図る 「ニ トリ」、コーデ ィネー ト別ブース方式で トータル ・コーディネー ト店

への変身をアピールする 「村内ファニチャーアクセス」 など。

〈その他の新 しい動 き〉

・フ ァ ッシ ョン店 で の扱 い急 増

「コムサ ・デ ・モ ー ド ・イズ ム」(フ ァイ ブ フ ォ ックス)な ど、 フ ァ ッ シ ョ ン

店 で は顧 客 囲 い込 み と一 店 当た りの売 場 面積 拡 大 の 要請 の 中で 、レデ ィス に メ

ンズ 、 キ ッズ を プ ラス した ニ ュ ー フ ァ ミ リー対 応 シ ョ ップの 開発 が 進 んで い

る。

こ こで注 目 を集 め るの が 生 活雑 貨 商 品 。ライ フス タ イル を表 現 す る格 好 の ア

イテ ム とい うば か りで は な く、端境 期 の売 上 げ をキ ー プす る重 要 な商 材 となっ

てい る。

この た め 、家 具 や寝 装 ・寝 具 までの 扱 い拡大 を図 り、専 門 問屋 に与 えて い た

ラ イセ ンス に基 づ く商 品政 策 を、現 状 の ブ ラ ン ド ・イ メー ジで 統 一 され る よ

う、 共 同 で見 直 し作 業 に入 っ てい る ブ ラ ン ドも少 な くな い。

・ファッション店ご三家 も

現在、ヤング層の支持を集めるショップは「ビームス」「ユナイテッドアロー

ズ」「シップス」。総称 してこ三家 も、インテリア関連商品の取扱いを本格化さ

せる。価値が認め られたライフスタイル提案を、より明確化 させるとともに、

ファンー人当た りの売上げを拡大 させるため。

・無印良品

ムダをそ ぎ落 とした独 自のコンセプ トの生活雑貨店としてス ター ト、幅広い

ファンを獲得 している同店 も大型化、総合化の中で、いま最 も力 を入れいるの

が団塊ジュニア層 を中心 とする単身者向けの家具・インテリアや生活雑貨の分

野で、現実に急激な伸 びを見せている。

今後はファミリー向けラインの商品開発にも着手 してい く方針。一部店舗で

ガーデニ ング用品の扱い も開始 した。
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・ピ ア ・ワ ン

ア メ リカ最 大 の ホ ー ム フ ァ ッシ ョン ・ス トア 「ピア ・ワ ン ・イ ンポ ー ツ」社

が1996年 に 日本 に上 陸 した。 商 品 は すべ て ノ ー ブ ラ ン ド、世 界45カ 国で 商 品

調 達 して お り、1500ア イテ ム とい う商 品構 成 の 幅 の広 さ と手 軽 な価 格 が 魅 力 の
へ くハ

ン ヨ ツ フ 。

すでに多店舗化 を開始 しているが、同店の成否を睨みなが らの、こうした独

自のノウハウを持つ同業の日本進出計画が噴出 している。

・SPA(製 造 一販売 一体型)志 向の新勢力

日本 で もアメリカ型のSPAを 志 向す るホーム フ ァッシ ョン ・ス トア界の新

興勢力が代頭 してきている。家具の輸入業か らスター トした 「フランフラン」

(写真)は200坪 の大 型店 「台場 デ ックス東京 ビーチ」店ほか、立地特性、売場

面積 に合わせ4タ イプの店 を全 国 に出店 中。同様 に 「ワンズ」はインテリア ・

ファブ リック卸業か らの参入。ともにシ ョッピングセンターの新規計画では、

必ず入居要請が来る旬の存在 となっている。
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・後 を絶たない新規参入

有望市場だけに、新規参入は跡 を絶たない。そんななかで、注 目されるのが

ファッシ ョンや呉服のチェーン小売業 と、家具・イン テ リア問屋 の直営店開設

の動 き。小売業がホームファッシ ョン・ス トアの新業態確立 を目指すのは、主

に従来扱い商品の伸び悩みから。問屋の直営店政策は、従来取引先(旧 来型の

業種 店)が 伸 び 悩み、 自ら市場 開拓 を進めるもの。

・丸 井 「イ ン ・ザ ・ル ー ム」

フ ァブ リ ックや テー ブル ウエ アな ど 「雑 貨」中心 の コー デ ィ ネ ー トを鮮 明 に

打 ち出 した。団塊 ジ ュニ ア を 中心 と した単 身者 を強 く意 識 した た め 。これ ら雑

貨 を中心 に、 一 つ の部 屋 まる ご との提 案 を行 う。

・ロー ラ ア シ ュ レイ

100㎡ が 限 界 の 百 貨 店 イ ンシ ョ ップか ら330m2ク ラスが 可 能 な郊 外 型 シ ョッ

ピ ングセ ンター へ 。英 国の伝 統 的 な小 花柄 で知 られ る 同 ブ ラ ン ドが 大 型 化攻 勢

を掛 け る。そ こで は本 格 的 に アパ レル ・フ ァ ッシ ョン とホ ー ム フ ァ ッシ ョン を

複 合 して い く。実 際 、新 型 店 舗 の 売 場 占有 は、ホ ー ム フ ァ ッシ ョンが 多 くを占

め る。
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2.3こ れ か ら充 実 が求 め られ て い る住 まい 関 連 は最 も広 い領 域 に わ た る商 品 構 成

2.3.1ホ …一ーム フ ァ ッシ ョン とは何 か

データベースのための商品カテゴリー分けに入る前に、「ホームファッショ

ン」という言葉 を定義 しておきたいと思う。「ピア ・ワン」などインテリア関

連小売業の先進国のアメリカなどか ら進出が目立つにともない使われ出した言

葉であ り、国内では、ここ数年の こと。

使用されている際、二通 りがあるようだ。

●物的特性を指 して

「日経 トレ ンデ ィ」誌 上 で 、米 国 の流 通 事 情 に詳 しい コ ンサ ル タ ン トの 石原

靖廣 氏 が 、 ホ ー ム フ ァ ッシ ョン を以 下 の よ うに定 義 して い る 。

「ホ ー ム リネ ンに食 器 な どハ ウス ウエ アな どが加 わ った もの で 、家 の 中 の 日

常 生 活 にか か わ る品 物 の う ち、 家 具 な ど 『静 』 の商 品 を除い た もの 」

物 質 的側 面 か らの定 義 付 け ば 、これ で納 得 で きる もの と考 え る。つ ま りイ ン

テ リアの 主 役 とな る家 具 、壁 紙 、 カ ーペ ッ トの 類 い は買 い 替 え頻 度 も低 く、

ホー ム フ ァ ッシ ョンの分 野 か らはず し、シ ーズ ンや行 事 で買 い 替 え可 能 な フ ァ

ブ リ ックや カー テ ン、ク ッシ ョン、ソ フ ァー カバ ー か ら、気 分 で 気 軽 に買 うア

ロマ 関連 、 皿 な ど、 ガ ー デニ ング な どを含 む とい う もの 。

●精神的側面から

ファッションという言葉が付 くだけに、「お しゃれする」「生活 を彩る」「好

みによって使い分ける」という心のあ り様を指す場面 も多いようだ。これはま

た、現状の住 まい方への関心の方向性 を端的に示 していると思 う。消費者、消

費者のマインドこそが出発点 となる流通を目指す以上、こうしたソフ ト面での

定義 も意義がある。

こうした心の面を具現化するコンセプ トとして"コ ーデ ィネー シ ョン"と い

う言葉 を使 いたい。ホームフ ァッション商品は、単独の機能で使 われることよ

り、空間を構成する個々の物 と、暮 らす人 との相互関連が重要だと思 うか ら

だ。 これにより一つひとつの物が生 き、それぞれの機能が生 きる。
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0物 的特性

シーズン、行事、
気分ベースで手軽
に買い換え

可能な商品

ホーム

ファッション

②精神的側面

生き生きとした生活
を志向し、住空間の
コーディネートを
強く意識する

図2-8

2.3.2商 品分類方 一求 め られる業態 開発 に応えて

住(住 まい)関 連産業、商品は、きわめて有望な市場性のある分野である。一つの雑

貨から変わってい き、やがて住宅、暮 らし方 にまで波及 してい くもの と思われる。 これ

に対応す る小売業のための商品情報 および分類であ るが、従来 に従 えば次の ような分類

が行われていた と思われる。

・住宅

・家具

・敷物

・カーテン

・照明器具

・寝具

・内装仕上材

・建具

・厨房器具

・衛生器具

・空調器具

・防災器具

・視聴覚器具

・ル ームア クセサ リー

・その他

以上 をタテ軸 とすれば、

・形態

ヨコ軸 は以下 の通 りであろ う。
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・機 能

・材質

・構造

・使用上

・住形式

・様式

・機構

こうした物寄 りの分類から、消費者志向に基づ き、川下発想で考えるとどう

なるか。まずは買い手にとって性格の違 う商品 として、次の三つに分類する。

・住宅および関連設備

新築住宅 を購入 したとして、最低限住める、生 きていける設備。購買頻度は

何年、何十年に一度であ り、購入前の専門家 との綿密 な打 ち合わせ と計画 を必

要とする。

・インテリア

毎 日生活 して い く上 で 、核 とな る要 素 。家具 、壁 紙 、カ ーペ ッ トな ど。購 買

頻度 は何 年 に一 度 。 これ も住 空 間 の構 成 上 、 緻 密 な計 画 性 が 要 求 され る。

・ホームファッション

従来は雑貨・小物で括 られていた分野を発展 させ、ホームファッシ ョンと呼

びたい。なぜ ならホームファッション・ス トアと称される小売業態が、すでに

市民権 を得つつあるか らだ。シーズ ンや行事、あるいは気分次第で買い変え

る、あらゆる物 を含める。

なお、インテリアとホームファッションの境界線は一部不明であると思われ

る。

「住宅お よび関連設備」「インテリア」の分野の知識は不足 しているので、半

可通が意見 を述べ ることは差 し控えたい。そこで 「ホームファッション」の分

類方を述べ たい。

ホームファッションは、その手軽さとコーディネーシ ョンのパーツであると

いう性格か ら、主 に、その商品が使われるのに相応 しい居住空間別 に分類 した

い(も ちろん、購入者 が どこで、 どのように使お うと、それは構わない。ま

た、小売業が独 自のス トーリーに基づ き、分類 とは違 う提案 を行 うことも、も

ちろん歓迎である)。

居住 空 間別 となれば、一般 的には次のような分類が考 えられる。
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・キ ッチ ン

・バ ス ・サ ニ タ リー

・リビ ング

・書 斎

・子供 部 屋

・玄 関 ・廊下

先行するホームファッション・ス トアの分類は様 々だが、ホームファッシ ョ

ンに本腰 を入れ始めたダイエーの専門大型店 「ディーズ ・ホームシ ョップ」の

分類が細分化のレベル、表現 とも現実に適 していると感 じられるので、それを

紹介 しておきたい。

・リビ ングダ イニ ング ・コーデ ィネ ー ト

・キ ッチ ン&テ ー ブル ウ エア

・ベ ッ ドル ーム

・ホ ー ム オ フィ ス

・ウイ ン ドー&フ ロア カバ リング

・イ ンテ リア クセ サ リー

・ガー デニ ング

・バ ス ア メニテ ィ

こうした分類に、上記の「形態」か ら「機構」、とくに様式部分のワー ド(ジ ャ

パ ネス ク/ア ー リー アメリカン調 、モ ダン/カ ジュアル/ク ラシ ックな ど)を

充実 させ組 み合 わせ る ことにより、暮らしに方に自己実現 を求める消費者の要

求に応える品揃 え情報となるものと考える。
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2.4お 客 の求 め るラ イ フス タ イル 別 の商 品仕 入 れ デ ー タベ ー ス の構 築 の メ リッ ト

注 目の 新 業 態"ホ ー ム フ ァ ッ シ ョン"

今 、多 方 面 か ら注 目 を浴 び て い る 「ホ ー ム フ ァ ッシ ョン」を当社 ジ ェイ テ ッ

クス で は 商 品 の企 画 改 は ル を行 っ て お り、又 「One's」 とい うホ ー ム フ ァ ッシ ョ

ンス トア を手掛 けて い ます。そ の経 験 値 よ りホ ー ム フ ァ ッシ ョン を中心 と した

流通 分 野 で起 きてい る大 きな変 化 の潮 流 につ い て ま とめ ま した。

2.4.1ホ ー ム フ ァ ッシ ョ ン とは何 か ～服 を着 こな す よ う に 自由 に家 を飾 る!?

「ホ ー ム フ ァ ッシ ョン」 とい う言 葉 が 本 当 に急 激 に広 が っ て きてい ます 。お

そ ら く昨年位 か ら一最初 は一 昨年 頃 に業界 誌 な どに ホー ム フ ァ ッシ ョン とい う

言葉 が ち らち ら出 て きて い たの です が,昨 年 あ た りか らは 一般 の新 聞 や雑 誌 に

も出 て くる よ うに な りま した 。

面 白い こ とに、何 か新 しい 現 象 が 起 こ っ て きた と きに は必 ず新 しい言 葉 が 生

まれ 、そ の こ とばが広 ま る こ とに よ って 一 気 にそ の現 象 が広 まっ て くる とい う

こ とが よ くあ ります 。

一 昔前 まで はホ ー ム フ ァ ッシ ョ ン とい う と
、エ プ ロ ンやパ ジ ャマ を作 っ てい

るの で は ない か とよ く言 わ れ ま した。フ ァ ッシ ョン とい う言 葉 が 、日本 で は ど

ち らか とい う と洋服 な どに限 っ て使 わ れ て い るか らだ と思 うの で す が 、 本 来

フ ァ ッシ ョン とい うの は もう少 し幅広 い概 念 で 、 ホー ム フ ァ ッシ ョ ン とい え

ば、 言 葉 通 り、"家 の フ ァ ッシ ョ ン"と い う こ とです 。

この 言葉 は 、今 日本 に も進 出 し多 店 舗 展 開 を進 め て い る ア メ リカの 「ピア ・

ワ ン」とい うホー ム フ ァ ッシ ョンス トアが使 用 して広 ま った言 葉 だ とい わ れて

い ます 。

今 まで の イ ンテ リアや 家 具 、生 活 雑 貨 の く く りな ど と、ど こが 違 うの で し ょ

うか 。服 と同 じ様 に ホー ム フ ァ ッシ ョン を考 えた 時 には 、家 が体 ・ボ デ ィで 、

ホ ー ム フ ァ ッシ ョンは そ れ に着 せ る服 とい う こ とに な ります 。

20代 、30代 を中心 に服 で は 自由 な着 こ な しをす る よ うに な っ て きて い ます 。

上 か ら下 まで 一 つ の ブ ラ ン ドを着 るの で は な くて、単 品 を上 手 に組 み合 わせ て

着 飾 る よ うに なっ て い ます 。フ ァ ッシ ョン も、そ れ と同 じ レベ ルで"生 活 空 間

全体 を コー デ ィネ イ トす る"と い う考 え方 な の で は な い か と考 え て い ます 。

あ る人 は 、 「"家をひ っ く り返 した と きに落 ち て くる もの"が ホー ム フ ァ ッ

シ ョ ンで あ る」 とい う言 い方 を され て い ま した。 「落 ち て来 な い」 もの は 、壁

紙 や 床 材 とい った もの で 、 落 ち て くる もの 、 一家 具 だ とか、 ク ッシ ョンだ と

か、カ ー ペ ッ トだ とか 、花 瓶 な どは 、逆 に い え ば 自分 の 自由 にな る もの です 。
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壁 紙 や床 材 を取 り替 え るの は なか なか 大 変 で す が 、落 ちて くる もの は 、自分 の

好 み で 自由 に変 えて 楽 しむ こ とが で き ます 。そ の よ うな部 分 が 、ホ ー ム フ ァ ッ

シ ョ ンで は な い か と考 え てい ます 。

似 た よ う な言 葉 が た くさん あ ります。「ホ ー ム デ コ レー シ ョン」 とい う言 葉

が あ り ます が 、 これ は 「家 の 装飾 」、室 内 を装 飾 す る とい う考 え方 で す 。装 飾

す る とい う こ とは 、「○ ○ ス タ イル」とい う一 つ の様 式 で飾 る とい うい み あ い

もあ り ます 。 自分 の た め に とい う よ りも、"ち ょっ と よそ行 き"の イ メ ー ジが

あ るの で は な い で し ょうか 。純粋 にイ ンテ リア と して 、室 内 を ど う飾 るか とい

うの が 、 ホ ー ム デ コ レー シ ョン とい う言 葉 で す 。

また 「ホ ー ム コ レ ク シ ョン」 とい う言 葉 が あ ります 。こ ち らは、特 に ア メ リ

カの アパ レルが 中心 で 、「カルバ ン ・ク ラ イ ン」や 「ロー ラ ・ア シ ュ レ イ」、「ラ

ル フ ・ロ ー レ ン」の ホ ー ム コ レク シ ョンな どの よ うに 、アパ レル ブ ラ ン ドが イ

ンテ リアの部 分 もブ ラ ン ドの統一 感 を もって トー タル に コーデ ィネ イ トしてい

くよ うな と きに使 わ れ て い ます 。アパ レル ブ ラ ン ドの 考 え方 で 、家 も トー タ ル

に飾 りま し ょ う とい う こ とで は ない か と思 い ます 。

一 番 や や こ しい の が
、「ホ ー ム フ ァニ シ ン グ」 とい う言 葉 で す 。ホ ー ム フ ァ

ニ ング と、 ホ ー ム フ ァシ ョン とい うの は、 非 常 に近 い の で す が 、 「フ ァニ ッ

シ ュ」 とい うの は 、「装 備 す る」 とい う意 味 です 。 これ にINGが つ い て い ま

す の で 、一 度 に何 か の ス タ イル を作 りあ げ る とい うの で は な くて 、自分 の生 活

空 間 を装 備 し、形 作 っ て い くとい う考 え方 に な ります 。この フ ァニ ッ シ ュ とい

う言 葉 には 、床 材 や 壁 紙 、大 きな家 具 とい った 、少 しハ ー ドな もの の イ メ ー ジ

もあ ります 。

た だ、後 か ら ご紹 介 す る 「イケ ア」とい うホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トアは 、自

分 の店 は 「ホ ー ム フ ァニ シ ングス トア」で あ る と して い ます し、日本 で も「ホ ー

ム フ ァニ シ ン グス トア」と してい る店 が あ ります 。そ の 店 は ホ ー ム フ ァニ シ ン

グ ス トア とい う こ とを掲 げ て、そ の 中 の 一 つが ホ ー ム フ ァ ッシ ョン、一 カ ー テ

ン、カ ー ペ ッ トな ど、どち らか とい う と フ ァブ リ ッ クス と雑 貨 類 の こ とで 、も

う一 つ が家 具 とい う、その 二 つ を合 わせ た もの が ホ ー ム フ ァニ シ ン グで あ る と

い っ た考 え方 を され て い る よ うです 。

た だ、欧 米 な ど も含 め て世 界 的 に ホー ム フ ァ ッシ ョン とい う こ と を考 え ます

と、何 も フ ァブ リ ックス や 雑 貨 に限 っ た もので は な く、家 具 も含 め た す べ て が

ホー ム フ ァ ッシ ョンで あ る とい う よ うで す。

こ こ まで で、ホ ー ム フ ァ ッシ ョン とは何 なの か とい う こ とが 、なん とな くイ

メー ジ して い た だ け た か と思 い ます 。
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2.4.2ホ ー ム フ ァ ッシ ョンの動 向 ～ 国 内 市 場 の 変遷

次 にホ ー ム フ ァ ッシ ョンの 動 向 につ い て ご説 明 します 。

海 外 に メ イ ン プ レーヤ ーが 存 在 して い ます 。初 め は ヨー ロ ッパ か らで 、「コ

ンラ ンシ ョップ」 と 「ハ ビ タ」 が イ ギ リス か ら出 て きま した 。

そ れ か ら、「イケ ア」。これ は ス ウ ェ ー デ ンか ら出 て きて い ます 。こ こは現在

世界 的 規模 で展 開 して い ます 。

約10年 前 、 ヨー ロ ッパ か ら始 ま った ホー ム フ ァ ッシ ョンス トア の流 れ で す

が 、最 近 は ア メ リカ の ホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トアが 活 躍 して い ます 。それ につ

いて は後 述 させ て い た だ き ます 。

「ホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トア」 とい う言葉 は、 日本 で は つ い最 近 の もの で は

ない か と思 い ます 。そ れ 以前 の 国 内 の 「ホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トア市 場」の 変

遷 とい うの を考 え てみ ま しょ う。

順 を追 って み る と、70年 代 、80年 代 、90年 代 には そ れ ぞ れ特 徴 のあ る動 き

を して い ます 。初 め は74年 に オ レ ンジハ ウス が で きま した。東 急 ハ ンズ も同

じ年 で す。

70年 代 の オ レン ジハ ウ スや 東 急 ハ ンズ は 、"雑 貨 単 品の 面 白 さ"と い う もの

を教 えて くれ たお 店 な の で は な い で し ょ うか。雑 貨 とい う と、そ れ まで は どち

らか とい う と"実 用 品"と い う レベ ル だ っ た ので す が 、ヨー ロ ッパ の お しゃれ

な もの な どをお 店 で展 開 し、今 まで消 費 者 が見 た こ との なか った商 品 が店 頭 に

大量 に並 ん で 「雑 貨 っ て面 白い ん だ な」とか 「こ うい う もの で生 活 空 間 を彩 る

と楽 しい な」 とい うこ と を教 えて くれ たの で は ない か と思 い ます 。

80年 代 に入 り、81年 に 「ア フ タヌ ー ンテ ィー」(サ ザ ビー)、 「F.0.B.COOP」

が 出 て きま した 。

次 の年(82年)に 西 武 百 貨 店 が提 携 す る 「ハ ビ タ」 が で きて い ます 。 その

後 閉 店 して しま っ た の で す が 、 当 時 か らイ ンテ リアが 好 きだ っ た方 は 「ハ ビ

タ」 とい う とい ま だ に話 が 盛 り上 が っ た りします 。

そ れか ら83年 に 「無 印 良 品」 が で きま した。87年 に は 「ロ フ ト」 が 、… と

い うこ とで 、80年 代 に もい くつ か 出 て き ま した。

80年 代 の特 徴 は 、単 な る雑 貨 、イ ンテ リア とい う単 品 の面 白 さで は な く、雑

貨 で シー ン全 体 を表 現 す る こ とに よ り、一 つ の"ラ イ フス タイ ル"を 提 案 す る

よ うに な った とい う こ とが い え ます 。

90年 代 に は、ホ ー ム フ ァ ッシ ョンの 流 れ とい え る店 が増 えて き ます。91年

に 「イ ンザ ル ー ム」、93年 に 「フ ラ ン フ ラ ン」、 自 由が 丘 に は95年 に 「ロー ラ

ア シ ュ レイホ ー ム コ レ ク シ ョン」 と、96年 に は アス ブ ル ン ドが展 開 され て い

る 「T.C.」 とい う店 が で きて、同年 「ピァ ・ワ ン」の1号 店 も碑 文谷 にで きて
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い ます。

家 電 の 「ダイ イ チ」 と提 携 す る ア メ リカの 「FCPENNY」 の ホ ー ム コ レ ク シ ョ

ンが で きたの も96年 です 。

そ して 昨年 か ら今 年 にか けて は 、に わか にホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トアが増 え

て きて い ます 。

まだ 噂 の段 階 で す が 海外 の ホ ー ム フ ァシ ョンス トアの メ イ ンプ レーヤ ーが 、

この1～2年 の うち に か な り日本 に進 出 して くる とい うこ とで す 。

日本 で は ホー ム フ ァ ッシ ョン とい う言葉 や 、ホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トア とい

う現 象 が 先行 して い る よ うです が 、で は、そ れ は 一体 何 な の か と、難 しく考 え

る方 もい らっ しゃ るの で は ない で し ょ うか。

2.4.3ア メ リ カ の シ ョ ッ プ を例 に ホ ー ム フ ァ ッ シ ョ ン ス トア を考 え る

こ こで も う一 度 、 「ホ ー ム フ ァ ッシ ョン」 とは何 か 、何 故 これ だ け ホ ー ム

フ ァ ッシ ョ ンが 騒 が れ て い る の か 、 とい うこ と を考 え た い と思 い ます 。

以 下 に、今 活 気 の あ る ア メ リカの ホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トアの例 を挙 げ て み

ます 。

ロクレート&バ レル

シカ ゴの第1号 店 が本店 で、こ こは今か ら10年 程前 ある ご夫妻が始 め られ

た店です。最近になって、MDを は じめ店作 りにつ いてかな り改 良をされてお

り、今ではアメリカを代表するホームファッションス トアとなっています。

この店は、VMD(ビ ジュアルマーチ ャンダイジ ング)が 素 晴 らしい といわ

れてい ます。アイテム別の売 り場 というのがもちろん奥 にあ りますが、VMD

の展 開 として、シーズ ナルの テーマを設定 してい ます。例 えばテーマが"春"

な ら、春 のイメー ジで 「庭で ゆっくり過ごそう」とか、そのようなライフスタ

イルを実現するための商品をいろいろ編集 しています。それがディスプレイで

終わるのではなくすべて売 り物で、価格帯 もリーズナブルです。しかもそのラ

イフスタイルを実現する商品を、 まるごと買 うことがで きるのです。

ですからクレー ト&バ レルでは、商品 を単品 で購入 される方は少な く、ア

ソー トメントでいろいろと組み合わせて買っていかれることが多いということ

です。

クレー ト&バ レル とい う店名 の、クレー トは 「木枠」、バ レルが 「樽」 とい

う意味です。天井や壁が古木 を使用 したようになっていますが、どの店 もこの

イメージで統一 しています。商品にはビビッドカラーを使用 していることもあ

りますが、店内のイメージを木で統一することで、ナチュラルな雰囲気、ク
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レー ト&バ レル の ラ イ フス タイ ル とい う もの を打 ち出 して い るの で す 。

本 店 の よ う にア ウ トス タ ンデ ィ ング で独 立 した店 もあ るの です が、店 の 多 く

は シ ョッ ピ ング セ ン ター に入 っ て い ま して 、現 在70店 舗 位 あ る とい う こ とで

す 。

商 品 の ほ とん どは オ リジ ナ ルで 、自社 で 開発 した り、セ レク トした もの を仕

入 れ て販 売 して い ます 。しか も次 々 に色 々 な テ ー マ 、1～2か 月 に1同 位 の 割

合 で 、 テ ー マ ゾ ー ン を どん どん変 え て い きます か ら、 売 れ残 りもあ ります 。

売 れ残 っ た商 品 は、プ ロパ ーの 店 舗 で セ ー ル にす る こ とは あ りませ ん。"ア

ウ トレ ッ ト店"と い うの が い くつ か あ りま して、そ ち らで販 売 す る とい う形 を

とって い ます 。

ア ウ トレ ッ トとい う と、"売 れ残 り品 を安 く売 って い る店"と い うイ メ ー ジ

です が 、こ こで は デ ィス プ レイ に も気 を使 っ て い ます 。ア ウ トレ ッ トス トアで

も、商 品 を単 品 で 売 るの で は な く、シ ー ン を編 集 した りア ソー トメ ン トに して

売 る こ と を、実 践 して い るの で す。

シ カ ゴ本 店 か ら、3キ ロ程 した離 れ て い な い場 所 に も、ク レー ト&バ レル の

ア ウ トレ ッ トの店 が あ ります 。3キ ロ程 度 しか 離 れ て い ない場 所 で商 品 を安 く

売 る とい うの は ど うか と思 い ます が 、プ ロパ ーの 店 の テ ー マ ゾー ンは1か 月 か

ら2か 月で どん どん変 わ ります し、ア ウ トレ ッ トス トア と同 じ商 品 を置 い て い

るわ け で は ない の で 、 消 費者 も割 り きっ て い る よ うです 。

ロポタリーバーン

こち ら も今 、70店 舗 程 で す 。も と も とは 日本 に も進 出 して い る 「GAP」 と

い うアパ レルが グ ル ー プ と して持 って い た店 です 。そ こ を、日本 で も百貨 店 が

フラ ンチ ャ イ ジー と して導 入 され てい る 「ウ イ リア ムズ ソノマ」の グル ー プが

買 収 し、 現 在 は ウ イ リア ムズ ソ ノマ グ ル ー プの 一企 業 とい う位 置付 けで す 。

ウイ リア ムズ ソ ノマ とい うの は、日本 で は キ ッチ ン関係 の店 とい う こ とで 有

名 なの です が 、 実 は住 空 間 を トー タル に扱 っ て い て 、 「ウイ リア ムズ ソ ノマ 」

で キ ッチ ン ・ダ イニ ング、「ポ タ リー バ ー ン」の 方 で リ ビ ング、そ して通 販 で

ベ ッ ドリネ ン と タオ ル をや っ て い ます 。「ホ ー ル ドエ ブ リシ ング」 とい シ ョッ

プ もあ りま して、そ こは"収 納"を テ ー マ に した雑 貨 関係 の店 です 。ウ イ リア

ムズ ソ ノマ の グ ル ー プ内 で 、そ れ ぞれ の 店 舗 が特 徴 を出 して見事 に棲 み分 け を

して い ま して、 どの店 も好 調 に推 移 して い る よ うです 。

先 程 の ク レー ト&バ レル は ク ラ シ ッ ク な イ メー ジ です が 、そ の 中 に も都 会 的

なデ ザ イ ンや色 を取 り入 れ て い ます 。ポ タ リー バ ー ンの ほ うは とい う と、もう

少 し郊 外 型 の 、リラ ック ス した ラ イ フス タ イ ル をテ ーマ に して い て、店 作 りに

もそ れ が表 れ て い ます 。
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ポタリーバーンの売 り場はアイテム別にきちんと整理 されています。「ウイ

ン ドウ トリー トメン ト」という売 り場では、装飾ポールとカーテンを組合せ ウ

インドウをトリー トメントすることを提案 しています。ただカーテンを吊るす

とか、袋のまま棚 に積 んであるという状況ではな くて、なるべ く生活シーンを

イメージで きるように しているのです。

ライティングの売 り場 もあ ります。あか りというのは日本の生活ではあまり

重要視 されていないようですが、アメリカでは新 しい家やマンシ ョンを買いま

すと、天井 も含めて照明が一つも付いていない場合が多いのです。自分でその

部屋の照明を考 えて、一部屋 に二つも三つ も置 くとい うことがよくあ ります。

アメリカではライテ ィングが生活空間の中で非常に重要視されています。

また、ファブ リック、布製品には特 に力を入れていまして、オレンジ系 とグ

リーン系で無地 とチェックをそれぞれ展開するといったように、商品を色・柄

のテーマ別に作っています。

VMDに おい て、先 の ク レー ト&バ レルは"ラ イフス タイル"を 提案 する と

い う方向で したが 、こちらは色や柄など、"アパ レル的"な 視点 で どん どんテー

マ を変 えて提案するという点が特徴です。

奥には 「デザインスタジオ」というコーナーがあ ります。こちらはいろいろ

な商品をオーダーすることがで きます。カタログがあって、お客さんは自分の

家の間取 りを書いた紙を見せて相談 した り、セミ・オーダーメー ドといった形

で、「そこにある二人掛 けソファの一人掛けを欲 しい」 といった レベルのパ

ターンがありますから、それを好 きな生地で作った りします。そのような奥行

きの深 さとい うのも同店の特徴 になっています。

またポタリーバーンにはアルバイ トで もデザイン学校に通っている学生さん

など、かなり商品知識の詳 しい店員が働いています。

ロベ ツ ド&バ スビヨン ド

最 近 日本 に も 「カ テ ゴ リー キ ラ ー」とい うこ とばが 広 まっ て きて い ます 。例

え ばお もち ゃの トイザ らス な ど、そ の よ うに一 つ の カテ ゴ リーの 中で圧 倒 的 な

品揃 え を して い る店 で す 。

ア メ リカ の ホ ー ム フ ァ ッシ ョンの 中で は よ く「ベ ッ ド&バ ス」とい う こ とば

が 出 て きます 。「ベ ッ ド&バ ス ビ ョ ン ド」 も、け っ して ベ ッ ド&バ ス に関連 す

る商材 だ け を扱 っ てい るの で は な く、生 活 空 間全 体 につ い て の商 材 を扱 って い

ます 。

どう してベ ッ ド&バ ス とい うこ とば が よ く使 わ れ る のか と、ア メ リカの人 に

聞 き ま した ら、「"ベ ッ ドとバ ス"と い うの は一 人 に なれ る空 間 だ か ら」とい う

こ となの で す 。ご存 じの よ うに、あ ち らで は、家 の 中 にい て も靴 を履 い て生 活

して い ます 。家 の 中 とは い って も、"公 共 の空 間"で あ る とい う考 え方 が あ る
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よ うです 。 ベ ッ ドとバ ス は 唯 一 の 自分 だ け の空 間 であ る とい うこ とで す。

公 共 空 間の イ ンテ リア とい うの は 、 自分 の 好 み で勝 手 にす る こ とは で きな

い 、家族 と相 談 して決 め な くで は な らない もの で す が 、ベ ッ ド&バ ス は 自分 一

人 の空 間で す 。そ こ な ら 自分 の フ ァ ッシ ョ ンを楽 しめ るわ け です 。ア メ リカで

は 、ベ ッ ドリネ ンはか な り派 手 な もの もあ ります 。それ は テ イス トの 違 い か と

思 っ て い ま した が 、実 はベ ッ ド&バ ス こそ 自分 ら しさ、自身の フ ァ ッシ ョンを

楽 しむ こ とが で きる とい う考 え方 が あ っ た の です 。

この 店 の店 内 は 、天 井 高 が6メ ー トル位 あ りま して、か な りの 高 さか ら商 品

が圧 倒 的 に積 まれ て い ます 。

た とえば シ ャ ワー カ ー テ ンや ダス トボ ックス 、歯 ブ ラシ ホ ル ダー や コ ップな

どは 、 トー タル コー デ ィネ イ トして い る こ とが わか る よ うに、 列 ご とに コー

デ ィネ ー トして陳 列 して い ます 。

カ ー テ ンの装 飾 ポ ー ル 関係 な ど も、「こ こ に来 れ ば な ん で もあ ります」、「こ

れ だ け 品揃 え してい る ん だぞ 」とい うの をイ メ ー ジ させ る よ うに、上 の ほ うか

らボ リュ ー ム を もっ て展 示 して い ます 。

ロイケア

イケアはほとんどの家具がノックダウン(組 み立 て)式 です。組 み立 て式 と

い うことで、リーズナブルなプライスを実現 し、家具だけでなくいろいろなア

イテムを自社で開発 し販売 しています。正確には何店舗あるか把握 していませ

んが、アメリカでは今すごい勢いで出店 していまして、全世界的な規模で展開

している、どちらか とい うとカテゴリーキラーといえます。価格 もかなり安い

です。

ここはどの店 もだいたい同 じ作 りです。2階 建 てになってい ま して、入 り口

か ら強制的に階段で2階 に上が ります。入 り口にはまず通販カタログとイケア

オリジナルのメジャーがあ り、それを渡されて2階 に上が ります。2階 にはい

ろいろなス タイルの小 部屋が15～25あ ります。店舗 に よって異 な りますが、

ひとつひとつが6畳 とか8畳 とい う規模 で、普段暮 らしている部屋 とまった く

同 じ様な空間を、イケアの商品でコーデ ィネー トしています。

そこにはそれぞれの商品番号が書いてあ りまして、来店客はカタログの中に

入っているリス トでチェック してい きます。1階 に下が ります と、倉庫 の よう

な売 り場になっています。 ここはアイテム別 に例 えばライティングならライ

ティング関連の商品ばか り、箱のまま積んであ ります。番号順 に並んでいます

か ら、先程自分がチェックしたリス トを見て売 り場から商品を取 り出 し、最後

にレジで会計するという方式です。

大変広い店ですが、それぞれのライフシーンをきちっと見せています。それ
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でいて販売員は少なく、来店客にはセルフサービスで買ってもらうというシス

テムです。もちろん、インテリアのコーディネー トについて相談するコーナー

もあ ります。

世界中に店舗があ りますが、それぞれの店舗への物流はとうしているか とい

うと、たとえば台湾を例 にしますと、生産拠点があ り、メーカーが30社 位 あ

ります。港 には イケ ア用の コンテナが用意されています。その コンテナが全

部、ロサンゼルス とか、フランクフル トであるとか、世界中の店舗別になって

いるのです。そのコンテナにまずAと い う台湾の メー カーが商 品を積み込む。

続いてBと い うメーカーが積 み込む… というように各社の商品をコンテナに詰

め、そのコンテナを世界各地に運ぶのです。コンテナは一旦倉庫に入れること

もなく、そのまま各店に運ばれ、商品は倉庫的役 目である1階 の売 り場部分に

納 め られます

このような合理的で素晴 らしいシステムを確立 しているからこそ安い商品が

提供できる、非常に経営力の優れた企業です。

ヨーロッパでは20代 の人が インテ リア、家具 を買お うかという場合に、ま

ずイケアのカタログでチェックするというくらい、馴染みのあるお店です。

口その他のショップ

「ピア ・ワ ンイ ンポ ー ッ」は ア メ リカ国 内で は わ りと リー ズ ア ブル で カ ジ ュ

アル な商 品 を提 供 して い る店 とい うイ メ ージ です 。

「ホ ー ム デ ポ」 とい うの もあ り、こ こで もベ ッ ド、バ ス 、ハ ウス ウエ ア ーズ 、

フ ァニ シ ン グス とあ ります が 、 同社 の社 長 さん が ウ ォル マ ー トを非常 に気 に

言 って い ま して 、"ウ ォル マ ー トの イ ンテ リア版"を 作 る ん だ とい うこ とで 、

多店 舗 展 開 され て い ます 。

「リネ ンズ シ ング」 とい う店 もあ ります。 リネ ン とい うの は 「布 」、も と も と

は 「麻 」とい う意 味 です が 、ベ ッ ドリネ ンを 中心 に した イ ンテ リア フ ァブ リ ッ

クス の カ テ ゴ リー キ ラー とい う形 で 、布 もの を大 量 に販 売 して い ます。

同 じ様 な店 で 「ス トラ ウ ド」 とい うの もあ ります 。

GMSで 「ター ゲ ッ ト」とい う店 もあ ります 。ホ ー ム フ ァ ッシ ョン とい う と

専 門店 を イ メ ー ジ した り、先 の よ うな カ テ ゴ リー キ ラ ー を イ メ ー ジ します が 、

当 然 ア メ リカ で も、 い ろい ろ な レベ ルの 店が あ る の で す 。 ウ ォル マ ー トやK

マ ー トと同 じ くGMSで も、もと もと百 貨店 が 経 営 して い るGMSな の で、イ

ンテ リアや アパ レル の色 や柄 が強 い の が特徴 で す 。

「ブ ル ー ミ ン グデ ー ルズ」は 、"百 貨 店 と して の ホ ー ム フ ァ ッシ ョン"と い う

こ とで 、ブ ラ ン ドの ホ ー ム コ レ ク シ ョン を中心 に展 開 して い ます 。ラ ル フ ロー

レ ンや カ ルバ ン ク ラ イ ンな ど、 ブ ラ ン ド別 に い ろ い ろあ ります 。
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お話 してきましたように、いろいろなお店が海外そ して日本 にあ ります。特

にアメリカは今流適業が非常 に厳 しいので、商品・MDだ けで な く経営 の仕方

やオペ レーシ ョンなどを含め、いろいろな面で素晴 らしいシステムを作ってど

んどん店舗展開を進めています。

日本でもホームファッシ ョンの市場ができてきたということがわかったので

しょうか、ここ1～2年 、海外 か ら先程紹介 した ようなホームファッションの

メインプレーヤーが次々 と進出 して来ています。

2.4.4今 、な ぜ ホ ー ム フ ァ ッ シ ョ ン か

このように、国内外にホームファッションの店がた くさん出来ているという

実情を前半部分でお話 しました。後半では、ここに来てなぜホームファッシ ョ

ンがこれほど騒がれいるのか とい うことについて考えてみましょう。

「なぜホームッファシ ョンか」とい うことについて、3つ の レベ ルで考 えて

みます。ひ とつは文明論、2番 目は経済社 会、そ して3番 目が世代論 すなわち

ジェネ レー ションの問題、この3つ で考 える ことがで きる と思い ます。

文明論などというと、少 し唐突ですが、考えてみますと、ホームファッシ ョ

ンというのは空間を扱 っています。空間 とい うのは一つの世界です。世界 を作

るという時には、哲学や宗教や、どうい うふ うに生 きるとか、自分は何のため

に生きているのかといったことが どうしても関わってきますか ら、文明論 とい

う流れの中から考 えることがで きます。

ホームファッシ ョンがこれだけ広 まってきている理由のひとつには、今、特

に自己実現欲求というのが強 く出ているということがあるのではないで しょう

か。

ちょっと込み入った話にな りますが、ひところ 「ポス トモダンの哲学」とい

うのが もてはやされました。ニーチェの系譜をひ くドゥールズ とか、ガタリと

いったポス トモダンの思想家が騒がれましたが、その考え方に「人間とい うの

は過剰をもって生まれてきている」、つまりエネルギーを持て余 しているとい

うのがあ ります。

人間は動物のように本能だけに従 って生 きていける生物ではな く、その意味

では狂っているといえます。しか も過剰 を持っているので、それをどのように

処理するか とい うことが、文化や文明が出来て きた仕組みだという考え方で

す。

単純にいえば、その過剰 を処理するシステムとして、最初にで きたのが、"宗
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教的伝統的社会"で す。これは、宗教 的、伝統 的 な価値観に従って過剰をうま

く処理するとい うことで、そこには宗教的、伝統的な価値観によって定め られ

たきまりが存在 しています。

たが、そのように過剰 を押 し込んでしまいますと、必ず どこかにしわよせが

できてしまいます。それを一気に処理 しようとい うのが"お 祭 り"と い うシス

テム、祭です。ですか ら、伝統的な社会ほど、お祭 りが盛んです。1年 に1回

大騒 ぎを して、処理 しきれなかった過剰を消化 して しまおうという事です。

その次には伝統的価値 を否定することで産業革命が起 こり、"経済的 な社会"

がで きま した。経 済的 な価値観 で拡大や成長があって、"未来 に向かって過剰

を放出する"の です。今 は大 変 だけれ ども頑張ろうとか、高度経済成長ではな

いですが、「どんどん豊かになっていくために頑張ろう」と、過剰を未来に放

出するシステムだったのですけれども、これもいろいろな問題を引 き起 こしま

した。経済的な価値観 とか、社会自体が機能 しなくなったということです。

今は第3段 階 で、次 の時期 に来 ていると思います。ある意味でこれは私の勝

手な定義ですが・第3の 段階 は"芸 術 的な社会"で す。芸術 とい って も、絵 と

か音楽といった狭義の意味ではあ りません。伝統的な価値観や、経済的な価値

観で決められているようなものでもなく、一人一人が 「自分な りの行 き方、ラ

イフスタイル、価値観 を持って自己実現 したい」とい うのが、"芸 術 的社会" 、
"ポ ス トモ ダン"の 社 会で はないか と思

い ます。

世界 中をみます と、もちろんいろいろな段階や文明があ りますが、少なくと

も今のアメリカや日本は、この段階にあるといえるのではないか と思います。

図2-9の 中に 「環境 の変化 、価値観の変化」ということが書いてあ ります。

マズロー とい う心理学者の 「欲求5段 階説」は、最初、食べ たい とか眠 りたい

といった 「生理的欲求」か ら始まって、最終段階の欲求が 「自己実現」である

という説なのですが、日本の社会は今 まさにこの段階に入ったのではないかと

思います。

第5段 階 は自己実現 を計 りたい とい うことですか、他人思考ではな く"自 分

思考"で す。人 に どう見 られるか とい うことよりも、自分が どうあ りたいか と

い うことが重要 になります。

物に対 して も、所有価値ではなく、"使 用価値"を 重視 す る一物 を持 ってい

ることではなく、それを使 ってどのようなライフスタイルを実現するか という

ことに意味があるのです。

また、差別化ではな く、"本 質重視"一 人 とどう差別化す るか とい うことで

はな くて、自分 自身が どうあるかということですから、本質重視 ということで

す。

そ して、消費者ではなく"創 費者"一 物 を消費 ししてい くとい うこ とではな

く、自分のライフスタイルを作 ってい くということです。
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次の 「郊外型文化の興隆」ということについて考 えてみます。たとえば・住

空間というものを考えるとき、どのような家を持つかということは非常に重要

です。

これまでは都心 には経済的理 由で住めなくて、郊外に家を買った りマンショ

ンを借 りた りということが多かったと思います。昔はお金がなくて「しょうが

な く」 とい うこ とで したが、今 の若い世代 の方は皆 さん車 に乗 ります し・

ショッピングセンターがで きて便利だとか、意外 と自然があっていいとか、家

族が仲良く暮 らせるなど、積極的な理由による"郊 外型の文化"と い うのが、

日本で今起 こ りつつ あるのではないかと思います。

ショッピングセ ンターに して も、駅前立地 よ りも、例 えば二子玉川園の

ショッピングセンターのように、ちょうと郊外のショッピングセンターの方が

注目された り、いろいろな意味で、今 日本の中では郊外型の新 しい生活スタイ

ルというのが、先の自己実現 というのと重なって現れているのではないかと思

います。そろそろ日本で もこのようなライフスタイルの変化、一積極的なライ

フスタイル作 り、お仕着せではない自分らしいライフスタイルを作 ってい きた

いという欲求一が出てきたのではないか と思います。

続いて図中の 「社会環境の変化」の下の部分ですが、「都市環境の悪化」一

人口の集中とか、緑の減少 とか、高層 ビルで働いている、水がおい しくないな

ど。また、「生活環境の悪化」では、仕事が難 しくス トレスが多い、コンピュー

ターで疲れる、また住居 も改善 されてきているとはいえ、そろそろ広 さの面で

は限界だといかということで、誰 もかさまざまなス トレスで疲れています。精

神的バランスが崩れ、そのス トレスか ら逃げたいという、消極的部分 もあ りま

すが、「もっと良い暮 らし、楽 しい暮 らしが したい」、「自分 らしい生活が した

い」という欲求が出て来て、消費のスタイルも含めて自分 らしい生活をデザイ

ンするということが、今の消費者の一番の望みなのではないかと思います。
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・SC等 に よる利便性 向上
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・緑 の減少
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・OA化

・「住」ハー ド改善 の限界

診

膨

よ り積極的 な ライフスタ 有

づ く り が 求 め ら れ て い

消費者⇒創費者

診
「ウェルネ ス」をテ ーマに

自分 ら しい生 活 を

デザ イン

さまざまな ス トレスが

神的 バ ランスを破 壊 する

既存業種⇒新業態

断 ㍑ぎ蕃
ホ ー ム フ ァ ッ シ ョ ン

現 状、上記 の様 な生活 者の変化 に対 応 したホ ーム ファ ッションス トア は少 なく、既往 の ライフスタイル ショ ップ も現 実感 乏 しい

モ ノの販 売店
・家具店

・イ ンテ リア店

・生活雑貨 店

従来 の ライ フスタ イル シ ョップ
・現実感乏 しい「あ こがれ」の生 活 を提案

・欧米の モ ノマネ

・高価格

ゆ 離 歌;齢
生活全体 を自分 なりに編集 すること を

提案 ・支援 す る場 と しての

図2-9

2.4,5既 存 店 に求 め られ る視 点

消費者がそのように変わってきているので、物 を売るほうも当然それに合わ

せて変わ らなくではいけません。図1の 「業態 の変化」の ところで は、「既存

業態から新業態へ」という矢印があ ります。これまでの業種の考え方というの

はメーカー志向で、アパ レル、生活雑貨やインテリア、家具店 というように、

商品の種類ごとにメーカーがあって、それに対応 した小売店 もあるというもの

だったのですが、消費者には自分らしい生活を作ってい きたいというニーズが

あ りますから、 ものの種類 ごとにわかれた店 には魅力を感 じなくなっていま

す。もっと トータルに、自分 らしい生活 をデザインするための ものが欲 しい、

とい うことでホームファッションとい う流れになって来ているのではないで

しょうか。
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今、アパ レル店、家具店、生活雑貨の店 など、既存業種の多 くが、ホーム

ファ'ッシ ョン的な要素で生活 を トー タルに提案 していこうという流れに変わっ

てきています。

図の下のほうにその流れが書いてあるのですが、今 までの販売店では"モ ノ

の販売"を 行 ってい ま した。これ まで もライフスタイルショップというのはあ

りましたが、どちらか といえば現実感 に乏 しく、"憧 れの生活"を 提案 してい

るようなものが多か ったのではないかと思います。欧米のライフスタイルをそ

のまま持ってきているところも多かったようです し、価格 も当然高めで した。

既存のライフスタイルショップは、消費者の日常の、実用的な世界 に対応す

る店 と、よそい きの憧れの世界、人に見せ るための世界 に対応する店 とい うの

はあっても、今の消費者が自ら考 えているような、「毎 日の生活をどの ように

楽 しくするか」、とい うことに対応するお店は、まだまだ少ないのではないか

と思います。

ホームファッシ ョンの発想 というのは、「生活」が出発点にな ります。した

がって"提 供者の論 理"か ら、"生活者 の視 点"へ の変換 とい うものが必 要で、

生活者の視点か ら何事 も考えなければならないのです。

今、求められているホームファッシ ョンス トアとい うのは、"生 活全体 を自

分な りデザ イ ンす る こと"を 提案 で きる店では ないか と思 います。

文明論 とか自己実現欲求から、どうしてホームファッシ ョンになるかという

ことがこれでおわか りいただけたと思います。

2.4.6不 景 気 が 日々 の暮 しを変 える!?

今 までの説明の中にも含 まれていたのですが、今度は、経済、社会の面から

考えてみます と、今はインターネット革命 とかデジタル革命あるいは、第2次

産業革命 の時代 といわれてい ます。その中で、逆 に身近なものや個人の創造性

が注 目を浴びるようになってきているのではないか と思うのです。

また一方ではコンピュータ化が進み、非人間的なつまらない仕事 というもの

が減って、その分余暇時間というものが拡大 してきている。そのような経済 ・

社会の流れの中で、ますます 自己実現欲求 というものが消費者側 に強 くなって

きていまして、もっと身近な ものを見直 して、そこに自分の幸せを見いだす と

いう流れがで きているのではないかと思います。バブルが崩壊 して、人々の考

え方が"身 近 な ものを見直す"と か 、"毎 日の生活が大切である"と い う方向

に変 わ って きてい ます。バブル崩壊 というの も、ホームファッシ ョンが出てき

た大 きな理由の一つではないか と思います。

アメリカでもつい最近になってこのホームファッションが急に広がってきて
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い ます が 、これ は株 な どが暴 落 した リセ ッシ ョンの あ と に、景 気 が ぐん と悪 く

な って ホ ー ム フ ァ ッシ ョンが 出 て きた とい う背 景 が あ りま した。同様 に、日本

で もバ ブ ルが 崩 壊 して 、毎 日の生 活 を もっ と大 切 に 、楽 し く暮 ら して行 こ う と

い う こ とに な っ て きて い るの で は ない か と思 い ます 。

2.4.7カ タ ロ グ世代 が 市 場 の カ ギ

3番 目の世代 論 です が、これはホームファッションを考える上で非常に大切

なことです。当社の商品を実際お求めになっている方々は、30代 前半位 まで

が一番多 いのです。どうしてこの世代がホームファッションに注 目しているの

か ということを少 し考えてみましょう。

20代 の人達 は 「団塊 ジュニア」 といわれています。30代 前 半 は 「HANA

KO世 代」 とい われ た り、光文社 さんの雑誌で 『VERY』 とい う、今30代

になったかつ ての 『JJ』 世代 のための雑誌 にちなんで 「VERY世 代 」な ど

と呼 ばれた りも します。この世代の特徴 として、豊富 な商品情報か ら選択する

カタログ消費ができるとい うことがあ ります。

それはなぜか というと、学生時代からライフスタイルを提案するメディアや

商品があったか らです。彼等は 『ポパイ』とか 『オリーブ』 とか、『JJ』 と

か、そ うい う雑誌 を見 て育 った世代ですから、いろいろな商品をみて、それら

をカタログ的に自分の趣味で選択することができます。小 さい頃か ら個室、自

分の部屋 を与 えられていたことの影響 も大 きいで しょう。その ような環境で

育っていますので、インテリアへの関心が高いのではないかと思います。

現状の20代 、30代 には、独身の人や共働 きの人 な どが多 くて、意外 と経済

的にはゆとりがあ ります。この世代が 「自分流の生活をしたい」ということで

急浮上 してきました。ホームファッションがここにきて急速に広がった理由と

して、彼等の存在は大 きい と思います。

しか し、この下の世代 も、基本的には同じような環境の下に育っていますか

ら、これからホームファッションの市場 というのはますます拡大 してい くので

はないかと思います。

文明論的には自己実現欲求を満た した くなって きていることと、経済・社会

的にはバブルが崩壊 して、もっと身近な生活に皆が注 目しはじめたこと、世代

論的に、カタログ消費や自分のライフスタイルを確立 してい く世代が現れたと

いう、この3つ の理 由が重 なって、ホームファッションという大 きな流れがで

きているのではないか というのが、私の考えです。
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2.4.8ホ ー ム フ ァ ッ シ ョ ン の 定 義

それでは、ホームファッシ ョンとは何で しょう。私 どもではホームファッ

ションの定義 というものを考えて、次の5つ に集約 しました。

一つは、「大切な日常の」とい うこと。"日常"と は どうで もいい とい う意味

ではな く、「毎 日のことだか らこそ大切にする」 ということです。

2番 目は 「生活全体 を」。室 内装飾 という言葉 もあ りますが、単に部屋 を飾

るという言葉ではなく、自分のライフスタイルとか、生活全体を対象にしてい

るということです。

3番 目は 「自由 な発 想で 自分 な りに編集する」。これまでの 「○○様式」一

よくインテリアコーディネイ トの勉強をしますと、○○様式 というスタイリン

グから入 りますけれども、そのように決められた様式ではな く、今着ている服

などと同様 に、「自由な発想で自分で組み合わせて、自分の個性 を発揮する」

ということ、「自由な発想で編集する」 ということです。

4番 目は 「様 々なライフス タイル を楽 しむ」。洋服では、一つのスタイルに

縛られずに、時代の雰囲気や季節感 などいろいろな要素を取 り入れて楽 しむよ

うに、自分の部屋 も、一度○○テイス トで統一 したら、それがずっと続 くとい

うことでなく、いろいろなスタイルを楽 しむのが、ホームファッションではな

いかということです。

5番 目は、「豊か な人生 を表現す ること」。いろいろなライフスタイルを楽 し

んで、人生 を豊かに しましょうよということで、これらをつなげていいます

と、「大切な日常の生活全体を自由な発想で自分 なりに編集 し、さまざまなラ

イフスタイルを楽 しみ、豊かな人生を実現すること」ということになります。

他 にも定義はいろいろあると思いますが、当社では日々ホームファッション

関連の仕事をしてお りまして、他社 とどこが違 うとか、自分達のしていること

は何か とい うことを考えたときに、これ らのことを定義 として業務 を進めて

いるのです。

2.4.9ホ ー ム フ ァ ッ シ ョ ンのVMD

図2-10で は ホー ム フ ァ ッシ ョンのVMDと い うの を紹 介 しま した。 これ は

ホー一…ム フ ァ ッシ ョン とい うの は 、具 体 的 に ど うい うア イ テ ム を扱 うの か 、MD

は ど うな って い るの か とい う こ とで す 。あ くまで ひ とつ の例 です か ら、これ だ

け に こだ わ る必 要 が あ りませ ん 。 生 活 空 間 を ゾ ー ン別 に分 け て考 え ます。
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図2-10ホ ー ム フ ァ ッシ ョンのVMD
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ロウイン ドウファッション

窓 際 の装 飾 を ど うす るか。日本 の家 庭 で は たい て い そ こに レー ルが つ い て い

ま して 、そ こに フ ック付 きの既 製 カ ー テ ン を買 っ て きてか け る とい うパ ター ン

が多 い と思 い ます 。これ を もっ と自 由 に捉 え る とす る と、レー ル をは ず して装

飾 ポー ル とい う、ア メ リ カの ホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トアで は な じみ の もの です

が、自分 で好 きなポ ー ル を取 りつ け て 、そ こ に カ ー テ ンを と りつ け る 。カー テ

ンは既 製 品 を買 っ て もい い です し、装 飾 ポ ー ル に好 きな生地 をク リ ップの よ う

な もの で 、つ り下 げ る こ と もで きます か ら、自由 に ウ イ ン ドウフ ァ ッシ ョンが

楽 しめ ます 。

ロウオールファッション

壁のファッシ ョンということです。欧米のホームファッションス トアでは、

壁紙 を豊富 に扱 っていまして、お まけにす ごく安いのです。日本はどうしてこ

んなに高いのかと思 って しまうくらいです。欧米、特 にアメリカなどはD.1.Y

の習慣 もあ りますので、自分で気 に入った壁紙を購入 して張 り替えるというこ

とをかな り気軽に行っているようです。日本です と賃貸住宅が多いといった住

宅事情やD.1.Yが それほ ど定着 してい ない とい ったことがあ りますか ら、壁紙

はファッシ ョンの レベルにまではなっていません。しか し将来的には日本でも

壁紙を自由に取 り替えて、部屋の雰囲気を大 きく変えるといった時代 も来るの

ではないか と思います。

壁紙意外で壁 を彩る ものを考 えます と、時計だとか、アー トフレーム、フォ

トフレームとか、鏡 などがあ ります。欧米の家に行った り、雑誌などを見ます

と、壁 を演出するということをとても上手に楽 しんでいます。もっと日本で も

楽 しむようになるといいと思います。

ロ リビングファッション

た とえば フ ロー リ ング の床 に カー ペ ッ トを敷 き詰 め て、そ れ をず っ と変 えな

い とい うこ とで は な く、 フ ロ ー リ ン グ な らば、 ラ グ を季 節 で取 り替 えて敷 い

て、フ ァ ッシ ョ ン と して楽 しん だ りとか 、ソ フ ァや ロー テ ー ブ ル、キ ャ ビ ネ ッ

ト、な どの軽 家 具 、ク ッ シ ョンな ど を ア ク セ ン トに使 っ た り して 、リビ ングの

フ ァ ッシ ョンを楽 しみ ま し ょ う とい う こ とで す 。

ロベッドファッション

アメリカでは思い切って自分の個性 を表現する場所 として、個人的に楽 しま

れています。日本ではまだまだベ ッドリネンをそこまで楽 しむとい う考え方が

一58一



無 い の です が 、個 人 の 自由 が き く場 所 で す の で 、もっ と もっ と フ ァ ッシ ョン的

に楽 しん で は ど うか と思 い ます 。

ロバスファッション

バ ス ル ー ム の フ ァ ッシ ョン とい う こ とです が 、シ ャ ワー カー テ ン とか 、バ ス

の 中で使 う物 とか 、タオ ル類 で す。タオ ル な どは 消耗 品 で使 用 頻 度 の高 い もの

で す か ら、 自分 が気 に入 っ た柄 を どん どん変 え て 楽 しむ 。 ア メ リカ の ホ ー ム

フ ァ ッシ ョンス トアや通 販 な どで は フ ァ ッシ ョン性 の高 い ものが 楽 しめ る よ う

に な って い ます 。

ロライティングファッション

こちらも、そ もそ も日本では戦後、蛍光灯中心、それ も、部屋の中央に蛍光

灯がひとつあるだけといった家が非常 に多 くなっていまして、それ以前の"明

りの文化"と い うの は どこに行 ってい まったのか と思います。小 さいランプや

フロアランプなどを組み合わせて、いろいろな明 りの組み合わせや照度の組み

合わせ を楽 しみますと、部屋の表情が全 く変わ りますので、その辺 りはこれか

らもっと楽 しめると思います。

ロ ダイニ ングファッション

ダ イニ ング ル ー ムで す か ら、テー ブル 回 りの 楽 しみ 方 とい う こ とで す 。日本

で もホー ムバ ー テ ィ とい うのが 増 えて い ます か ら、この辺 りは、令 す ごい勢 い

で もっ と楽 し も う とい う人 が 出 て きて い る と思 い ます 。

フ レ グ ラ ンス フ ァ ッシ ョン ア ロマ テ ラ ピー な ど も今 話 題 に な っ て い ます

が 、明 りと同様 に、"香 り"と い うの も、住 空 間 の 中の フ ァ ッシ ョンの一 部 と

い え ます。自分 の お気 に入 りの香 りで 気 分 を変 え て み る とか、空 間 を作 っ て い

くとい う点 で 、 ホー ム フ ァ ッシ ョンの 一部 な の で は ない か と思 い ます 。

ロガーデニングファッション

ガーデンといっても、郊外 を除いて、一戸建てで庭 を持って本格的にやって

いる方は少ないのではないか と思います。もっと気軽に、ベランダや出窓、家

の中で もおおげさでな く花瓶 などを置いて花を飾ることを楽しんだら、生活が

もっと豊かになるのではないかということです。

もちろん、これ以外 にもいろいろなホームファッシ ョンというものが考えら

れると思います。

例えば環境音楽、音の世界 も一つの生活空間を作るものですか ら、ホーム

ファッションの中に入って来るで しょうし、いろいろな商品、くくりが考 えら

れると思います。
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VMD=ヴ ィジ ュ アル マ ー チ ャ ン ダ イジ ング は、ホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トア

で は、特 に重 要 で す 。先 程 説 明 しま した よ うに、結 局 、物 で は な く 「ラ イ フス

タイ ル」を販 売 す る とい う こ とな の で、商 品 の ひ とつ ひ とつ が 単 品 と して 販 売

され る とい こ とで は な く、組 み合 わせ て ど うい う ライ フス タイ ス ル を提 案 して

い くの か とい うこ とが 大 事 な の で す 。

2.4.10ホ ー ム フ ァ ッ シ ョ ン の 発 想 か ら

今までご説明 してきましたように、ホームファッションという考え方は、従

来の流通業の常識 とは少 し異なるのではないか と考えています。既存の業種、

業態、流通のポジシ ョンーメーカーや問屋、小売 りといったような一そのよう

な枠組みの中でとらえられるものではなく、まず消費者サイ ドの生活が出発点

となって、そこからどのような商品な り、お店な りを作ってい くのか というこ

とを考えているのです。ホロムファッシ ョン市場に限 らず、すべての流通業が

そのような考え方をしていかなければ、これからの消費者はついて きて くれな

いのではないか と思います。

い くつかのキーワー ドがあ ります。

フィットする

日々ホームファッションの仕事をしていて思 うことですが、消費者の方々は

常に自分の生活にフィッ トす るか しないかということを感 じています。「生活

にフィットする」ということは、「その商品を買 うことによって、自分の生活

が楽 しく、豊かになるか どうか」 というこことです。

今の消費者には、その商品が 「安いから」というだけで買 うとい うことはな

く、逆に 「ただでもいらない」という考え方があるのです。自分の生活空間の

中に異物が混入するのを非常 に嫌います。

「自分の生活にフィットする」、そ して「自分がこれから目指 している生活に

フィットすると感 じる」ことがで きる商品や売 り場を作って行かな くてはなら

ない ということです。

2.4.11EDLPか ら エ ン タ ー テ イ メ ン トへ

も と も と流 通 業 界 で い うEDLP(エ ブ リデ イ ロ ウ プ ラ イス)と い うの は 、ウ ォ

ルマ ー トの考 え方 で す 。「い い もの を、毎 日安 く」 とい うの が メ イ ンの考 え方
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だったので しょうが、消費者は今生活必需品は別 として、商品や物が身の回 り

に余 っていますか ら、基本的にはもうい らないのです。いらないのにわざわざ

買 う物 というのは、先のフィットとい う考え方で も説明 しました通 り、自分の

ライフスタイルを良 くするための物であって、EDLPと い うこ とだけで は、 も

はや触手 は動かないのです。

これか らの売 り場は、エンターテイメントを演 出 しないと、消費者が自分の

生活にフィッ トするもの として捉えて くれないのではないかと思います。

単品販売か ら、アソー ト販売へ

先 の ク レー ト&バ レルの 話 で も説 明 しま した よ うに、一 つ の ライ フス タ イ ル

を提 案 して、そ れ を実現 で きる もの を ま とめ て買 って も らお うとい う提 案 が あ

ります。そ の 店 で は お話 し した もの 以外 で 、メ キ シ コ料 理 でパ ー テ ィ を しよ う

とい う よ う なテ ー マ ゾ ー ン もあ りま した。 メ キ シ コ料 理 の レ シ ピの本 が あ っ

て、食材 や メキ シ コ料 理 に使用 され る よ うな素 焼 きの皿 や カ ップ&ソ ー サ ーが

あ って 、メキ シ コ料 理 に合 い そ うな オ レンジや グ リー ンの ラ ンチ ョンマ ッ トや

テ ー ブ ル ク ロ ス もあ って 、メ キ シ コ音 楽 のCDま で 売 って い る とい う、本 当 に、

メキ シ コ料 理 パ ー テ ィを開 くため の ものすべ て が そ こ に揃 っ てい るの で、皆 さ

ん 、これ は面 白 い とい う こ とで、 ま とめ買 い して い きます 。単 品 で は な くて 、

ア ソー ト販 売 で シ ー ン を見 せ る とい う考 え方 で す 。

SPA

直接 ホ ー ム フ ァ ッシ ョン と関 わ りが あ るわ け で は ない の です が 、世界 の主 要

な ホー ム フ ァ ッシ ョンス トアで は、製 造小 売 業(SPA)と い う形 を とっ てい ます 。

この 「SPA」 も、 ホ ー ム フ ァ ッシ ョン と同様 に 、 最 近 よ く聞 く言 葉 で す 。SPA

の語 源 は、「Specialitystoreofprivatebrandforapparel」 とい って、洋服 業界 の

方 か ら来 て い ま して 、直訳 す れ ば 「洋服 の プ ラ イベ ー トブ ラ ン ドの 専 門店」と

い う こ とで す 。

こ れ は 日本 に も進 出 してい ます 「GAP」 とい う店 が作 った 言葉 で す。GAPが

3年 前 の株 主 総 会 の 時 にSPAの 定 義 とい う もの を発 表 しま した。

そ の 定 義 とは 、5つ あ ります。 そ れ は

1)創 造性 とデザ イ ン性 に富 む商 品 を開発 し、2)自 らの リス クで生 産 し、3)価

格 設 定 し、4)コ ー デ ィネ ー トした演 出 を作 り上 げ 、5)専 門的 店 員 が 売 り抜 く。

これ がSPAで あ る とい うふ う にい っ て ます 。

自分 の と ころ で 、自分 の コ ンセ プ トに もとつ い た 商 品 を企 画 し、自 ら作 っ て

価 格 設 定 した もの を、売 り場 で ど う展 開 す るか とい う こ と を考 えて 、売 り切 っ

て い くと い うの がSPAで あ る とい う こ とです 。
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先 程 の ク レー ト&バ レルの 商 品 も、ほ とん どが オ リジ ナ ルで す し、ポ タ リー

バ ー ンや ハ ビ タ、イケ ア な どに して も、ホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トア は ほ とん ど

SPAと い う形 で伸 び て い ます 。これ は た また ま製 造 小 売 り業 が 伸 び て い る とい

うこ とで は あ りませ ん。や は り どの 店 も一 つ の生 活 ・ラ イ フス タイ ル を提 案 す

る とい う コ ンセ プ トが あ って成 り立 って い るお店 です か ら、そ の コ ンセ プ トに

基 づ い た 品揃 え をす る に は、他 社 の 商 品 を集 め る よ り自社 で作 った ほ うが いい

とい う こ とに な り、 必 然 的 にSPAが 多 くな って い るの で す 。 で はSPA以 外 で

ホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トア はで きない の か とい う と、そ うい うこ とはあ りませ

ん。しか し少 な くと も、ひ とつ の ラ イ フス タイ ル を きち っ と提 案 し他 店 との違

い をは っ き り差 別 化 で きる よ うな明 確 な コ ンセ プ トが あ っ て、MDを 自社 で考

えて、仕 入 れ た商 品 に対 して 自社 が リス クを持 っ て販 売 す る とい うこ と を行 わ

なけ れ ば、ホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トア とい うの は う ま くい か ないの で は な いか

と思 い ます。

当社 は ホ ー ム フ ァ ッシ ョ ンに 日々 か か わ って い ま して 、 関連 会 社 で は メー

カー さ んのOEMの 企 画 制 作 や ブ ラ ン ドの コ ンセ プ トの 企 画 やMD、 デザ イ ン

供 給 を行 っ た り、 ホ ー ム フ ァ ッ シ ョンス トアの経 営 な ど、 い ろい ろ な こ と を

行 っ て い ます 。もち ろ ん ジ ェ イ テ ックス も 「フ ェ リア」とい う 自社 ブ ラ ン ドの

総合 メー カ ーで す 。た だ フ ェ リ ア とい うの はあ くまで もひ とつ の テ イス ト、ひ

とつ の価 格帯 で こ うい う ライ フス タイ ル を提 案 した い、とい う方 向性 が あ りま

す か ら、 そ の 中 で や れ る こ と とい うの は 限 られ て い ます 。私 と して は 、 この

ホー ム フ ァ ッシ ョン とい うもの を もっ と もっ と 日本 に広 げ て行 きたい と考 えて

い ます の で 、他 の メ ー カ ー さんが 、ホ ー ム フ ァ ッシ ョン をや りたい とい う時 に

も、フ ェ リア で培 っ た ノ ウハ ウ を活 用 で きる な らば 、そ れ でお 手伝 い したい と

思 っ て お ります 。

ホー ム フ ァ ッシ ョンの場 合 には特 に、同 じ商 品 を扱 っ て い て も、狙 っ て い る

ター ゲ ッ トが 違 っ た り、提 案 してい る ライ フス タイ ル が異 な る と、ま った く違

う もの に な ります の で 、市 場 に もっ と もっ とい ろ い ろ な ブ ラ ン ドや テ イス トが

出て きた ら、面 白 い と思 い ます 。

実 際 に もホ ー ム フ ァ ッシ ョンス トア とい うの が増 え て い ます し、今 後 は海外

か ら もか な り日本 に進 出す る と思 い ます が 、現 実 には ホ ー ム フ ァ ッシ ョンの ビ

ジネ ス は、簡 単 で は あ りませ ん 。日々 関 って い る もの と して 断言 で き ます が 、

まず 、単 価 が 比 較 的 低 い こ とが あ り ます 。 家 具 とか 、 カー テ ンは高 い の です

が 、そ の よ う な もの は購 買頻 度 が 低 く、毎 年 買 う よ う な もの で はあ りませ ん 。

何 年 に1回 しか 買 わ ない もの で す 。

雑 貨 は購 買 頻 度 が 高 い の で す が 、坪 効 率 を考 え ます と、け っ して 良い 商 売 と

はい え ない で し ょう。
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しか しその中で、消費者の側にはものすごいニーズが出てきていますから、

そこにマーケットを作っていくためにはいろいろな仕組みやオペ レーションを

工夫 して、商売 として成 り立つようなお店 とか、商品を作っていかなければな

りません。消費者のニーズの高 まりに対 して、それに応える売 り場 を実現でき

なければいけないのです。

'98年 のマーケ ッ トは どうなるので しょうか
。これまで も、日本にはホーム

ファッションとか、生活空間といったことが繰 り返 しいわれて きました。その

度 に「ようや く日本にもそういう時代がきたか」といわれなが ら、うまくいか

ないで終わっていました。

衣食足 りて住、といいますが、今度 こそ、その生活空間、"住"の 部分 一一

今 日本の生活 の中でいちばん遅れている部分一一をなんとか豊かにしていきた

いと思っています。

これからの 日本の社会を考えます と、高齢化 とか、収入が増えない とか、お

そらく高度経済成長が終わって、ヨーロッパ型の停滞する社会に入ってきてい

ます。

しか しヨーロッパの人々の生活を見ていますと、経済的に豊かでないか ら不

幸かというと、そうではあ りません。む しろ非常に生活を楽 しんでいます。こ

れからの 日本の社会を客観的にみます と、暗い状況の中でもみすぼらしい生活

は した くないです し、これからも楽 しく豊かに暮 らしてい きたい、という社会

が考えられるで しょう。

その意味で も、流通業の方々にご協力いただ き、今度こそホームファッシ ョ

ンの流れを本物 にしてい きたい というふ うに考えてお ります。

「第44回 東京 イ ンターナショナルギフ ト・ショー秋'97」 の特別セ ミナー

「注 目の新業態 ・ホーム ファッション」の講演 よ り
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3.住 まい関連 の商品 分類の キーポ イン ト

3.1生 活 者主権 の時代 にお ける住 まい関連賞品の在 り方

・歌の文句ではないが
、中小小売業者に新 しい業態の灯が見えますか。

・これを漫画風 に述べると
、部屋の中の従来形の中小小売業者は、まず第1

に曇 った窓ガラスの ため に前方 にある灯台の灯がぼんや りとしか見えない。こ

れは販売の方法がその時代に合致 していないことを示す。そのためには、曇 っ

た窓ガラスを拭けばよいのだが、100%灯 台の灯が くっ きり見 える とは限 らな

い。なぜ くっきり見えないかが第2の 問題である。実 は、中小 小売業者 と灯台

の間には夜霧(消 費者ニ ーズ)が 流 れてお り、これが どん な ものであるか判 ら

ないために光 をさえぎっているのである。

・夜霧は早 く流れた り停滞 した り
、濃霧だった り薄い霧だった りで、とらえ

どころのないもので、正に消費者ニーズと同じである。だか らと言って、手を

をこまねいていたのでは じり貧である。何らかの手段を考え出す必要がある。

・その手段 とは、夜霧を透か して灯台の灯が見える遠赤外線望遠鏡 を備 える

ことである。手段である遠赤外線望遠鏡は、灯台の灯(新 業態)が 消費者 ニー

ズであ る夜 霧の 中を突 き進んで、光 をキャッチするので一石二鳥である。この

手段が消費者ニーズを踏まえた商品仕入情報システムである。

・このような観点か ら 「住(生 活)関 連商品」と中小小 売業 な らびに筆者の

担当する住宅設備機器の分類 について考察してみよう。

3.1.1農 耕 型販売 と放 牧型販 売

・外 国特 に欧米の美術館 と日本の美術館で
、その国の人達の絵画の観賞方法

を観察 してみると面白い。

・日本人は絵画の手前に張 られたロープ越 しに
、目を皿のようにして絵画に

近づ き、その詳細 をみようとする。で きれば、手で触 りたい衝動 にか られる。

そのため、 日本の美術館は監視員が多い。

・欧米人は 日本人ほど絵画に近づかず、遠 くか ら全体 を眺め ようとするか

ら、 ロープが張 られていないことが多い。
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・日本人は昔か ら言われているように農耕型で、欧米人は放牧型(一 般 には

狩猟型 といわれ る)で あ る。これは何 も絵 画だけではな く、畑や水田において

も同様である。

・日本人の畑作 りは、苗 を等間隔に植えて、欧米人から見ればまさに芸術的

な作業である。水田で も苗 を縦横 に等間隔に植え実に几帳面である。反対に放

牧型の欧米人は、等間隔など関係な く、収穫が多ければよいわけで、大規模農

業になれば軽飛行機から種 をま くことになる。

・これ と同 じことが小売業 にもいえる。筆者は欧米でたびたび衣料品の買物

をするが、多 くの場合失敗 に終わっている。買 う時は自信 を持 って買っている

のだが、帰国後着用 してみると、す ぐに糸がほつれた り、ボタンがとれた り、

洗濯すると色落 ちした りする。このうよな衣料品が自宅のタンスに眠ってい

る。いわゆる放牧型で遠 くから見て格好 よければOKと す る発想 で、日本 人は

ついていけ ない。ここに日本の中小小売業の生 き残っていけるヒントがある。

3.1.2中 小 小 売 業 の存 在 価 値

・図3-1のA型 、い わ ゆ る従 来 の 流 通 形 態 は 、大 きな変 換 期 を迎 えつ つ あ る

とい われ てい る。

・その一つの流れに図3-1のB型 、す なわちインター ネ ッ ト通販がある。イ

ンターネット通販業者はメーカーから商品を仕入れ、在庫を持 ちなが ら消費者

に販売する方法である。この方法はその昔、アメリカの百貨店シアーズが全米

の家庭 にカタログを送 り、その中から商品を選択 させる方法の延長線上 にあ

る。

・しか し、この方法の欠点は通販業者が在庫 を持たねばならないことであ

る。そこで、図3-1のC型 で ある仮装 流通 業が生 まれた。この仮装流通業はア

メリカで急伸 しているが、その特長は、店舗 も持たず在庫 も持たない一種の取

次 ぎ業であ り、消費者はメーカー出荷価格に近い値段で商品が購入できること

である(仮 装流通 業者 の利益 は、会員消費者の年会費で賄われる)。

・アメリカで この ような仮 装流通業が発達するのは、前述の放牧型 と関係が

ある。アメリカの絶対人口は 日本の2倍 もあるのに、土 地が広 大であるために

人口密度は日本に比べ希薄である。アメリカ中・西部や南部の人達に商品を届
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けるには、日本のような手 とり足 とりの農耕型販売では追いつかず、飛行機か

ら種 を散布するような放牧型販売の必然性がでて くる。

B型

(インターネッ ト通販)

脱皮A型

図3-1小 売業の将来予想

・しか し、大都市内やその周辺の人達は、やは り従来形の商店に出向いて買

物 をするので、仮装流通業の トップを走 るセンダント社によれば、アメリカで

も小売売上高の20%ま で と想定 している。特 に航空券 ・劇場チケット・宿泊

券 ・書籍など、どこで買って も同 じものはこの波をかぶる確率が高いが、「住

(生活)関 連 商品」 は軽微 であろ う。

・それでは日本 も同 じ道 を歩むことになるのだろうか。山間地など高齢者の

占める割合が高い、いわゆる過疎地では要望があるか も知れないが、その割合

はアメリカのように20%に 達す るこ とはない。 日本人 は先 に農耕型 といった

が、手 に取 り、さわ り、感触 などを確かめ、買物の楽 しさ、発見する喜び、衝

動買いのスリルなどを楽 しみなが ら購買を続けるだろう。

・図3-1の イ ンターネ ッ ト通販や仮装 流通業が 日本で大 きな流れにならない

とすれば、日本の中小小売業は従来形のA型 の ままで よいのか とい えば、必ず

しもそうではない。

・第1は 、どのメーカーが どの ような商品を製造 しているか という仕入商品

情報をつかみ、消費者ニーズに合致 した品揃えをすることである。第2は 、ど

の ような仕入れ をすれば価 格が安 くな り、消費者ニーズに応えられるかという

点である。

・そのためにはインタネーットを使い、商品情報 と価格がすばや くつかめる

A型 の進歩型であ る脱皮A型 に移行す る もの と思 われ る。
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・この脱皮A型 が どの うよな もの になるかは、各小売業者の腕の見せ どころ

で、ここに形体 を示すことはで きない。

3.1.3提 案 型 小 売 りの必 要性

・消費者の好みに合った商品を仕入れた。価格 も手頃である。それでも売れ

ないのはどうしてであろうか。特 に 「住(生 活)関 連商 品」は、どの ように組

合せれ ばよいのか、どのように利用すればすばらしいのか……といった、「ど

のように」を消費者に提案することが大切になってくる。

・例えばフランスやイタリヤの化粧品やハンドバ ックや靴などはどのように

展示 し、どのうよに説明すれば、特 に女性の購買意欲 を高めることができるか

を知 りつ くしているので、メーカーが直接 日本にの り込んで きて直営店を開設

する。

・これと同じことが、「住(生 活)関 連商 品」 にもいえる。住 関連 商品は幅

が広 く、後述するように不動産 またはそれに近いものから消耗品に近い ものま

であるので一概には言えないが、筆者担当の住宅設備機器で も、メーカーが提

案を行いそれが気に入ってもらえば、ルー トの末端である小売店(住 宅設備

機器の場合 は工事 を伴 うので工事店が多い)が 最終的 に販売す るこ とになる。

・写真1 、写真2は あ る設 備機器 メー カーの提案 ルームである。この提案

ルームは通常のショールームとちがい、各種機器が移動できるようになってい

て、その来客の使用 に合致 した寸法を割 り出して、最適空間が完成するように

なっている。そのため、来客のみではな く、設計者や工事業者 と同伴で来 られ

るケースが大半である。このようにすれば、ほとんどそのメーカーの商品が採

用 されるので、今後は写真のような提案ルームが増加するであろう。この場合

もメーカーが直接売るのではなく、工事店か ら販売される。

・左側の商品は中小小売店(工 事店)で は展 示説明するスペース もとれない

写真1提 案ルームの例(身 障者 トイレ) 写真2提 案ルームの例(浴 室)
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・メーカーの普通のシ ョールームにおいても、単に商品を並べているだけで

はなく、他社の商品も並べて生活提案をしてい くことが主流になっている。そ

のため住宅設備機器はメーカーがショールームなどで生活提案 を行い、小売店

(工事 店)で はカ タログや実例写真 に よる生活提案が主体 になる。将来はバー

チャル・リアリティーによる空間提案まで行 う必要がある。写真3、 写真4は

シ ョー ルームによるシステ ムキッチンとバスタブの生活提案の例である。

3.1.4住(生 活)関 連 商 品 の特 性

・住(生 活)関 連 商品は、大 まか に住宅、住宅設備機器、インテ リア製品、

小物 ・雑貨の4つ に分類 されてい る。住 宅はハ ー ド寄 りであ り、小物 ・雑貨は

ソフ ト寄 りである。それぞれ性質がちがうので、図3に その特性 を列記 してみ

た。

・この図3 -2か ら判 ることは、住宅設備機器 を売るのに小物 ・雑貨の売 り方

を適用 しても意味がないし、その反対 もまた しか りである。この ことから、何

を売るかによって発想の転換が必要になる。

ハ ー ド

川 上 形

高 額

長 寿 命

固 定 形

メーカー提案型

系列販売形

選択余地小

住
宅
設
備
機
器

小

物

雑

貨

型

ト

形

額

命

形

案

形

大

捷

売

地

フ

下

寿

動

業

販

余

売

由

択

ソ

川

低

短

流

小

自

選

図3-2住(生 活)関 連商品の特性
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・図3-2の 左側 の住宅や住宅設備機器は息の長い商品であ り、デザインなど

もゆるやかにしか変化 しない。反対に右側のインテリア製品や小物・雑貨は変

化が激 しいので、仕入れの仕方 によってはリスクもあるが、ニーズにマ ッチ し

た仕入れをすれば妙味 も大である。

・図3-2の 左側 の商 品は工事 を伴 うと同時 に、小売店が加工することは比較

的に少 ない。右側の商品は小売店で加工することが可能な商品も多 く、中小小

売店で独 自商品を作 り出すことも可能である。そういう点では、右側の商品の

方が、世の中に1点 しかない もの を消費者 に届 けることがで きる し、視点を変

えてみれば妙味が大 きく面白いといえよう。

ので、4.で も述べ たよ うに各社の カタログおよび住宅雑誌などか ら多 くの実

例写真を切 り抜 きスクラップ帳を整備 してお く必要がある。

3.1.5住 宅 設備 機 器 の 分 類

・住宅はシェルターいわゆる箱だけが完成 しても生活はできない。そこには

多 くの設備機器 を設置 しない と快適な生活はできないわけである。

・それでは住宅設備機器にはどのようなものがあるか、それはどのように分

類すればよいのだろうか。分類は利用の仕方によって異なるが、ここでは中小

小売業者が検索 しやすい方法をとるべ きであろうと考 えて、優良住宅部品(B

L部 品)の デー タブ ックを参考 に しなが ら分類方法を考えてみる。

・図4が その分類 であ るが 、大分類 、中分類 までで、小分類は今回は記載 し

なかった。それは中分類 を詳細 に検討 し、市場に出廻 っている商品すべてにつ

いて小分類 を考えると膨大な数になり、今回の分類では間に合わなかったため

である。ご了承頂 きたい。
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大分類 中分類

ドア 、 錠 、 窓 、 手 す り 1.玄 関 ドア

2.ド ア ・クロー ザ

3.玄 関 ドア用 錠 前

4.パ イプ シ ャフ ト用 ドア

5.ア ル ミサ ッ シ

6.改 修用 サ ッ シ

7.断 熱用 サ ッ シ

8.出 窓

9.ス テ ンレス サ ッシ

10.天 窓

11.墜 落 防止手 す り

12.補 助 手す り

内装工事 13.内 装 ドァ

14.浴 室 ドァ

15.収 納 ユニ ッ ト

16.住 戸 内階段 ・ハ ジコ段

キ ッチン用品 17.キ ッチ ンキ ャ ビネ ッ ト

18.調 理用 ガ ス加 熱機 器

19.調 理用電 気加 熱機 器

20.食 器洗 い機

給湯 21.ガ ス給湯機

22.電 気温水機

23.石 油給湯機

24.密 閉式ふろが ま

25.太 陽熱利用給湯 システム

発電 26.太 陽光発電 システム

次ペ ージへ続 く
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融雪 27.融 雪 シ ステム

浴室 28.浴 槽

29.浴 室 ユ ニ ッ ト

空調 ・換気 30.暖 ・冷 房 システム

31.換 気ユ ニ ッ ト

洗面 ・トイ レ 32.洗 面器

33.洗 面化 粧 ユ ニ ッ ト

34.洗 濯機 用 防水 パ ン

35.衛 生器 具

36.洗 面 ・浴 室用鏡

情報 ・安全 37.テ レビ共同受信機器

38.住 宅情報 システム

39.ガ ス警報機器

40.住 宅用 自動消火装置

41.住 宅用スプ リンクラー設備

給水 42.給 水 シス テム

43.給 水 ポ ンプユ ニ ッ ト

44.給 水 タ ン ク

45.配 管 システム

エ レベ ー タ 46.エ レ ベ ー タ

47.ホ ー ム エ レベ ー タ

駐車 48.住 宅用駐車装置

ガ レー ジ ・物 置 ・郵便 受 49.ガ レー ジ

50.自 転 車置 場

51.物 置ユ ニ ッ ト

52.郵 便 受箱 ・新聞 受

53.宅 配ボ ック ス

図3-3住 宅 設備機器の分類(1997年BL部 品 デー タブック。(財)ベ ター リビング発行 を参考 に した)

・住宅設備機器は図3-2に 示 した ようにハー ド寄 りの商品であるため、機器

が中心 になっている。中小小売業者は図3-3の 大分類 ・中分類(将 来は小分類

まで)の キー ワー ドを使 ってイ ンタネーネット上で検索すれば要望 される商品

が発見で きる。
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・冒頭で消費者ニーズを夜霧 にたとえたが
、夜霧の性状が どうであれ、停滞

していればそれは消費者ニーズが変化 しないことであ り、中小小売業にとっ

てこんな楽なことはない。しか し夜霧がいつ まで も停滞 しているはずはなく、

気 まぐれに動 く。すなわち消費者ニーズの変化である。

・住宅設備機器はハー ド寄 りの商品であるか ら
、一見すると変化はゆっ くり

しているように見 えるが、必ず しもそうとは断言できない。A社 が新商 品 を

出 して次 の新商 品が出るまでには1年 とか2年 かか るが、B社 、C社 、D社

も少 し時間 をお いて新商 品 を出してくるので、全体的にみると毎月どこか ら

か新商品が出ている。

・夜霧の変化 を見極め、インターネットでニーズに合致 した商品を他にさき

がけ発見することが中小小売業発展の原動力 となる。そういう意味で、変化

する夜霧はそれに最 も近い位置にいる中小小売業 にとって、利益や繁栄 をも

たらす神様みたいなもので、感謝せずにはい られない。
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3.2住 まい関連の商品分類 の構成

3.2.1住 居

(1)住 まいの変遷

(1)-1.和 洋 の違 い

和 ・洋 の住 まいの特性 は、伝統的にかなり異なっている。例えば、我々はい

ろりやこたつに向かい、手や足 を火にあぶるがごとくかざして、暖かさを得 る

習慣をもっていた。こうした方法では、炎から遠い背中は一向に暖まらないの

で、厚い ドテラを被 るようにして背中を丸 くして暖まったものである。一方、

多 くの洋の世界では暖炉の熱を部屋全体の壁に蓄えさせて、部屋全体を暖める

ので、冬でもノースリーブでいられるといった映画のシーンに、我々は憧れを

抱いたことを思い出す。生活一般が洋風化 した今 日、我 々の暖房方法は、一見

部屋全体 を暖めているかのように錯覚 しているが、そこには今 もなお、洋の暖

房から比べれば真にお粗末な、中途半端な実態があることに気がついている人

は少ない。それは、冬にヨーロッパ旅行から帰 ってきて、我家の暖房から受け

るあの満足のいかない実感である。風が吹 き出るエアコンに頼った今 日の我国

の方法では、部屋の空気は暖め られているが、部屋の壁に熱を蓄えるという過

程が存在 していないため、壁が、私たちを暖か く包んで くれるといった洋のス

タイルとははなはだ異なった、のぼせるような、なんとな くどこかが寒いよう

な暖かさしか得 られない。(図3-4)こ れ は、和洋 の壁 の構造 の違 いに よるも

のであるが、それに気づかなかったことは、我々が和洋の住まい、あるいは住

まい方の本質的違いを、今なお しっか りと把握 していないという、きび しい現

実を示 している。

懸 ＼

壁に熱を蓄える暖房 暖をとる暖房

図3-4暖 房が示す住まい、住 まい方の本質的違い
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(1)-2.ス ケ ル トン と イ ン フ ィ ル

建物の全体像 をスケル トンとインフィルとい う対概念で把握することがあ

る。狭義には、スケル トンとは、その ものが取 り除かれて しまったら、建物が

壊れてしまう、建物の構造部分を示す。しか し、この狭義の捉え方では、こう

した構造部分を邪魔者扱い し、また覆い隠してしまう傾向を生み、それによる

数々の問題点が浮上 して しまった。従って、次のような広義の認識が一般的と

なってきている。広義のスケル トンとは、耐久性があ り、愛着を感 じられる建

物の骨格部分 を示す。従 って、その骨格部分 には、建物の構造部分、一部の設

備部分あるいは、構造 と一体化 した内装部分等が含 まれて捉 えられるように

なってきている。

インフィルは、スケル トンの対概念である。狭義 には、建物内部に存在する、

上記構造部分 を除いた建物要素を示す。また、広義 には、建物の内部に、ある

いは付属 して存在 し、消耗性があるが、様々な生活の変化に対応 し、取 り替え

た り、動か した りできる要素を示す。従って、一般のインテリア、小物に加

え、一部の間仕切 りの壁や設備 もそれに含 まれる。

このように、広義のスケル トン、インフィルの概念は、その両者の領域 に重

なり部分がかな りみ られることもあ り、両者を整理 して考えることが大切であ

ると同時に、その両者の調和、あるいは一体性 を検討することが重要とされて

いる。

さて、この概念により、和洋の住 まいを捉えてみ よう。石や煉瓦 を積み上げ

る洋の組積造 と木材を組み上げる和の軸組造とでは、建物を支える仕組みが異

なっている。洋では、その仕組み上、建物の側面のほとんどは、壁でなければ

ならない。そのため窓は、ほんの少 ししか開け られない。

一方
、軸組造による和では、建物 を支 えるための細 い柱、梁が、洋における

重 く大 きな壁の代 わ りを果た して くれる。従 って、洋 において当然壁が占める

はずの部分が、ほ とんど庭 に開け放たれた開口部 となることが一般的かつ容易

なことなのである。この違いが、両者のスケル トンとインフィルの性格 を、大

きく変えることになった。

洋では、その広大 な面をもつ壁(ス ケ ル トン)が 、建物 の内部 と外部 を明解

に区分 し、建物の内面を形成 したため、その内面 を演出するインテリアの概念

が育った。しか も、建物 を支えるためにな くてはな らない、開口上部のアーチ

積 をは じめとする、壁の石積みや煉瓦積み といったスケル トン自身が、極めて

美 しく、かつ、耐久性のあるものであるため、それに愛着を持つことがで き、

したがってそれを生かすインテリアが育った。

和では、スケル トンが柱、梁といった細 く、軽やかな存在であり、重い壁が

存在 しなかったために、洋でいうインテリアの概念 は育たず、そのかわ りに多
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機能で、かつ可動性のある襖 、障子の類が発達 した。これは、「たたむ」に象

徴 される極めて和 らしい魅力ある文化 を形成 している。洋にとっての「インテ

リア概念」とは異な りはする ものの、和において も、スケル トンの対概念であ

るインフィルの概念が、こうした文化形成に至るほど、しっか りと存在 してい

たことを、改めて認識することが大切である。

[洋

[和

スケル トン…… 大 きな壁

イ ンフ ィル …… イ ンテ リア

スケル トン… …細 い柱 、梁

イ ンフ ィル… …襖 、障子 ⇒ 「た たむ」文 化

ざ

鱗 、i

i{

c
;・{il-

～ 〆

　

 

ー灘

類

ふ

蒲

露
㌦

、

現 在

.噸

約100年 前(資 料提供ARCHMALINARI)

鞠
鞭

図3-5美 しいスケル トン(建 物の外形等)が 保たれ、時代ごとのインフィル(商 店等)が 街を彩る事例

(フィレンツェ中心街の約100年 前 と現在の様子)

資料提供ARCHIVIALINARl
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(1)-3.「 た た む」 文 化 の現 状

スケル トンとインフィルの概念でとらえた場合の和の住まい。そのインフィ

ルを象徴する 「たたむ」の文化は、現在極めて中途半端な状況にある。「ふ と

んをたたみ、押入 にしまい、ちゃぶ台を出してきて、食事 をし、それをたたん

で、几帳を立てて場 をつ くり客 を迎える。また、それをたたんで、家中の襖 も

同様 にたたみ、そして座(た たみ)を たたんで しまえば、家 中が広 い集会施設

に早変わ りした。」といった昔からの 「たたむ」の文化は今 日どうなっている

のだろう。

和の住まいには、本来大型の家具は存在 しなかった。和家具 と呼ばれている

大型家具 もあるにはあるが、それらは概ね江戸 中期 に韓国か ら輸入 して きた技

術によるものであ り、我々が思っていたほど、和 に長い間定着 してきたもので

はない。そ して、そうした家具でさえ、板の上に置かれることはあっても、畳

の上に置かれていることはまずなかった。

和の住 まい、その基本である畳の上には、継続的に置かれる家具類は、ほと

んど存在 しなかったのである。ほとんど全ての ものは、使い終えたらたたんで

片づけられていた。しか し今は、いずれの家 も畳の上はテレビや大型家具の陳

列空間となって しまっている。

それは 「たたむ」の文化が極めて破壊 されている事例である。一方で、洋間

に暮 らしていても、毎日布団を床 に敷 き、それをたたんで収納する習慣を守っ

ている人 も少なくない。こうした混沌 とした生活が私 たちの現実なのだ。

やは り、「住 まう」ということを、そ して特にインフィルの領域 を、そ して

インフィルを支えるスケル トンのことを、もう一度、考え直 してみなければい

けない時期 にきているのであろう。

畳の原型

襖 臓
翻

布団

　　

_隔

⑳
←

'廿'

一 丁 ーープ ー■一一'-

c.一

一 一 十 一一つ ≠一 〉一一 〔<… 一 ⊇〆一ー 一 一 ー一一す

ベ ノ
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図3-6「 た たむ」 によ り何 もなくなる空 間
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(2)住 宅産業の ゆ きづ ま り

(2)-1住 宅 メ ー カ ー

ロセールストークと現実

各住宅のイメージが一見多様に思われることもあるが、それは、セールス

トーク上の限られた多様性である。ファッション性向をみると、合理性、ブラ

ンド性、大衆性、本物性の4軸 によ り表 現す るこ とな どが、試みられているが

(図3-7)、 これ も同様 にセー ルス トーク上 の性向である場合が多 く、クライア

ントが現実的にこれ らのいずれかを見極めて選択 している割合は少ない。

デザインスタイルを見るとそれぞれの商品が、和風、洋風の対概念軸上のい

ずれかに偏 ったポジションにあるといった程度の未成熟の状態であ り(図3-

8)、デザ インの幅の広 さや多様性 といった豊かさか らはほど遠い状況である。

構造分類は、明解である(図3-9)が 、それ らの特性 の差が どれ ほ ど一般 に

認識されているか といったことか ら捉えると、極めてお粗末な情報 しか入手で

きないのが、クライアントにとっての今 日の現実である。

口過剰に作りすぎる傾向

「たたむ」の文化 を中途半端に引 きず りなが ら、見せかけの建物の充実度 と

クライアン トの一時的満足度の形成のために、いずれの建物 も、極めて過剰に

作 りす ぎる傾向を示 している。その結果、どうしても建物の価格 を下げること

がで きず、かつ過剰にで きあがっているインテリアは、よく見 るとペラペラで

愛着が芽生 えるにはほど遠い仕上げになって しまう。

次の二つの事例が、この点 を端的に語っている。

アメリカからの輸入住宅は、材料費が安 く、試算上の施工費 も安いというふ

れこみであったにも関わらず、現実 に作 られたその住宅は、高価格なもの と

なっている。なぜならば、本国アメリカならば極端な場合、浴室から寝室 まで

同じ床材で済ませることも可能である。壁材 も全室同 じでよい。あちこちに棚

を作る習慣はな く、寝室 と同 じくらいの広 さの予備室をい くつか設けておけ

ば、それは現実的な収納となるので、各室に我国のように凝った扉の付いた、

形状の異なる収納、しか も、その扉の前 に家具があって使いづ らくなるような

収納 を作る必要はない。本国では作 る必要のない、そうした我国の現代の生活

文化特有の状況が もたらす過剰手間によって安いはずの輸入住宅 も結局高 く

なって しまう。

もう一つの現実は、建物 を建てて しまったら、建主の住生活はそれ以上成長

しない とい うことにある。あとはローンを払 うだけ、といった悲惨 な状況 にま

でなっている。家ができたのだから、さあ、これから 「住」を楽 しもう、私の
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色 に染めてゆこう、季節 ごとにしつ らえを変化 させてみようといった行為は、

こうしたクライアン トからはほとんど見受けることがで きない。むしろ家を建

てることに対 し 「住の完成形 を与えてもらうこと」 を期待 している。「住む」

という行為は、全 く受け身の姿勢によって実現すると信 じているようで、本当

は着る、食べ ると同様 に、日常のひとつひとつの 「住 まう」とい う能動的行為

により、可能 となることに、気がついてはいない。

従って、家を作ることは、まず しっか りした愛着の もてるシンプルなスケル

トンを作 ることであり、そ して人の成長と共に変化する豊かなインフィルこそ

が、「住」の楽 しみであるとい うような概念は、そこには当然存在するはずが

ないのだ。

口安心が唯一の選択肢

それではクライアン トは住宅メーカーに一体何 を求めているのか。ここ数年

の住宅メーカーのキーワー ドを見ると耐震、健康、癒 し、ガーデニ ング等があ

るが、耐震は神戸震災後の約1年 間の短期のはや りであ り、健康は数パーセン

トのクライアン トにしか実際は求められておらず、癒 しについては実体がな

く、ガーデニングはこれからどうなるのかといった程度である。

結局、メーカーというブラン ドが与えてくれる何 となくの 「安心」が、ほと

んどの人が、住宅メーカーに対 し、あるいは彼等の提供 して くれる商品に対 し

実質的に求めている唯一の要求なのである。

これは、衣食領域が既 に実現 しているファッション化の入 り口にも到達して

いないという、極めて遅れた住宅業界の現実 を示 している。

そ してさらに、衣食領域がたどったファッション化の過程へ住宅産業も速や

かに移行 してゆけるかどうかが、この景気沈降の時代 にとって重要であると考

えるべ きであろう。
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(2)-2.大 工 さ ん

口世界に誇れる高度な技術システム

我国の伝統的在来構法は、実はまれにみる高度なプレハブ構法 である。プレ

ハブ構法 とは、あらか じめ工場で部材 を加工する率を高め、現場で加工する率

を下げる構法のことである。実は、和の構法は大工 さんが 自分の加工場でほと

んどの 「きざみ」(加工)を 終 えてい るため、現場 ではただ組上げるだけになっ

ているのである。しかも、全国いずれの地域へ持っていっても可能な 「尺間」

という統一寸法がで きあがっているので、これはまさに完成 されたプレハブ構

法といえる。

そして、宮大工に象徴 されるようにそのひとつひとつの加工は 「ほぞ」「ぬ

き」とい う、くぎを使わない高度 なジョイン トシステムを実現 させる、極めて

精巧な腕の存在を示 している。従 って、我国の伝統的在来構法は、今 日なお、

かなりの部分で世界に誇れる高度な技術システムであるといってよい。

地球環境時代の今 日、機械力や接着剤等に頼 らないこうした高度な技術の見

直しが一方で進められているの も事実である。

口建物の格やみえの歴史

ところが、こうした高度な技術が本当に今 日生かされているか、というと疑

問である。そうした技術の発展 を阻んでいる要因を二つあげてみ よう。

ひとつは、既に昔 とは大 きく異なっている社会構造の中で、未だに往時の格

や、慣習を求めている人々に対 して、これらの技術が主に提供 されていること

にある。例 えば、本化粧、半化粧、出玄関の存在といった家の格の形成や、「う

だつが上がる」などに象徴 される 「みえ」の慣習のために、「うだつ」や 「しゃ

ちほこ」が取 り付けられているといった現実だ。それが大工 さんが高度な技術

を持ち合わせていながら、将来 を切 り開いてゆくパワーを持 ち得ない理由のひ

とつとなっている。

口全体像を見る習慣が乏しい

もうひとつは、和の技術が高度なプレパブリケーシ ョンの技術であるが故 に

その反面、その技術のシステム上の特性 として、多 くの大工さんは、平面図が

読み とれて も、立体的な全体像 を頭 に描 くことが困難であるという、致命的側

面を持っているということにある。

それは、前述 したようにスケル トンとインフィルがこっちゃになった、過剰

に仕上げられた住宅が求められる今 日という時代にあって、もともと全体像 を

読みとることを得意としていない大工 さんが、その要求に答 えることには本質

的に無理がある、 とい うことを示 している。
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口技術はあるが、その他はこれから

しか し、その無理な状況を作って しまった責任はクライアン ト側に も、向け

られるべ きであろう。

すなわち、大工 さんはスケル トン作 りのプロであ り、正確 に言 えば、スケル

トンの部品づ くりのプロであ り、住 まいの全体像のプロではな く、当然、イ

ンフィルについてのプロでは、もともとなかったのである。にもかかわらずク

ライアン トは彼等 に過剰 なものを求めす ぎた。

後述する、住宅にスケル トンとインフィルの概念 を導入する方向性は、愛着

をもてる しっか りしたスケル トンだけの価値 をも評価する方向性であ り、大工

さんの本来の技術 を、彼等の本来の立場を再評価 し、活性化 してゆ く絶好の

チャンス となるもの と考えられるのだ。

(3)本 格的 イ ンテ リアへ の期待

(3)-1.フ ラ ン ク ・ロ イ ド ・ラ イ ト財 団 か ら評 価 さ れ る

住宅メーカーも、デザインを大切にしていないわけではない。例 えば、個人

のデザインスタイルで、我国の大衆 に唯一認められているスタイルがある。

それは、フランク ・ロイ ド・ライ トのデザインスタイルだ。

今世紀初頭に、洋の世界の中に和のスタイルを導入 し、咀噛 して作 り上げ

た、和にな じむ、彼独 自の、デザインスタイルは、多 くの 日本人ファンによっ

て今 もなお称えられ、生 き続けている。

そ うした状況の中で、今年 も好調な営業成績を上げている三井農林株式会社

は、外観 だけにとらわれず、インテリアにおいてもライ トのデザインスタイル

を守ることにより、彼の提唱するライフスタイルを全社 を上げて普及させてい

る。その努力は、本国のフランク ・ロイ ド・ライ ト財団か らも評価 されてい

る。これは、インテリア、そしてライフスタイルを大切に取 り扱ってゆ くこと

の意味を示す好例である。
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図3-10フ ラ ンク ・ロイ ド ・ラ イ トのデザ インを大切 に したインテ リア

資料 提供 三井農林株式会社

(3)-2.イ ン テ リ ア ・コ ー デ ィ ネ ー タ ー ・オ ー デ ィ シ ョ ン

住宅メーカーに帰属する多 くのインテリアコーディネーターは、ほとんど本

来のコーディネー ト作業を行えていない状況にある。それはさなが ら「インテ

リア・ウェイ トレス」といった様で、お客様 にお きまりの数少ないメニューを

お渡 ししてオーダーを取っているといった領域が仕事の大半 となっていること

を示す。

一方
、この不景気 にもかかわらず成長を見せている内装業者がいる。株式会

社 フォーラム21は 、マ ンシ ョンの内装 を提案 してその工事 を実施する業務 を

主に行っているが、この会社が今最 も大切にしているのは、こうしたインテリ

ア・ウェイ トレスではなく、本来のインテ リアコーデ ィネーターを探すことで

あ り、さらに海外から有望なインテ リアデザイナーを呼ぶことにある。

そこで、住宅産業のパ イロットリーダー的役割をする東京ガスのオゾンが、

株式会社フォーラム21に 協 力 して イ ンテ リア コーデ ィネーターオーディショ

ンを実施 している。そうした意気込みか らもインテリアデザインの重要性が伝

わって くる。
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(4)住 宅の社会 ス トック化 の要請

(4)-1.土 木 に代 わ る建 物

私達は、水道代が電気代やガス代 に比べて安いものであると信 じているが、

実際は、ダムの開発 コス トや政府の補助金などを加算 してゆ くと、機械力に頼

り海水 を淡水化するという極めて手間のかか りそうに見 える方法の方が、むし

ろ水の生産コス トが安 くなるという状況だと酷評されている。ダムに頼る水の

供給はそこまで行 き詰まっている。従って政府は今後のダム開発を自粛する方

向を既に打ち出 し、それに代わって、大 きなダムに代 わる各建物の小 さな水瓶

(小 さな ダム)等 の検 討 を進めている。(図3-11)

この現象 は実 は、今 まで単純 な個 人資産であった個 々の建物 に土木 と同 じ性

格の領域が入 り込んでゆく方向を示 しており、それは個々の建物の社会ス トッ

ク化の傾向である。

こうした社会スットク化への要請は、様々な方面から既に持ち上がってきて

いる。社会ス トック化は実体のあるものについてはスケル トン化を要求する。

従って小 さなダム造 りは、さしずめ建物内に 「都市設備スケル トン」を誕生さ

せることを示すことになる。

図3-11大 きなダムに代 わる建物内の小 さなダム

「人 力開発技術 に よる環境 づ くり」黒岩 哲彦(「BIOCITY」 株 式会社ピオシティ1997.10.25)
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(4)-2.ラ イ フ サ イ ク ルCO2

地球上で消費されるエネルギーの内、建築関係で消費 される割合はかな りの

部分に及ぶ。(図3-12)従 って、建物 が生産 され、使 われ、最終的に壊 し焼却

されるまでの間に発生 して しまうCO2の 量 を抑 えよ う、とい うコン トロールが

始まっている。この量 をライフサイクルCO2と い う。また・オランダなどでは

既に、ひとつひとつの建材が環境に対 してどの程度負荷 を与えるものであるか

がランク分けされ、負荷の少ない ものを使用するように指導されている。

こうした地球環境対応の計画は、COP3以 後 さらに盛 んになると考 え られ る。

そうした計画における基本原則に「沢山エネルギーを使用するものは長 く使用

する」がある。

従って、住宅 も今 までの ように20年 程度で壊 して しまわず 、で きるだけ長

く持たせようという考 え方に変わってきている。

建設省、公団、住宅 メーカー等、様 々に100年 住宅 を提唱実施す るようになっ

ている。

しか し、建物全 ての部品を100年 保 たせ ることに意味 があるわけではない。

そこで建物 を、長 く保 たせる部品としてのスケル トンと、比較的短期で消費す

るインフィルに分ける概念が、ますます大切になってくる。

住宅建設5296

務 ピル建設5.696

建物補修13%

住宅運用
エネルギー

12.5%

業 務 ピル運 用
エ ネル ギー

1tA%

1990年(暦 年)産 業連関表を利用して推計した国内cq注:

排出量であり、環境庁推計の1990年 度 データ(320MtC)
とは暦年と年度の他、計算条件が若干異なる。
また、住宅運用及び業務ピル運用分にっいては、総合
エネルギー統計の年度データを暦年データに変換(89年

度*1/4+90年 度*3/4)し て求めた。このため業務
ピル運用分には、建物の建設 ・補修に5%程 度含まれて
いる業務ビル運用分がダブルカウントされることになる

が、全体への影響は1%未 満のため無視した。

図3-121990年(暦 年)の 日本のCO2排 出に占める建築関連の割合

「ライフサイクルCO2で 建物 を測 る」地球環境委員会 ライフサイクル評価小委員会1997.3
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(4)-3.ガ ー デ ニ ン グ

近年ガーデニングばや りだが、その根底に、無意識の うちに、人間はやは り

他の植物や動物たちと共存 しているんだ、という心が育ち始めているとも捉え

られる。

実際ガーデニ ングは、その表層的審美的味わいをはるかに越えて、良好な地

球環境づ くりにも役立つということが近年わかってきている。特に建物や路面

のような石や金属、あるいはコンクリー トの面をガーデニングで覆 うことに

は、夏、構造物が暖 まるのを防ぎ、省エネルギーをもたらすとともに、その土

が雨水を一時貯めて くれることによ り、都市型の水害を防止 し、さらに植物に

よる蒸発散により、地域の微気候 を改善する効果がある。

こうした効果を期待 して都市全体 を考えた結果、緑は都市の基盤整備のひと

つ となっている。従 って、建物 とそれに付属する緑、あるいは道路やその他の

構造物 とそれらに付属する緑、このように対 となって 「緑スケル トン」が形成

されるようになって きている。

空中庭園

最上階型 中間階型 空中型

中 庭

四方を壁面などで囲まれ

ているものが中庭.建 物

の中央に設置すれば、複

数の部屋から緑 を眺める

ことが可能。また、吹き

抜けにして、十分な採光

を得ることもできます

地上階型 中間階型 半外部型

アプ ロー チ庭園

璋物の顔(フ ァサー ド)

フ ァサー ド型 狭スペース型 透過型

図3-13ガ ー デニ ングハ ウスの分類

「がイアスタイルのカ㌔テ'ニンゲ ハウス」黒岩哲彦(「 住 まいの設計 ・都市型3階 建て住宅」扶桑社1997 .10.1)
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(4)-4.カ セ ッ ト設 備

耐久性があ り愛着 をもてる矩体的部分(ス ケ ル トン)と 消耗性があるが、趣

きを変 えられる内装的部分(イ ンフ ィル)の 要素 を整理す る試 み において、そ

の中間的傾向を示す、配管等の設備の取 り扱いには、苦労 させ られることが多

いo

一般の内装 に比べ、設備の取 り扱いに自由度が低いことも苦労のひとつ とし

て挙げられる。水は高いところから低いところへ しか流れて くれないことから

も、そうした制約性が理解 されるだろう。そ して、設備は、一般的に矩体 より

も寿命が短いため、ある年月を経ると内装や矩体 に手を加 えた くないとして

も、設備 をや り直 さなければならない。しか し一般的に、設備は人の見 えない

所、手の届 きにくい所 に設営 されることが多い。従って、設備のやり変えは、

矩体や内装 をかな りの部分壊す大 きな工事 となっている。その点が、せっか く

スケル トンとインフィルの概念 を整理 しても、その整理による効果を壊 してし

まいかねない大 きな問題である。そこで、設備の配管や機器 を集中させ、カ

セット化 しようという試みがすでに始まっている。

この試みは、スケル トンとインフィルの分離 と共存のために欠かせない条件

である。

そして設備が、その両者の中間的位置づけにあ り、かつスケル トンに近い、

「設備スケル トン」 という領域を形成 しつつあることを示 している。

ロ

ド
ペ

目

口

＼

、

、
、

＼

優
蜴 、

、

鞭
図3-14「 カ セ ッ ト設備 」の考 え方

カセ ッ ト設備

この中に湯沸器や給排水、

電気 、ガスの配管 、そ して

それ らの メーターなど一式

が納 め られている。寿命 が

きた ら、それ らをカセ ッ ト

式に取 り替 える。
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(5)こ れか らの住 まい

(5)-1.「 ス ケ ル トン」 と 「イ ン フ ィ ル」

前述 して きた ように、「住 まう」という建物の内部からの要求 と、社会や環

境 といった建物の外部か らの要求が合わさり、まさに今 日、我国の住宅は 「ス

ケル トン」と 「インフィル」の概念を考え直 してみる時代 に入っている。そこ

で以下にこの概念 を具現化 した空間事例に触れる。これらの事例は、愛着が も

て、美 しく、長持 ちするスケル トンと、生活の変化 に対応 し、生活 に彩 りをそ

える、消耗性のあるインフィルの、その両者が調和 したこれからの住 まい像 を

浮かび上がらせている。「スケル トン」、「インフィル」は、そのどちらか一方

では、成立で きない関係 にあ り、しっか りしたスケル トンが豊かなインフィル

を受け入れ、美 しいインフィルがさらに美 しいスケル トンを背景 として求め

る。

こうしたスケル トンとインフィルの概念の普及が住宅にもたらす変化はかな

り著 しいもの となるであろう。
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図3-15100年 以 上前 に積 まれ た煉瓦の アーチや上階の床 を支 える木の梁等 のスケル トンを洗 い出 して、スケ

ル トンの美 しさを生 か している リニ ューアルの店(フ ィレンツェ、1997年 の 改装に よる グロッサ リー)
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(5)-2.「 ス ケ ル トン型 定 期 借 地 権 マ ンシ ョン」

現在、建設省建築研究所のア ドバイスの もとに、い くつかの 「スケル トン型

定期借地権マンション(通 称 つ くば方式)」 が、建設省のモ デル事業 としてス

ター トしている。

このマン ションのポイン トは、以下の三点にある。

1. コーポラテ ィブ方式(建 設組合方式)の 家造 り

2. スケル トン方式の建築技術

3. 定期借地権を利用した準利用権分譲方式

この中で、「スケル トン方式」とは、「スケル トン(構 造体 等)と インフィル

(間仕切 り内装)が 、技術 的 ・構造 的 に明確 に区分 されています。スケル トン

は、長持ちするように耐久性 と広 さを重視 し、インフィルは、自由設計の容易

さや将来の変更の しやすさを重視 して計画 されます。」とある。以下に方式説

明パ ンフレットより説明図を抜粋する。

スケルトンとは

高耐久性を持つ

建物の躯体部分
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現状では、良質なスケル トンが建設されるため建築費はやや高めになるが、

定期借地権 を利用するため、良質な住宅を安 く購入で きる。そのかわ り、土地

を資産として残す ことはできない。建設省ではこのモデルをもとに、今 までの

持ち家政策の反省から、こうしたスケル トン方式を展開 してゆ く方針である。

灘
デベロッパー

販売費等経費・利益

一建築費

インフィル
追加工事分一→,

コーディネー トフィー

設計監 理費 ・つくば基金

図3-17「 スケル トン型定期借地権マンション」の具体例 「(仮称)鶴 見プロジェク ト」

資料提供 株式会社 インターフェイス21
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(5)-3.K邸 、F邸

設計事務所が関わる住宅市場においては、すでに様々なスケル トン充実の試

みが、行われてきている。

F邸 では、建物の外 周のみ をスケル トンとしている。従って、建物の外周部

の姿は、将来 も変わることはないが、内部の間仕切 りや内装は100%変 更する

ことが可能 である。(図3-18、 図3-19)

K邸 で は、内庭 まわ りと外周部 をスケル トンとしている。従って、外周部の

姿と内庭の存在は変わらないが、部屋の間仕切 りや内装は、将来、自由に変

更できる。そして、その事実が住 まい手にも分か りやすいように、内装に露

出 して くる。変更のきかないスケル トン部、すなわち鉄の柱、梁をあ らか じ

め目につ くようにあらわにするデザインとなっている。(図3-20、 図3-21)

ノレー フ バ ル コ ニー

スケル トン

億 居間三 皇

一輪 二 τ1賦

イ ンフ ィル

図3-18F邸 のスケル トンとインフィル

資料提供 株式会社 黒岩哲彦都市建築設計室
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図3-19内 部(イ ンフィル)は 変わっても、外観(ス ケル トン)は 変わらない(F邸)

資料提供 株式会社 黒岩哲彦都市建築設計室

図3-20K邸 のスケル トンとインフィル

資料提供 株式会社 黒岩哲彦都市建築設計室
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図3.21ス ケル トン(斜 め柱、梁)が 露出したデザインとなっている室内(K邸)

資料提供 株式会社 黒岩哲彦都市建築設計室
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(5)-4.都 心 居 住

近代化 とは、一面機能分化の普及で もあった。例えば、住 まうところと仕事 をす

るところを、都市計画の上で もできるだけ分離させて きた。

しか し、今 日、そうした機能分化の行 き過 ぎが、さまざまな問題 を引 き起 こして

いることがわかってきた。その顕著な例 として、機能分化が犯罪 を招いているとい

うことで、科学警察研究所等が中心になってその対策を研究 していることなどをあ

げることがで きる。

都心部では、職住の分化が、都心居住人口の減少 を招いて しまったため、その改

善のために、都心居住推進策 として、オフィス ビルに住宅を付加すれば、容積率 を

アップさせてあげようとい う誘導制度が施行 されている。(図3-22)

同時 に職住一体化 は、高度情報化が もたらした新 しい就労形式であるホームオ

フィスへの期待、という市場からの要求と重なっている。

分化 とは逆向 きの、こうした複合化は、しっか りした骨格と自由度の高い可変性

のある内部空間を要求する。従って、住宅用の建物が住宅 にしか用いられなかった

り、オフィス用の建物が、オフィスにしか使えないというような不 自由さでは対応

できない状況 となってきている。しっか りとした骨格(ス ケル トン)が 多様 な機 能

を受 け止 め、時代 とともに、柔軟に変貌できるインフィルを要求する時代になって

いる。

住 まうとい う行為が、職住近接によりさらに柔軟で、バラエティーに富む姿に変

わりつつあると言えるであろう。

指 定容積 率500%の 場合

800%

700%

600%最

高500%

容400%

積300%

率200%

100%

0%

0%100%220%340%460%580%700%

容 積 率 の 最 高 限 度 が緩 和 さ れ ま す 。

erXim・t壮・住宅を設けることで容積率が緩和され 、2世

晶 帯住宅やゆとりある住宅が整備されます。

m灘
㎜

歯 固
菌 園
菌 困

住宅用途容積率

図3-22「 東京都中央区における都市居住誘導制度」抜粋
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(5)-5.京 の 町 家 の 進 化

驚 くべ きことに、世界遺産 とも言われ、我国の誇る京都の町家 についての詳

細調査がスター トしたのは、今年度である。現存する京の歴史的市街地におけ

る町家は約3万 件。それ らについて今 まで総合的な詳細調査が なかった とは信

じられないことである。しか も、調査は、地元の要請により地元の参加 を得て

行われている(調 査 主体 は京都大学等)。 京町屋再生研究会 とい うグループも

当初か らこの調査 に関わって きている。このグループは、この詳細調査以前か

ら様々な町家に関わる活動 を進めてきている。その活動は今 までの保全活動 と

は全 く異なる興味深い成果 を見せている。実は、ここにもスケル トンとイン

フィルの充実がはか られている。それは、建物のスケル トンを保全 し、イン

フィルを時代に合わせた商店などに変えて、現代 に生 きる町を作 ろうというも

のだ。よくある、現代 に生 きることので きない博物館や、映画のロケセ ットに

見間違うような餌づ くりや保全 といったイメージはここには全 く存在 しない。

実に、今に生 きる自然態がなせ るわざと言 えよう。

道幅一間程の小路。その小路に面 し、い くつもの家々の玄関が並ぶ。これは、

町家の特色である。(図3-23)

その小路の入 り口の 門に 「京町家小路」と看板があ り、その下 に各家の表札

らしきものが並べ られている。こう思わせる自然態がに くい程である。実はそ

の表札 らしきものは、各店名である。

すなわち、この 「京町家小路」とは小路自体が小 さなデパー トメン トス トア

として生まれ変わっているのだ。(図3-24)

・ 塞

已w

霧
パ シ オ
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図3-23京 の 町屋の様子
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図3-24小 路 を生 か した 「小 さなデパー トメン トス トア」の入 ロ

一96一



(6)生 活関連 商 品の今後

(6)-1.期 待 され る ホ ー ム フ ァ ッ シ ョ ン

[詫
スケル トン」一 ー 一 一 → スケル トンマーケット

インフィル{

インテリア

小物 ・雑貨 ]一 ホ… アツシ・一 ・ト

スケル トンとインフィルの概念の普及が必至の現状であることが、様々な分

野から示 されていることを記 して きた。スケル トンとインフィルは、そのい

ずれか一方では存在で きない関係 にある。インフィルがインテリアや小物、雑

貨 といった商品によって、ホームファッションマーケッ トを形成すれば、同

時にスケル トンマーケ ットといった市場を形成せ ざるを得 ない。

すなわち、ホームファッショション市場の形成は、スケル トン市場 という、

住宅産業の活性化 を生 じさせることが予想される。逆にホームファッション

の発展 を期待するためには、スケル トンマーケットの充実 を図ることに努め

なければ、いずれは行 き詰 まってしまう。

(6)-2.「 建 て た ら終 わ り」 か ら 「建 てて か ら楽 しむ」 へ

前述 したように、「住 まいを建てることは、『住 まう』の完成形 を与 えてもら

うことであ り、建てたらあ とはローンを払うだけ、住生活はそれ以上 に成長

しない」といった、今 までのパターンか ら、「住 まいを作ることは、まず しっ

か りした愛着の もてるシンプルなスケル トンを作ることであ り、住まいが建っ

てか ら、人の成長 と共に変化する豊かなインフィルに手 をかけてゆ くことこ

そが、『住 まう』の楽 しみである」というパターンへ変わろうとしている。そ

れはまさに、個人個人によって異なるライフスタイルの充実 となる。 まだ住

まいを建てることのできない若者達が、自分なりの部屋の飾 り付 けに消費 し

始めているとい う今 日の動向(ホ ームフ ァッシ ョン化の きざ し)は 、 そのパ

ター ン形成 のための予行演習 とみるべ きであろう。
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(6)-3.小 さな 楽 しみ か ら

ホー ム フ ァ ッシ ョンの 売 れ 筋 商 品 は、今 日の 時 点 で は 、イ ンテ リア領 域 の大

物 よ りもむ しろ小 物 、雑 貨 の う ちの 、特 に ラ イ フサ イ クル の 短 い 商 品(「(7)

-2 .ラ イ フサ イ クル」参 照)で あ る はず だ。ホ ー ム フ ァ ッシ ョンの成 長 の た

め には 、この ラ イ フサ イ ク ルの 短 い商 品 か ら、徐 々 に ライ フサ イ クル の長 い商

品へ 、市 場 を、上 手 に動 か して ゆ くこ とが 、 そ の 要 とな る と考 え られ る。

(7)生 活 の関連商 品マ ップ

(7)-1.ス テ ー ジ と シ ー ン

ライフスタイルに応 じた生活関連商品を考 える上で、いかにライフステージ

を形成 し、そのステージの上でいかにライフシーンを描 くか という視点が大切

となる。

それぞれの商品がステージづ くり、シーンづ くりにどの ように関わって くる

か、生活関連商品 を整理すると、主にライフステージ形成に関わる商品と、主

にライフシーンづ くりに関わる商品に分類される。

住宅、そ して住宅設備、それに加 えてインテ リアの一部 と位置づけられる間

仕切 り替え等は、主にライフステージ形成に関わる。そ して、雑貨や小物 を中

心とした、その他の商品が、そのステージにライフシーンを描 くための道具 と

して用いられるのである。また、ライフステージとライフシーンは、前述 して

きたスケル トン性 と、インフィル性 に深 く関わっている。

ライフスタイル形成

ラ イ フ シ ー ン形 成

スケル トン性

インフィル性

住 宅

住宅設備

イ ンテ リア

雑 貨

図3-25

一98一



(7)-2.ラ イ フサ イ ク ル

生活関連商品は、核 となる住宅 という大きな商品か ら、空調や水 まわ り等の

設備、壁や床の仕上げ材、そこに置かれる家具、そ して家具の上 を飾る小物

類に至る小さな商品まで、多様である。

これらを以下のように分類すると、それらの使用期間、すなわち寿命(ラ イ

フサ イクル)が 、大 き く異 なる ことが示 される。核 となる住宅では、近年 ま

で20年 程度 の寿命 を想定 して きたが、 これを

100年 以上 に切 り替 えつつあ るのが、建設省、住宅メーカー等の現在の傾向

である。

設備 については、例 えばマンションの共同配管の寿命が約18年 くらいであ

り、湯沸 か し器 等 の機器では、10年 保 たない場合 もある。イ ンテ リアのうち、

内装については、店舗の内装替えは、都心部では約3年 ご とに実施 されてい

るが、住宅の内装は、一般的にこれよりはるかに長い寿命をもっている。そ

して、小物、雑貨については、デコレーション類やタオル、シーツ等 リネン

類は、数ヶ月か ら数年の寿命であるが、さらにクリスマスの飾 りのように数

日のもの、キャン ドルや香 りのように数時間の もの、そ してその日に鳴 らさ

れ、彩 りを添えるクラッカーのように数秒の もの まである。

ここで注目すべ き点は、ライフシーンづ くりには、数秒 というオーダーのラ

イフサイクルの商品 も大 きく関わっているという点にある。

ライフサイ クルの 目安

住 宅 数10年 ～100年 以上

住 宅 設 備 10年 ～数10年

イ ン テ リア 数年～数10年

雑 貨 、小物 数秒 ～数 日～数 ヵ月～数 年

図 一3-26
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(7)-3.生 活 関連 商 品 マ ップモ デ ル

ライフスタイルに対応するライフステージ、ライフシーンは、ライフサイク

ル長短の異なる多様な商品により形成 される。従 って、ステージとシーン及び

ライフサイクルによって、これ らの商品のマ ッピングを行 うことが、ライフス

タイルに対応 した生活関連商品流通の発展のために役立つと考えられる。

ス テ ー ジ と シ ー ン ライフサ イクル

住 宅
ライフステ ージ形成

ライ フシー ン形成

100年

数10年

数 年

住宅設備

イ ンテ リア

数ヶ月～数年
小 物

数 秒

図 一3-27

生活関連商品の中の住宅について、より詳細なマ ップを描いてみると以下の

ようになる。

アメニティ デザイン 地域コー ド 構 造
ライフ

サイクル
その他

機
械
志
向

良
黛
向

様
式
採
用
型

伝
統
地
域
保
全
型

辰
多
様
型

木
造
鉄
骨
造

鉄
筋

ヨ
ク

リ

L

工
業
化
構
法

そ
の
他

仮

設
歪
期
間

継

承

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

市街地型

郊外型

リゾー ト型

二世代

店舗併用

賃貸併用

在宅勤務

その他

図 一3-28
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(8)こ れ か らの住 宅 を見 る ため の キ ー ワー ド

ここでは、ホームファッション化の成長を想定 している。それに合わせた、

あるいは支える小売 り流通の活性化を期待 している。そうした方向性の中で住

宅は、 どうい う読みとりがなされてゆくであろうか。

今 日実施されている将来を描 く様々な検討テーマの中か ら、該当する項目を

読みとりのためのキーワー ドとして以下に示す。

安 全 耐震 、耐火 、高齢者配慮 ………

快 適 高断熱 、高気密 、通気性………

衛 生 抗菌 、ア ンチ抗菌 ………

健 康 天 然 素 材 、抗 ア レル ギ ー、 ピー リン グ… … …

図 一3-29

これらは、今 日の住宅のキーワー ドとしてすでによく用いられている。さら

に今 日以下の項 目に対する関心が高まってきている。

ガーデニング スモール ガーデ ン、コンテ ナガーデ ン

エ コマテ リアル 省 エ ネル ギ ー 、 リサ イ クル 、 ソー ラ ー設 備

スケル トン 愛着 が持 て、美 しく、長持 ちする建物 の骨格部分(矩 体 、ス

ケル トン設備、等)

インフィル スケル トンの体概念。生活 の変化 に対応 し、生活 に彩 りを添

える、消耗性の ある、建物 内の、あ るいは建物 に付属 する要

素(一 部の間仕切 り壁 、イ ンテ リア、小物 、雑貨 、等)

ライフサイクルCO
2
生活から解体までの過程で発生するCO総 量。地球環境対

2

応の定量指標。

社会 ス トック 個人の所有物であると同時に住宅が、社会のス トックとして

の役割を担う。

エー ジング 1.年 を経 るこ とにもの の味 わ いが増 す。

2.人 も加齢 する。その変化 に対応 できる住 まいづ くり。

地域性 それぞれの地域の自然の法則に従 う住 まいは、快適性、耐久

性等、有利な点が多い。

ホームオ フィス 職住近接

図 一3-30
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3.2.2イ ンテ リア

イ ンテ リア用 品の 分 類

近年、人々がモノを買 う 「買い方」が変化 しつつある。当然の事 として、モ

ノを売る側 も、変化 してい くことが要請 される。これまでのように、生産者側

からの発想による 「売 り方」ではなく、「生活者」の関心を呼ぶ商品構成の小

売業、すなわち生活者にむけた新 しい 「売 り方」が求められている。

とりわけインテ リア関連の商品における特徴は、これまでのように生活の利

便性 を求め、機能的必要性か らモノを買 うだけでな くなっている。むしろ、

個々人が身近な空間を個性豊かにしつらえる事への関心が高まってお り、一つ

の商品の善 し悪 しより多数の商品の組み合わせ方が重視され、また個性的なデ

ザインの商品を身近に置 き、これによって一人一人が日々の生活 を創造的に営

むことによって、自己のアイデンティティーを追求することへの欲求が高まっ

ている。そうした背景をふまえるなら、小売業は生活の様 々なシーンを演出す

る提案者であ り、援助者であるような、そんな「売 り方」が必要 となっている。

そこで、そうした新 しい小売業を支援する方策 として、近年の人々のニーズ

を反映する商品情報 と仕入れシステムが構築 される必要がある。本稿は、住生

活関連用品のうちのインテリア用品の分類 に関する知見 を整理 し、今後の中小

小売業のための商品・仕入れ情報データベース構築 のために寄与する資料 を作

成することを目的 としたものである。

(1)イ ンテ リアに関す る近年 の動 向

(1)1.日 本 にお け る洋 風 空 間 の 普及 と 「イ ンテ リア」

ここでは、近年におけるインテ リアへの関心の高まりについて、その要因を

考察 し、分類を行 う上での基礎的見解 を示す こととする。

インテリアとは、語源的に 「内部」「内側」を意味することばである。した

がって、欧米の ような石やレンガの建物であれば、必然的に 「外部」 と 「内

部」が明確になり、その 「内部」をいかに快適にしつ らえるか という意味で、

「インテリア」への認識が確立 して きた。しか し、日本の伝統的な住宅は、木

造による開放的な空間が特徴であ り、「外部」 と 「内部」は連続 し流動的な空

間となっているため、「インテ リア」 という概念が生 じに くかった。

しか し近年は、鉄筋 コンクリー ト造の建物が増え、木造の場合でも壁 を構造

体 とする建て方が増えることで、内部 と外部の明快な空間が造 られるように

なってきた。とりわけ、鉄筋 コンクリー ト造の建物では、構造体 とは別に、内
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装や設備 を行わなければ使用できないのが一般的である。建物の構造 物の部分

と、内装や設備の部分 とを分けて計画 した り、造った りする状態が通常 とされ

るようになることで、「インテリア」の概念がにわかに顕在化することとなっ

た。

日本で 「インテリア」とい う言葉が認知 されるようになったのは、比較的新

しい話 しである。1972年 に、工業高校 の木材工 芸科 が 「インテリア科」 と改

名 され、1973年 には、通産省が 「インテ リア産業」の名の もとに、木工業や

テキスタイル業などの統合 を試みは じめる。さらに、1983年 には通 産大 臣認

定 の 「イ ンテ リア コーディネーター」の資格制度が誕生、追って、1987年 に

は建設大 臣認 定 の 「インテ リアプランナー」の資格制度が発足 し、インテリア

という概念が広 く知 られるようになった。

インテ リアとは、構造体部分を除いたその内側の部分であ り、床 ・壁 ・天井

の仕上げ材から、家具 ・照明器具などの部屋 にしつらえる もの、壁や窓回 りの

装飾、さらに部屋 におかれる植物や小物類まで、多数のエ レメン トによって構

成されている。インテ リア商品は、単にひとつひとつの商品価値が云々される

ばか りでな く、むしろ トータルにひとつのインテリアスペースを造 り上げる上

の効果や要素が注 目される。インテリアコーディネー トという領域への注 目

は、 こうした背景によるものである。

(1)-2.内 部 空 間 の快 適 性 に対 す る関 心 と 「イ ンテ リア」

インテリアに対するニーズの高 まりの要因には、内部空間の快適性への高い

関心があると言えよう。すなわち、1955年 か らの高度成長期 には、先進の家

電製品や高額な洋風家具 を購入するこで、便利で合理的な住宅 を造ることが

人々の目標 となって きた。この当時の豊かさは、こぞって高額な耐久消費財を

買い込み、モノの数を増やすことが目標であったと思われる。インテ リアの色

や材質といった事柄への関心 もごく初歩的なものであ り、要はカラフルな色彩

を使 うことが、洋風 インテ リアへのイメージに、また豊かな暮 らしの象徴に通

じていたといえよう。

しか し、1970年 代 の低成長期 に入 る頃か ら、単 に多 くのモノを持っている

状態 をよしとするだけでなく、より多様 で個性的な住宅やインテリア、より快

適な住宅やインテリアが求め られるようになった。このことから、少量多品種

生産が要請 されるようになったのも、この期の特徴 と言える。この頃から、よ

り快適 な内部環境 と求めて、インテリアへの関心が高まる。この傾向は、住宅

の分野ばか りではない。オフィスや商業施設、公的な建物、ひいては車や飛行

機など、すべての空間で、より快適 に過 ごすための環境づ くりとして、インチ
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リアが高い関心 を呼ぶようになった。

住宅においては、家々のライフス タイルに応 じた、 また人々の趣向に応 じ

た、多様なインテリアが求め られることになった。色や材質やデザインへの関

心 もよ り高まり、インテリアコーディネー トの概念が広 く普及することにも

なった。すなわち、インテ リアテイス トの多様性の時代 に入ったといえよう。

ただ し、こうしたインテリアコーディネー トによるテイス トの追求 も、日本

においては、マンション等 を供給する場合の商品の差別化の手法であった り、

また、戸建住宅を新築する場合の新築時に住宅メーカーから提供される商品化

マニュアルの域に止まってお り、生活者が 日常的に主体的にとりくむ作業には

至っていない。つまり、現状では、住宅 を買ったり、造 った りする折 りに、イ

ンテリアへの関心が高まるといった状態が一般的である。

欧米の場合には、日常的にあるサイクルで内装や家具やテキスタイル等の趣

向を変更 し、新 しいインテ リアテイス トに変える営みが生活者 自身で行われ、

住宅の内部空間が リフォームされるのが一般的である。これによって、インテ

リアは常に新 しく作 り変えられ、快適かつ個性的に住 まわれる。インテリアテ

イス トの追求が、生活者 による内装のリフォームと結びつ くようになると、新

たな様相が生 じて くると想定 される。

(1)-3.自 己 の ア イ デ ンテ ィテ ィー 追 求 と 「イ ンテ リア」

ところで、近年の注目すべ き動向は、生活者の身近な環境づ くりとしてのイ

ンテリアへの関心が高 まっていることである。

ここでは、住宅 を買 った り造 った りといったハ レ的な意識ではな く、むし

ろ、日常生活その ものを自由で個性的に演出したいといった、自己実現の手段

としてインテリアに関心 をもつ層が増 えていることが注 目される。例えば、服

装において、ひとりひとりが異 なるものを着ることで、その人 となりを表現 し

ようとするのと同様に、自分の部屋 も自分の居場所にふさわしいようにしつら

えたいとい う欲求から、身近に使 う商品のデザインやその置場所などにこだわ

りをもつようになる。こうした動向 を反映するのが、インテリア雑貨類への高

い関心である。すなわち、ここで言 うインテリア雑貨 とは、インテリアを構成

するエレメントのうちでも、建物に付随する大 きなエ レメン トではなくインテ

リアのアクセサ リーにあたる小 さなエ レメントを指 し、安価で入手で き、変更

が容易で、可動性に富んだ商品群をさす。しかも、それ らによって自分 らしさ

を存分に表現で きるような小物的な商品群である。

例 えば、豊かな食事 シーンとはどんなものかを連想 してみよう。そこでは、

ダイニングのテーブルとイスの家具類 に注 目するだけでなく、テーブルクロス
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テーブル上の照明器具、フラワーアレンジメン ト等にまで気 を配 り、コーデ ィ

ネー トすることが考えられ よう。さらに、卓上に上る食事のメニューや、そこ

に集 う人々の服装などにも、同様 な気配 りが及ぶ ことにもなる。それらすべで

がひとつの世界を創 りあげてこそ、豊かな食事のシーンと言えよう。

また、入浴のシーンを想定 してみよう。ここでは、バスルームの設備が良い

だけでは不十分である。そこで使われるバス タオル、バスマ ット、バスロー

ブ、さらに入浴剤やソープ類、もし可能なら、ここで聴 く音楽や、ここで楽 し

む香 りの世界などもあってよい と思われる。人間の五感でとらえられるそれ ら

すべての要素が集まって、よ り豊かで個性的な入浴シーンが描かれる。そんな

ライフシーンの演出のために、商品のコーディネー トが必要 とされている。

インテ リア雑貨は、様々なライフシーンを盛 り上げるための小道具であ り、

デザイン性やファション性に優れたコーディネー ト用品と言える。

さらに、こうした商品を求める層 においては、店舗でその商品を選ぶ事 自体

も、自己実現の大切なシーンであ り、自分自身のテイス トにあった雰囲気の中

で、自分のライフシーンを描 きながら商品を選ぶ行為を楽 しみたいと思ってい

る。すなわち、店舗における商品構成やディスプレイは、ライフシーンの演出

にむけたプレゼンテーションのような機能をもっていると言えよう。

インテリア雑貨を中心 に日常的なライフシーンとインテリアが結びつ く。こ

うした動向は、生活者主導のインテリアへの関心の高まりを示すものであ り、

注 目に値する。やがて、こうした方向の中で、より広い範囲のエレメン トの変

更や個性化が行われ、いずれは壁紙の変更や窓まわ りの変更なども生活者主導

で行われるようになる可能性があろう。そうした動向が進めば、欧米のような

インテリア産業分野へ と拡大が促 されるようにもなってこよう。

いずれにしろ、これ まで、住宅を買った り造った りする折 りのハ レ意識の中

にあったインテリアへの関心が、より日常的で生活者主導の営みの中のインテ

リアへの関心に移ってきたことが言えよう。こうして、インテ リアが 日常的な

ライフシーンにおける自己のアイデンティティー追求の対象とされる傾向は、

今後 も進 んでい くと想定される。

(2)イ ンテ リア関連用 品の分類手法

(2)-1.分 類 軸 の 設 定

ここでは、インテリア関連用品の分類手法 についての試案 を示す。

上 に記 したように、インテ リアのエ レメン トとしての商品においては、ひと
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つずつの商品価値 にこだわるのでな く、複数の商品構成 によっていかに具体的

なライフスタイルやライフシーンを提示で きるかが重要である。

そのためには、製造業種主導による、「製造」「卸」「小売 り」の流れを一新

し、買い手の生活感覚にあわせた 「小売 り」、そのための 「卸」先の選別、そ

れを踏 まえた 「商品開発 と製造」の流れに切 り替えてい く必要がある。すなわ

ち、「製造業種主導型」の小売 りか ら脱却 して、「生活提案型」の小売 りへの転

換を計ることで、生活感覚に優れた生活者の関心を呼ぶ店舗づ くりが要請 され

ていると言 えよう。

そのためにまず重要なのは、商品に関する情報の入手法であろう。一般に商

品に関する情報は、製造元から提供 されるいわゆるカタログが中心であ り、こ

の情報源は製造業種主導型の小売 りには役だっても、生活提案型の小売 りには

有効 とは言えない。大切なのは、ひとつひとつの商品が、いきつ くところ、ど

のような生活者のどのようなライフシーンに寄与するために造 られているかを

明確化することである。

そこで、本稿では、生活提案型の小売 りを行う上で、インテリア関連商品の

分類はいかにあったら良いかという視点にたって、商品の分類を試みることと

する。

表3-1は 、イ ンテリア関連 商品の分類法 についての考え方を示 したもので

ある。

大 きな意味でのインテリアは、生活の中にある具体的なライフシーンを想定

することか ら発想 される。そこで、分類軸の1(大 分類)に おいては、「リビ

ング・ダイニ ングにおけるライフシーンから発想するインテリア」「キッチ ン・

ユーティリティーにおけるライフシー ンか ら発想するインテ リア」など、ライ

フシーンの種別 ごとに分類 を試みた。

表の左欄にあるように、ライフシーンは10種(4-1～10)に 分類 された。

なお、一般的 な意味 でのインテリアの範疇か らはみだすようであるが、近年、

高い関心 を呼んでいる 「4-9ア ウ ト ドア リビング」「4-10エ クステ リ

ア」 も、 インテ リアの延長線にある意味で分類 に含めた。

つ ぎの分類軸2(中 分類)と して、それぞれの ライフシー ンごとに、そのイ

ンテリアを実現するための関連商品の類別を行 うという主旨で、インテリアエ

レメント別の分類を試みた。その分類においては、「建物 と一体化 したエ レメ

ントか」「一体化 しないエ レメン ト」かの基本軸を想定 した。

まず、建物 と一体化 して造 られるのは、① 「床材」② 「壁 ・天井材」③ 「窓 ・

建具 まわ り」 といった内装 ・造作のエレメン トである。つぎに④ 「照明」⑤

「家電機器 ・設備」等は、建物の設備工事 との関連 を保ちつつ も、生活者が主

体的に商品や配置 を検討するエ レメン トであることから、中間的な位置づけと

考 えた。さらに⑥ 「家具 ・楽器類」⑦ 「ウィン ドウ トリー トメント」⑧ 「イン
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テリアアクセサ リー」といったものは、建物とは一体化せず、生活者が自由に

商品や置場所 を検討するエ レメン トとされて きた。なお、「インテリアアクセ

サ リー」とは、家具 ・照明器具などを除 く狭義のインテリア雑貨 を意味する。

「インテリアエ レメン トによる分類」に注目してみると、「建物 と一体化 した

エ レメン ト」ほど、「長寿命」「不変性」「固定性」「大型性」「高価格」といっ

た特徴をもってお り、「建物 と一体化 しないエレメン ト」ほど、「短寿命」「変

更性」「可動性」「小型性」「低価格」といった特徴 をもっている点が浮 き彫 り

となる。

つぎに、分類軸3(小 分類)と して、具体的 な商 品種別 に よる分類を試みる

こととした。例 えば 「リビング・ダイニングのインテリア」を構成するエ レメ

ン トとして、「床材」であれば 「フローリング、カーペ ット」、「壁 ・天井材」

であれば 「壁紙」などが検討できる。この資料 を入手する方法 として、実際の

インテリアスペースがどうなっているかをみる方が良いと考え、筆者の既往調

査から具体例の写真を示 し、そこに実在する商品を抽出する分析 を行った。そ

れが、表3-2(1)～(10)の 資料 である。具体 的内容 は、表 中の記述を参照さ

れたい。

なお、具体例 とした既往調査の対象住宅は、住宅 ・都市整備公団による多摩

ニュータウンの分譲集合住宅、住宅 ・都市整備公団による光が丘団地 「フリー

プラン賃貸住宅」、某住宅メーカーによる新築戸建住宅である。

(2)-2.生 活 者 ニ ー ズ 反 映 の し くみ

ここでは、表3-2(1)～(10)に 記載 した、「ライフシー ン」 か らみたイン

テリア関連の商品構成 とその具体例の検討をもとに、生活者ニーズはいかに反

映 されるかについて若干の考察結果を述べる。

先 に記述 したように、分類軸2の イ ンテリアエ レメン トか らみた分類におい

ては、建物 と一体化 したエ レメン トほど、「長い寿命をもち」「変更が容易では

なく」 「可動性が なく」 「大型の もので」「価格 も高い」 といった特徴がある。

分類軸2の うち、② 「壁 ・天井材」や③ 「窓 ・建具まわり」といった商品は、

「ライフシーン」ごとにみてほぼ同様の商品が使われている。しか し、① 「床

材」は、「ライフシーン」ごとに特徴がみられる。これは、① 「床材」の種別

は生活の機能を支えるエレメントとして寄与することや、インテリアの雰囲気

づ くりを誘導す る意味でも効果が大 きいことか ら「ライフシーン」ごとに種別

を分けて用いる傾向があることによると考えられる。いずれに しろ、① ～③の

エ レメントは、建物を造る際に決定されてお り、生活者が選定 したり変更 した

りしにくい商品である。
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一方、④ 「照明」⑤ 「家電機器 ・設備」⑥ 「家具 ・楽器等」のエ レメン トは、

「ライフシーン」によって商品種別が異 り、個別のライフシーンを具体化する

上でこれらの商品選定 と配置が核 となると考 えられる。例 えば、「リビング ・

ダイニングのインテリア」 においては、「テレビ」「オーディオ」「エアコン」

等の⑤ 「家電機器や設備」、「ダイニングのテーブルとイス」「ソファセ ット」

「食器戸棚」「サイ ドボー ド」「飾 り棚」「ピアノ」の⑥ 「家具 ・楽器等」などが

欠かせない。それらの商品選定 と配置 によって、食事やだんらんのライフシー

ンの具体化が行われることになる。④～⑥のエ レメン トは、建物が造 られた

後、住まわれるためには必ず必要とされ、生活者が選定 に関与する重要なエ レ

メントであると言え、従来か らインテリアの主要なエ レメン トとされてきた。

一方
、⑦ 「ウィン ドウ トリー トメン ト」⑧ 「インテリアアクセサ リー」のエ

レメン トは、いずれの 「ライフシーン」にも同様に登場する商品が、かな り多

い。例えば、どの 「ライフシーン」をみても 「カーテン」「ロールスクリーン」

等の⑦ 「ウィン ドウ トリー トメン ト」、「時計」「カレンダー」「絵画(額 縁)」

「ポス ター」 「植物」 な どの⑧ 「インテリアアクセサ リー」が登場する。

そこで、「インテリアアクセサ リー」の範疇に属するもののひとつとして、例

えば 「時計」に注 目してみたい。資料の写真 をみてみると、「時計」は、「リビ

ング ・ダイニングのインテ リア」、「夫婦のためのプライベー トインテリア」、

「幼児 ・子供のためのインテ リア」、「和風空間のインテリア」など、各 ライフ

シーンごとに、大 きさ、デザ イン、置 き方などが異なることが読みとれる。生

活者は、それぞれのライフシーンを特徴づける商品を求めて購入 している。こ

うした商品には、「時計」という機能を越えて、個々の時計 を特徴づけるデザ

イン性やコーディネー ト性が重要であ り、その時計が使われる 「ライフシー

ン」を想定 した商品開発 と、ライフシーンの提案に結びつ く売 り方が要請 され

る。

先 にも述べたように、近年のインテリア雑貨への関心は、⑧ 「インテ リアア

クセサ リー」に象徴 されるような商品、すなわち、ひとりひとりの生活者が限

られた空間の中であっても個性あるインテリアを造 り上げ、また自分の居場所

であるインテリアと独 自に関わることで自己のアイデンティティーを追求した

いといったニーズを反映するような商品によって成 り立っている。これらの商

品は、「短寿命で」「変更の容易な」「可動性に富んだ」「小型で」「低価格」の

商品群であ り、従 って、生活者 自身のライフスタイルやライフシーンの個性化

に結びつ きやすい商品である と言えよう。

いずれにしろ、近年の住関連商品に対する生活者ニーズをみてみると、住宅

に住 まう機能 として不可欠の商品を個別に扱っていては不十分である。む し

ろ、生活者自身の身近で細かな居場所づ くりや個性的なライフシーンづ くりを

支援するような、一連のテイス トをもった商品群をまとめて提示するような店

一108一



舗づ くりと、 これにふさわ しい商品開発 を押 し進めることが重要である。

(3)ラ イ フ シ ー ンか らみ た イ ンテ リア の商 品構 成

ここでは、住宅のインテリアについての具体的資料 を示す。資料の例示の方

法は、「ライフシーン(分 類軸1)」 別 に、そこに存在す る 「インテ リアエレメ

ント(分 類軸2)」 を挙 げ、また各 エ レメ ン ト別 に どんな商品が使われている

かの 「商品種別(分 類軸3)」 を採 集する ものであ る。

大分類 である 「ライフシーン」の種別は、次の ものがある。

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

=

=

=

=

=

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

リビン グ ・ダイニ ングの イ ンテ リア

キ ッチ ン ・ユ ー テ ィ リテ ィの イ ンテ リア

バ ス ・洗面 ・ トイ レの イ ンテ リア

夫婦 の た めの プ ライベ ー トイ ンテ リア

幼児 ・子 供 の た めの イ ンテ リア

ゲ ス トの た めの イン テ リア

趣 味 ・ホ ーム オ フ ィスの ための イ ンテ リア

和風 空 間の イ ンテ リア

ア ウ ト ドア リビング

エ クス テ リア

(4)イ ンテ リア をめ ぐる商 品セ レク トの ため の キ ー ワー ド

表3-3は 、イ ンテ リア をめ ぐる商 品 を選定 す る上 で重 視 され るで あ ろ うキ ー

ワー ドを一 覧 した もの で あ る。 キ ー ワー ドは大 き く 「生 活 一 般 関 連 キ ー ワ ー

ド」「家 族 関 連 キ ー ワー ド」「住 宅 ・イ ンテ リア関 連 キ ー ワ ー ド」に類 別 した上

で、 具 体 的 なキ ー ワ ー ドを提 示 し、 その 簡単 な説 明 を加 えた。

今 日の 日本の現状 をみると、住宅 ・インテリア関連の商品はどちらか と言え

ば、供給者主導の中で動いてきたと言えよう。その形は、住宅を新築する時

や、マンションを購入する時などの、大 きな変化の折 りに、内装やテキスタイ

ルや家具 を一新することが中心であった。その後の生活の過程の中で、積極的

に、内装 ・設備 ・家具などを変更 しインテリアを一新すること、すなわちDIY

の リフ ォームな どは、そ う普及 している訳ではない。その要因には、それらの

変更計画や変更工事が、一般居住者にとっては、必ず しも容易ではな く、ま

た、そのための安価な商品、また生活者でもい じりやすい商品の開発が遅れて
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きたことも挙げられよう。リフォームを手がける業者 も増加 しているものの、

生活者が気軽 に工事 を依頼するまでには至っていない。

ところで、近年にわかに注 目されるようになったインテリア雑貨 と類 される

商品は、生活者主導で動 く商品として、安価で、小型で、可動性 ・変更性に富

み、短寿命な商品、すなわち 「インテリアアクセサ リー」や 「ウィン ドウ ト

リー トメン ト」等の商品である。またそれ らの商品はなんのために寄与するか

といえば、それは今 日の生活者 にとって極めて重要な、身近な居場所づ くり、

ライフシーンの個性化を支援するコーディネー ト商品 と言えよう。

そこで、再び、表3-1の 、インテ リア関連商品の分類法 みてみると、「建

物 と一体化 したエ レメン ト」は、専門業者による住宅やインテリア供給の際の

注 目点であ り、供給者主導で動 く商品であるのに対 して、「建物 と一体化 しな

いエレメント」の方は生活者が 日常生活を展開する上での注 目点であ り、生活

者主導で動 く商品であるといえる。同時 に、インテリア関連商品は、現在、「生

産者主導」と「生活者主導」の両方向から関心が高 まり業界の動 きも活発化 し

て きていると考えられ よう。今後の展 開を予想するなら、つぎの段階は、建物

と一体化 したエ レメン トと一体化 しないエ レメン トの中間に位置する「家具・

楽器等」「家電機器 ・設備」「照明」等の商品が、生活者主導で動 く、身近な居

場所づ くり、ライフシーンの個性化を支援するコーディネー ト商品へ と、変化

してい くことが想定される。そうした新 しい商品開発が求められているとも言

えよう。

また、その後の段階では、「窓 ・建具 まわ り」や 「壁 ・天井 ・床材」などの

内装材 などへ も、生活者主導の視点が拡大される可能性があろう。そうなった

時、住宅の内部は、居住者 自らが、日常的にリニューアルさせる行為が一般化

し、さまざまな商品がインテリアとい う大 きなキーワー ドで結びつ くことにな

ると言えよう。
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表3-1イ ンテ リア関連商品の分類法

分類軸1: 分類軸2: 分類軸3=
ライフシー ンによる インテ リアエ レメン トによる 商品種別による

}≒ ①床材(敷 物)
4-1リ ビング ・ダイニ ング 錐犠老嚇 悲し蕎
のインテリア 主峯メ夢ト

炉

4-2キ ッ チ ン ・ユ ーテ ィ リ 長 家 麺 大 織
テ ィーのインテ リア 霧 変 定 離 艦 ②壁 ・天井材

鎌 鰹 養 性 耀
4-3バ ス ・洗面 ・トイ レの ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
インテリア

も一

、

、 ⊥ 、 〉 〉 、も 、へ 、

4-4夫 婦のためのプライベ 4、・ ③窓 ・建具まわ り
一 トインテ リア 魑 〉 、へべ 、 べ、へ、へq、 、、、「A、、、 、^、^、^、 s㌦ へ、 、 へ、、、 、 :

、
w^、^、 、

、、、^、s、 、 、、、、 、、 x、、 へ^ 「、、^ベ へ、

4-5幼 児 ・子供のための 二 、、、べ、A

、 い 、、 、 、 争、べ〔^、 一 、

、、、、、べ^、

、 、

▲

へ、、 、べ、「、、、

、 、 、 、

h、 、 、、x・ 置^へ 、べ^、 、

、、、^、 、^

1

インテリア
F

㍉、 魑、 、 、 、■、 、、へ へ、、s、 、 、董 、へ 、、、 、 、h魑 ⊥、 〉、」、、{r^、 、、

、 、 、 、、、、、、 s、^、s、 、、 占 、、、㍉へ、 、 、、、 、 、 、 、、 、べ、、、

④照明
4-6ゲ ス トのためのインチ 1

リア
ミ

,

4-7趣 味 ・ホームオプ ィス
1

のためのインテリア

⑤家電機器 ・設備
4-8和 風空間のインテ リア …

4-9ア ウ トドア リビング
ト

藷

!
`
⑥家具 ・楽器等

4-10エ クステ リア

{

`

!

[ `

i ⑦ ウィンド ウトリートメント

i ▼ ▼ ▼ ▼ ▼
}
短 変 可 小 低 i
寿 更 動 型 値 量

命 性 性 性 格 董 ⑧ インテリアアク轡 リー

i 建物と一体化 しない
{ エ レメン ト ⑨その他

8 ]
一一
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表3-2(1)

4-1リ ビ ング ・ダ イ ニ ン グ の イ ンテ リ ア

i

ー

ー

ー

ー

‖

、」
■
ミ
」
■■{

建物と

{

…

|

非 一体化

メ トエ レ

|

し.一._.___

①床材(敷 物)

②壁 ・天井材

③ 窓 ・建具 まわ り

④照明

⑤家電機器 ・設備

⑥家具 ・楽器等

⑦ ウィンドウトリートメント

⑧ インテリアアクセサリー

⑨その他

フ ロー リング(+置 敷 きカーペ ッ ト)

カーペ ヅ ト

コル ク

合成樹 脂 系床材

壁紙

化粧合板
木質天井材

造作材

木製 ドア(建 具金物)

アル ミサ ッシ 木製サ ヅシ

造作材

コー ドペ ンダ ン ト

シー リングライ ト

ダ ウン ライ ト

ブラケ ッ ト

フロアス タ ン ド

テー ブル ライ ト

テ レビ(テ レビ台)

こたつ(こ たつ がけ、 こたつ用 天板)

電気 力ーペ ッ ト

クーラー エア コ ン ス トー ブ 扇風機

オ ーデ ィオ オ ーデ ィオ収納棚 ス ピーカー ラジカ セ

電 話

ダイニ ングセ ッ ト』(ダイニ ングテー ブル 食事 イス)

ソ ファセ ッ ト(長 イ ス テ ィー テー ブル 肘掛 けイ ス)
一 人用肘掛 けイス ハ イバ ックチ ェア

子供 用食 事 イス

食器 戸棚

サ イ ドボー ド

飾 り棚 植木棚

ピア ノ

オルガ ン

仏壇

カーテ ン(カ ーテ ン レー ル)

ロール ス ク リー ン

ブライ ン ド

ア コーデ ィオ ンカーテ ン

カ レンダ ー 絵画(額 縁)写 真(額 縁)時 計 人形 置物

マ ガジ ンラ ック 花(花 瓶)植 木(鉢 、鉢 カバー)

テ ー ブル ク ロス テ ーブルセ ンタ ー

くずか ご ス リッパ テー ブル リネ ン類
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4-1リ ビ ング ・ダイニ ングのイ ンテ リア 具体例

リビング

繋

りビング

難

リビ ング

リビング

ダイニング

ダイニ ング

韓 義:」

ダイニング

ダイニング
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表3-2(2)

4-2キ ヅ チ ン ・ユ ー テ ィ リテ ィー の イ ンテ リア

ー

、

と

肚

物

{

、-
[

体

メ

1

①床材(敷 物)

②壁 ・天井材

③ 窓 ・建具 まわ り

④照明

⑤家電機器 ・設備

⑥家具 ・楽器等

⑦ ウィンドウトリートメント

⑧ インテリアアクセサリー

⑨その他

フ ロー リング

合成樹 脂 系床材

コル ク

壁紙

タイル

化粧合板

造作材

鏡(洗 面用)

木製 ドア(建 具金物)

アル ミサ ッシ

造作材

シー リングライ ト

ダ ウン ライ ト

調 理用 手元燈

ブ ラケ ッ ト

冷蔵庫

電子 レンジ オー ブン

炊飯器 ジャー

ミキサー ジューサー

皿洗い器 食器乾燥機

洗濯機 洗濯物乾燥機

電気 ポ ッ ト

トー ス タ ー ロ ー ス ター

浄 水 器

コ ー ヒー メ ー カ ー フ ー ドプ ロセ ッサ ー

システムキ ッチ ン ユニッ トキ ッチ ン

食器戸棚

食品ス トッカー

電子 レンジ等の設置棚

収納棚

スパイス棚

米びつ

小イス

ワゴン

洗濯槽

カーテ ン(カ ーテ ン レール)

ロール ス ク リー ン

ブライ ン ド

のれん すだれ

水切 り籠 ふきんかけ タオルかけ まな板立て 鍋つかみ

生 ごみ入れ プラスチックごみ入れ

洗濯物収納籠 くずかご 体重計 足ふ きマッ ト
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4・-2キ ヅ チ ン ・ユ ー テ ィ リテ ィ ー の イ ンテ リ ア 具 体例

キッチン

キッチン

キ ッチン

養

キッチ ン

凝
護
^

ユ ーテ ィ リテ ィ ー ユ ーテ ィリテ ィ ー ユ ーテ ィリテ ィー
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表3-2(3)

4-3バ ス ・洗 面 ・ トイ レの イ ン テ リア

「'・ ■巨'・■"口zα"

i運 ・

…' 一一・… 藷

A小 塚-

、

∨

ぴ ∨∨≡

曲1
　 1
_;

1

|

、li
l　 li

_li

!

・i

}

ユ

①床材(敷 物) タイル

合 成樹脂 系床材

フロー リング

、

|

…

!

!

!

騰

l
i

ll

ii

|

i一

② 壁 ・天井材 タイル

合成樹脂系壁材

壁紙

造作材

③窓 ・建具 まわ り 浴室用 ドア
アル ミサ ッシ

木製 ドア

造作材

④照明 シ ン リング ライ ト

ダ ウンライ ト

ブラケ ッ ト

⑤家電機器 ・設備 洗 面器 ハ ン ドシャ ワー

浴槽 シャワー

便器 ウォッシ ュ レッ ト

洗濯物 乾燥機
ヘ ア ドライアー ひ げそ り機

⑥家具 ・楽器等 化粧品収納棚

洗面具 ・タオル ・洗剤等収納棚

浴室用小イス
|…

‖

|

{

…ミ

!

i

、

、

⑦ ウィンドウトリートメント カーテ ン

ロール ス ク リー ン

プライ ン ド

のれ ん すだれ

⑧ インテリアアクセサリー 洗面用鏡 浴室用鏡
・建 物 と
一体

レメ ト

口

⑨その他 タオルか け 洗面器 バ ケ ツ 柄 杓

トイ レ ヅ トペーパ ー かけ 汚 物入 れ

足 ふ きマ ヅ ト トイ レカバ ー 洗 濯iエノ乙一'」■7ノー/"
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一 一

石 鹸入れ くずか ご

トイ レッ トブラシ たて

洗 濯物干 し ホー ス



具体例バ ス ・洗 面 ・トイ レの イ ン テ リア4-3

洗面所

ご

'

距

..

トイレ
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表3-2(4)

4-4夫 婦の ための プライベ ー トイ ンテ リア

睡薩二1

‖

‖

建物 と

非

工 レ
体化

じ ～__u

①床材(敷 物)

② 壁 ・天井材

③ 窓 ・建 具 まわ り

④照明

⑤家電機器 ・設備

⑥家具 ・楽器等

⑦ ウィンドウトリートメント

⑧ インテリアアクセサリー

⑨その他

カーペ ッ ト(+重 ね敷 きカーペ ッ ト)

フ ロー リング(+置 敷 きカーペ ッ ト)

畳

壁紙
木質系天井材

化粧合板

木製 ドア

アル ミサ ッシ

造作材

シー リング ライ ト

コー ドペ ンダン ト

ダウ ンライ ト

ブラケ ヅ ト

スタ ン ド

クーラ ー エア コン ス トーブ 扇風機

テ レビ(テ レビ台)

アイ ロ ン

オーデ ィオ ラ ジカセ

電話

ペ ヅ ド ナイ トテー ブル

ソフア

書斎机 ライテ ィングビュー ロー

事務用 イ ス

ロ ヅキ ングチ ェア 肘掛 け イス

本棚

洋服 ダ ンス 整理 ダ ンス 和 ダ ンス

ワー ドロー ブ(造 りつ け収納)

鏡 台 姿 見

座卓 座 イ ス 文机

パ ーテ ィ シ ョン

テー ブル

カ ー テ ン(カ ー テ ン レー ル)

ロ ー ル ス ク リー ン

絵画(額 縁)花(花 瓶)造 花 植木

時計 カ レンダ ー ポ スター

ペ ッ ドカバ ー フ ロア マ ッ ト ク ッシ ョン 座布 団

ア イロ ン台

くずか ご
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4-4夫 婦 のた めの プライベー トイ ンテ リア 具体例

夫婦寝室 夫婦寝室

夫婦寝室 夫婦寝室

夫の個室(就 寝含む)

妻の個室(就 寝含む)
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表3-2(5)

4-5幼 児 ・子供 のための イ ンテ リア

薩硫コ
≡ 体化1

鷲 メン1

‖

‖

建物 と

非 体化
レメエ ト

.
h

匡__._,,_

①床材(敷 物)

②壁 ・天井材

③ 窓 ・建具 まわ り

④照明

⑤家電機器 ・設備

⑥家具 ・楽器等

⑦ ウィンドウトリートメント

⑧ インテリアアクセサリー

⑨その他

フ ロー リ ン グ(十 霞 敷 き カー ペ ッ ト)

カ ー ペ ッ ト

壁紙

化粧合板
木質天井材

造作材

木製 ドア(建 具金物)

アル ミサ ッシ 木製サッシ

造作材

シー リングライ ト

コー ドベ ンダ ン ト

ス タン ド

ブラケ ヅ ト

テ レビ(テ レビ台)

ラジカセ

クー ラー エア コ ン ス トー ブ 扇風機

電気 力ーペ ヅ ト

電話

学習机 学 習イ ス ライテ ィング ビュー ロー

本棚 ユニ ヅ ト棚
ベ ヅ ド 二段 ・三段 ベ ッ ド ベ ビーベ ヅ ド ナイ トテー ブル

整理 ダ ンス ワー ドロー ブ

テー ブル 小イ ス

ピアノ オルガ ン

滑 り台

お もち ゃ箱

カーテ ン(カ ー テ ン レール)

ロール スク リー ン

ブライ ン ド

植木

時計 カ レ ンダー ポス ター 地 図 掲 示板

ぬい ぐるみ お もち ゃ キ ャラクター グ ッズ
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一ーーーー ー 一 『 『 一ー ー 一 一 ーー ー 一 一ーー ー ー 一 一 「

4-5幼 児 ・子 供の ための イ ンテ リア 具体例

子供室(3人 用)

子供室(3人 用)

子供室(1人 用)

子供の勉強兼遊び室(就 寝は別室)

子供室(3人 用)

リビング(幼 児の遊び場)

子供室(1人 用)

織

子供の勉強兼遊び室(就 寝は別室)
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表3-2(6)

4-6ゲ ス トのための イ ンテ リア

‖

i

、{

{

`
i

i

こ

{

{

{

～

、建 物 と{

～

{‖

|

、

…

江_～__コ

①床材(敷 物)

②壁 ・天井材

③窓 ・建具 まわ り

④照明

⑤家電機器 ・設備

⑥家具 ・楽器等

⑦ ウィンドウトリートメント

⑧ インテリアアクセサリー

⑨その他

フ ロー リング(+置 き敷 きカーペ ッ ト)

カーペ ッ ト

タイル

大理石

壁紙

木質天井材

造作材

玄関 ドア(建 具金物)

木製 ドア(建 具金物)

アル ミサ ッシ 木製サ ッシ

造作材

屋外用 ブラケ ッ ト

シー リングライ ト

ダ ウ ンラ イ ト

ブラケ ッ ト

フロアス タ ン ド

テー ブル スタ ン ド

テ レビ オ ーデ イオ

クー ラー エア コン ス トー ブ 扇 風機

下駄 箱

ソ ファセ ヅ ト(ソ ファ

サ イ ドテー ブル

肘 掛 けイス テ ィー テー ブル)

カー テ ン(カ ーテ ン レール)

ロール ス ク リー ン

ブライ ン ド

絵画(額 縁)花(花 瓶)

ク ヅシ ョン

テ ーブル セ ンター

植木 造花 置物

ス リッパ たて
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4-6ゲ ス トのため のイ ンテ リア 具 体例

玄関

玄間

玄関まわり

玄関

玄関の表札

応接間

犠

応接間
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表3-2(7)

4-7趣 味 ・ホ ームオ フ ィスの ための イ ンテ リア
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、‖

①床材(敷 物)

②壁 ・天井材

③窓 ・建具 まわ り

④照明

⑤家電機器 ・設備

⑥家具 ・楽器等

⑦ ウィンドウトリートメント

⑧ インテリアアクセサリー

⑨その他

フ ロ ー リン グ(+置 敷 きカ ー ペ ッ ト)

カ ー ペ ッ ト

壁紙
化粧合板

木質天井材
造作材

木製 ドア(建 具金物)

アル ミサ ヅシ 木製サッシ

造作材

シー リングライ ト

コー ドペ ンダ ン ト

ダ ウンライ ト

フ ロア スタ ン ド

テー ブル スタ ン ド

ブ ラケ ヅ ト

コ ンピュ一 夕(コ ンピュー タ用デ ス ク)

クー ラー エアコ ン ス トー ブ 扇 風機

電話 ファ ックス コ ピー機

作業机 事務机 事務用イス 折 り畳みイス

ピアノ オルガ ン ドラム

オーデ イオ スピーカー

本棚 収納棚
工具棚

カーテ ン(カ ー テ ン レー ル)

ロール ス ク リー ン

ブ ライ ン ド

絵画(額 縁)ポ スター 地図

時計 カ レンダー

譜 面台 スキー ・ラケ ヅ ト等 のス ポー ツ用 具

車 自転 車 カ ヌー 三脚 脚 立
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4-7趣 味 ・ホームオ フ ィスのための イ ンテ リア 具体例

書斎(⊃ ンピュ一夕)

書斎(]ン ビュ一夕)

響

仕事部屋(自 営オフ ィス)

リビング(音 楽演奏の趣味)

仕事部屋(自 営オフィス)

ガ レッジ内部(車 の趣味)

子供室(音 楽演奏の趣味)
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表3-2(8)

4-8和 風空 間のイ ンテ リア

こ!

{～

{

…
‖

iこ

{

、 ミ

へ

[一__

①床材(敷 物)

②壁 ・天井材

③ 窓 ・建具 まわ り

④照明

⑤家電機器 ・設備

⑥家具 ・楽器等

⑦ ウィンドウトリートメント

⑧ インテリアアクセサリー

⑨その他

畳

縁 甲板

壁紙

化粧合板
木質天井材

造作材

木製引戸(建 具金物)

アル ミサ ッシ 木製サ ッシ

ふすま

コー ドペ ンダ ン ト

シー リングライ ト

スタ ン ド

テ レビ(テ レビ台)オ ーデ ィオ

クーラ ー エア コ ン ス トー ブ 扇 風機

洋風 こたつ

座 卓

サイ ドボー ド

藤 イス

障子 すだれ のれん

掛け軸 人形ケース

時計 鉢植え 植木

カーペ ッ ト

人形 ぬい ぐるみ

囲炉裏

飾 り皿 置物

座布団
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具体例和風空間のインテ リア4-8

、
.㌻

、
当
蚕

÷
ば

客間

 

間

客間客間

夫婦就寝室
夫婦就寝室兼居間

接客コーナ ー
接客コーナー
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表3-2(9)

4-9ア ウ ト ドア リビ ン グ

i
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h
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‖i

{!

こ～

⊆{

‖

‖

‖

雛 と
工

!

①床材(敷 物)

② 壁 ・天 井材

③ 窓 ・建 具 まわ り

④照明

⑤家電機器 ・設備

⑥家具 ・楽器等

⑦ ウィンドウトリートメント

⑧ インテリアアクセサリー

⑨その他

タイル

モル タル 目地切(+人 口芝)

土

防雨灯

クーラー室外機

屋外水栓

屋外用テーブル+イ ス

植木用棚

物入れ

花(フ ラ ワーボ ックス)

盆栽

植木(プ ラン トポ ヅクス)

洗濯物干 し ふ とん干 し バケツ ホース
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4-9ア ウ トドア リビング 具体例

ルーフテラス

バルコニ ー

趣

轟

、

'▽ レ_コ ニ ー

テラス
バルコニー

玄間 まわりのサンル ーム

一129一



表3-2(10)

4-10エ ク ス テ リア

臨i

|

　

|
‖

～～

‖

{

1建物と

{非 一体化i

①床材(敷 物)

②壁 ・天 井材

③ 窓 ・建具 まわ り

④照明

⑤家電機器 ・設備

⑥家具 ・楽器等

⑦ ウィンドウトリートメント

⑧ インテリアアクセサリー

⑨その他

木質系外装材

合成樹脂系外装材

吹き付け材 左官材
コンク リー ト打放 し

タイル レンガ

防雨灯
街路灯
灯籠

ドアホ ン

物置

犬小屋

プ ランター ボ ックス

門 塀 表札 ドア シャッター ガレッジ

踏み石 飛び石 縁石 屋外水洗

車 自転車 三輪車
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4--10エ ク ス テ リア 具体 例

1灘

門

玄関まわり

、ぺ

、へ

裏玄関

門とガレッジ

庭

庭

、

庭
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表3-3イ ンテ リア をめ ぐる商 品セ レク トの ための キーワー ド

生活 一般 関連 キ ーワー ド

ライ フスタイル 個人あるいは家族、さらには年代、職業、地位、民族などのグルー

プ等 においてと られる生活の趣好性、価値観 を含んだ生活 の しかた

と行動様式

ライ フサイ クル 家族周期 という意味で使われる場合には、個人 もしくは家族の生涯

の移 り変わ りの過程全体をさす。ライフサイクルは一般に 「乳幼児

期」 「児童期」 「青年期」 「新婚期」 「養育期」 「教育期」 「排出

期」 「老年期」等に区分 されている。

ライ フステ ージ 人間の生涯のさまざまな移 り変わ り(ラ イフサイクル)の 中におけ

る節 目もしくは段階。結婚、出産などの節 目により生活の仕方が大

き く変化 し、それによって住要求が変わ り、住 まい方 も変化す る。

ラ イ フ コ ー ス 人間が、誕生 し成長 し、いかに生き、いかに老いるかの道筋とその

様態 。

ライ フシー ン 人間が生活する上での、様々な具体的な場面。食事の シー ン、だん

らんのシー ン、接客のシーンなど、人間の生活行動 の行われ る場所

における人間の行動やモ ノや空 間を総合する概念。

住様式 住の面に表れた生活様式 住まい方の形式 家族構成、生活習慣な

どによって影響 を受 ける住生活の様式のこと。

起居様式 洋風の生活様式 であるイス式か、あるいは和風の畳の上での床座式

の どちらかの生活を行 ううえでの基本 となる生活姿勢 および生活の

しかたにかかわる様式のこと。

家族関連 キーワー ド

家族 夫婦 の配偶関係や親子 ・兄弟な どの血縁関係によって結ばれた親族

関係を基礎 にして成立する小集団。

核家族 夫婦 とその未婚の子女か らなる家族。

単身世帯 一人で住居および生計 を営む者。

専業主婦家族 妻が職業 を有せず、 もっぱ ら家事 にあたる主婦のいる家族。

共働き家族 夫婦が共に職業を有する家族。

デ ィ ンクス 子供をもたない夫婦。

ポ ス ト ・ジ ェ ンダ ー あらゆる領域 における男女各 々の脱性差化。

高齢者 年齢が高い(普 通65歳 以上)人 。

身障者 生 まれつき、または疾病 ・外傷により身体 に障害を有する人。

生活時間 1日 の生活 の中の時間の使い方(起 床か ら就寝へ至 るサイクルの中で

どのような行為 に、どの くらいの時間が費やされているかの総体)

日常 ・非 日常 生活の中にある 「普段」 と、 「特別あるいはハ レ」 との変化の局面
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安全性

耐久性

高断熱

コーポ ラテ ィブハ ウジ

ング

コ レクテ ィブハ ウ ジ ン

グ

マ ンシ ョン リフォーム

住宅 ・イ ンテ リア関連 キ ーワー ド

環境不可を低減する開発 ・建設手法、住み手の住 まい方が求 め られ

「地球環境の保全」 「周辺環境 との調和」 「居住環境 の健康 ・快適

性」等を配慮 した住宅が計れるようになっている。

具体的には、エネルギー、水資源 、廃棄物 とリサイ クル、造成、植

栽 ・緑化 、ビオ トープなどの技術 の工夫がなされている。

人間と環境が共存で きるよい関係をつ くるよ うな特徴をもつ こと

本来は 「生態学」の意味の学術用語

現代工業社会 は自然環境を破壊 しながら発展 し、人 間はまた環境破

壊 による健康被害な どを受けるようになっている。このよ うな発展

のあり方 に歯止めをかける必要性が指摘 されている。

危険のない状態 に対する特性。

長 く持ちこたえることに対する特性。

熱損失をよ り少な くするために断熱材 の増厚 ・高性能化、内断熱 と

外断熱の工法の併用、外断熱工法などが挙 げられる。

気密度は空気が通 る隙間の面積を床面積で割 った値で評価する。

高気密は省エネルギーの観点から有効であるが、室内空気の汚染、

結露問題を顕在化 させる結果にもなる。

さまざまな障害があって も大改造 をせずに住 めるよう、当初の設計

段 階から障害者への配慮を した住宅

全ての生活空間が老若男女、健常者、身障者 を問わずすべ ての人に

生活 しやす く設計されること、アメリカで10年 前 くらいから使わ

れるようになった。
一棟の住宅がそのまま一戸の住宅なっている住宅(二 戸建住宅や長

屋建住宅などのように、他の住戸は接続 して建て られていない)

複数の住戸が集合 して一棟を構成する住宅 をいう。広義には一戸建

住宅以外のすべての住宅を指 し、 これを連続住宅 と共同住宅に区分

す る。

住宅の平面を計画する上で、n(個 室数)とLDK(リ ビング ・ダ

イニ ング ・キ ッチン)か らなる間取 りとした もの。

不特定多数のユーザーに対 して大量の集合住宅を供給する場合に、
一定の品質 ・性能を確保することを意図 した型別 による設計

。

親 と子の二世帯が同一建物内に住む形態 で、同一建物内に住みつつ

も、それぞれの独立性が配慮されている住宅をいう。
一敷地に共同で居住 しようとする もの同士が組合をつ くり

、各 自の

住 まう共同住宅の企画、設計か ら、入居、管理 までを運営す る方式

多様な居住者が共同の価値観の もとにグループを形成 し、その構成

員全体で成立 させる集住 コミュニティ、すなわち 「共生型集住」

集合住宅の住戸あるいは共用空間の間取 り ・内装 ・設備等を改築 ・

改装すること(そ の計画や工事管理)

建築物や設備 などの価値や効率の低下を防 ぐために行 う保守点検、

修理ならびに全面更新の作業。

計画の立案、決定、実施の各段階に住民 が参加す ること。
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3.2.3雑 貨 ・小 物

(1)雑 貨 とは、 サ イ コマ テ リア ルの ラ ビ リ ンス で あ る

雑 貨 と総 称 され て い る ジ ャ ンル は際 限 な く幅広 く、一般 的 には機 能 を基準

に して 以 下 の よ うな と らえ方 を され て い る。

●分 類

①服飾 雑貨 ア クセサ リー、ハ ンカチーフ、靴 下、下着 、手袋 、帽子等

②用品雑貨類

③ 靴 ・バ ッグ類 傘 ・雨具 、ス ッテ キ、財布 、袋物等

④香水 ・化粧品類

⑤ 家庭雑貨 キ ッチ ン具 、食器 、バ ス・トイ レタ リー具 、掃 除 洗濯 用具、

テーブル ・ウエア ー、収納関連具 、寝具関連具、インテ リア

関連具 、園芸 関連具 、工具等

⑥薬品雑貨 洗剤、漂白剤 、殺菌剤、除虫剤、ワックス等

⑦趣味雑貨 各種ホビー材料等関連商品

⑧文具・家庭事務用品

⑨ ア ウ トドア・緊急避難 用品 水 筒、ロー プ、懐 中電灯 、ロー ソク、ナ イフ等

⑩玩具・遊具

⑪腕時計・クロック類 電話器、一部家電製品

⑫ オ ーデ ィオ・ビデオ・コ ンピュータ関連

⑬国内外民芸品

⑭趣 味置物 古物 ・ア ンテ ィーク

…

…
…

と、いった ぐわいにそれこそ際限がない。

一方、物の機能からではな く、生活者(使 用者 ・所有者)の 観点 で この広大

な雑貨の世界 を眺め直 してみると、ここに分類 した雑貨 というのは、実は 『雑

貨的世界』を構成する一つの要素にす ぎない、ということが見 えて くるのであ

る。

たとえばキッチンを眺めて見ても、生活者 にとっては、スパイス ・ラックは

様々なスパ イスが並べ られることによって 『雑貨的』であり、瓶はそこに色鮮

やかで多彩 なジャムがはいっていて始めて 『雑貨的』なのだ。
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一つの小 さな貝の化石がテーブルにさりげな く置かれることによ
って、理科

の教材であることか らインテリアに変身する、そんな 『心』の世界の出来事、

それが 『雑貨的世界』なのである。

つまり、物(商 品)の 『作 る側、売 る側 に よって与 えられた』価値(機 能)

を越 えて、使 う側 、買 う側 、によって新 しい価値(機 能)を 与 え られ てゆ く世

界 、それが 『雑貨的世界』なのだ。まさに、人の外界での 『既存価値 の移動

(物の流通)』現 象で はな く人の心 の次元 での 『新 しい価値の創造(価 値 の再生

産)』 現象 なの である。

だか ら作 る側 、売る側 にとっては理解 しがたいようなこと(ブ ーム)が お

こった りす るの だ。それは、生活者にとって、物(商 品)と は新 しい 『(自分

自身に とっての)価 値 』を産みだす素材(マ テ リアル)に す ぎない、とい うこ

とで もある。

このことは、いわゆる雑貨 に限らず衣料品においても、作 り手や売 り手のお

仕着せではな く着手 自身の感覚に したがって着る(コ ーデ ィネー ト)と い うか

た ちが主流 になった ように、あらゆるジャンルでの傾向なのである。

そ して、とくに雑貨はきわめて幅が広 く多彩な生活者の生活空間での身近な

物であ り、しか も衣料のように社会的な制約を受けることも無いジャンルであ

ることから、きわめて個人的な心理状態や生理状態の影響下にあるといえる。

こうして雑貨 とは、人の心の状態のダイレク トな表出のためのあ らゆる素材

なのだということになる。

それ故、『雑貨の範疇』とは、雑貨品 という既成概念にもとず く固定的な 『商

品』の群れではな く、流動的な人の心の 『状態』としての 『雑貨的世界』なる

『素材』の迷宮(ラ ビリンス)と して認識 され な くてなな らないのだ。

必然的に、食品を含めたあらゆるジャンルが 『雑貨の範躊』ということにな

る。『雑貨』とは心 を映 し出す素材物(サ イコマテ リアル)の 迷宮(ラ ビリン

ス)の 世界 なのであ る。

(2)雑 貨MDの 組み立 て方

一人の生活者 の極 めて個人的な生活空間のための品揃えであるから
、雑誌に

あるような専門家や有識者、有名人によるお仕着せや見せびらか しに惑わされ
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ては い け ない 。

あ くまで も生活者の心 を映 し出す素材の迷宮 としてのMDで な くてはな らな

いo

だか ら、奇 麗 、ハ イセ ンス 、可 愛 い、愛 ら しい 、ア メ リカ ン、ヨー ロ ピア ン、

エ ス ニ ック、 ナ チ ュ ラ ル、健 康 、 上 品、 エ ロチ ッ ク、 グ ロテ ス ク、子 供 っぽ

い 、大 人 っ ぽい 、 女 ら しい、 男 臭 い 、輸 入 品 、 国 産 品 、新 品 、古 物 、 フ ァ ッ

シ ョン等 とい った コ ンセ プ トの押 し売 りを避 け な くて はい け ない 。そ う した コ

ンセ プ トは生 活者 自身 が 表 現 して ゆ く もの だ か らで あ る。

MDの 基本 は、生 活空 間 にお け る様 々な 『次元』への対応である。

つまり、理想的には、すべての次元 に対応 し、なんでもあることが基本なの

だ。

制限を受けるとしたなら、店の大 きさという物理的なものだけといえる。

だから、必要なのは次元の数の調整 と次元の奥行 きの調整である。

次元の数 を調整する場合は選んだ次元の奥行 きが深 まり、逆に奥行 きを調整

すれば次元の数が増加することになる。

次元は7つ の次 元 として捉 える ことがで きる。

さらに次元はそのままMDに お ける大分類 とな り、それぞれの大分類が奥行

きをもつことになるのである。

(1)労 働(ル ー チ ン) 生活雑貨

(2)環 境(ア トモ ス フ ィア) 環境雑貨

(3)付 帯(テ イ ク) 付帯雑貨

(4)遊 戯(ジ ャン ク) 遊戯雑貨

(5)工 具 ・道 具(ギ ア) 工具・道具

(6)社 交(ソ シア ル) ギ フ ト&パ ー テ ィ

(7)情 報(ソ フ ト) ソ フ ト・サ ー ビ ス

次元 と大分類の関係は以下のようになる

奥行 きは大分類 に対する中分類、小分類 と細分化 されてゆ くことになる。中

分類はいわゆるこれまでの雑貨の分類 に近い。そ して、小分類はそれこそ際限

なくアイテムが展開 してゆ くことになるのである。
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(3)奥 行 きの設定

表3-4

憂雇濃 ① キッチ ン

② テーブル

③サニタ リー

④ フーズ&ス パイス

道具 、機 具 、製菓具 、洗剤 等

食器 、 カ トラ リー、 布物等

バ ス、 トイ レ、ラ ン ドリー等

パ ス タ、チ ーズ,テ ィー,菓 子 、 スパ イス 、 ジ ャム、 レ

トル ト、フ リーズ ド、酒 、製 菓材料 、ソース類 、瓶 缶 詰 、

デ リカ等

① インテ リア

② リラ クゼ ー シ ョン

③ ア ー ト

ライ ト、マ ッ ト、布物 、収 納 、置物 、 クロ ック 、 フ レー

ム 、ス リッパ 、椅 子 、テ ー ブル 等

ア ロマ 、ポプ リ、入浴 剤 、キ ャ ン ドル 、オ ル ゴー ル、 お

香 、ハ ー ブ、ガーデ ニ ング、 トリー トメ ン ト、化粧 品 、香

水 等

絵画 、ポ ス ター、カー ド等

①ア クセサ リー

② ウオッチ

③喫煙具

④ アウ トドア

⑤ ステ ー シ ョナ リー

ピアス 、イヤ リン グ、 リング、ネ ック レス、 ブ レス レ ッ

ト等

デ ジタル 、ア ナロ グ等

ラ イター 、マ ッチ、 オイル 、灰 皿 等

ナイ フ、バ ッグ、帽子 、手袋 、靴 下 、衣 料 、緊 急 具 、 自

転車 等

筆記具 、 システム ノー ト、パ スケ ー ス等

① ゲ ーム

② トーイ

③ ジ ョー ク

④ ホ ビー

カー ド、 ビンゴ等

玩 具 、縫 ぐるみ等

変 身具 、宴会 具等

模型 、 ミニ チ ュアキ ッ ト等

①工具

②道具

工具 セ ッ ト等

ロープ、接着 剤 、染 料 、針金 、 クギ、 ネ ジ等

① ギフ ト

②パーティ

ラ ッピ ング、 ギフ トセ ッ ト等

パ ーテ ィ具等

翼藷羅 ① ビジュアル

② コピー

③ レンタル

DPE、 ス ピー ド写真 、ダ ビング 、デ ジタル ・ア ウ トプ ッ ト

等

カラ ー コピー 、コピ レタ等

カメ ラ、デ ッキ等
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(4)既 存店 の特性 分類

ここで、成功 している(月 坪30万 円 クラス)既 存店 を既述 の分

特性分類 してみ ると以下の ようになる。

表3-5

ソ ニ ー プ ラ ザ ★ 輸入品であることがコンセプ ト

大分類 中分類 小分類

生 活 雑 貨 キ ッチ ン

テーブル

サニタ リー

フーズ&ス パイス

◎ 深い

◎

◎

△ 一部

環 境 雑 貨 イ ンテ リア

リラ クゼ ーション

アー ト

△

◎ 化粧品

△

付 帯 雑 貨 ア クセサ リー

ウォッチ

喫煙 具

ステ イシ ョナ リー

ア ウ トドア

△

△

△

◎ キャラク

◎ 衣料

遊 戯 雑 貨 ゲ ーム

トーイ

△

ム キャラク

ギ フ ト&パ ー テ ィ ギ フ ト

パ ー テ ィ

◎
△

表3-6

無 印良 品 ★ シンプルライフファッションがコンセプ ト

大分類 中分類 小分類

生 活 雑 貨 キッチン
、、

テ ー フル

サ ニ タ リー

フ ー ズ&ス パ イ ス

◎

◎

◎

◎ 自然食

環 境 雑 貨 インテ リア

リラ クゼー ション

◎
△

付 帯 雑 貨 ステー ショナ リー
ア ウ トドア

○

◎ 衣料

ギ フ ト&パ ーテ ィ ギ フ ト

パ ー テ ィ

△

△
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イ ンキ ュテ ック

表3-7

★ サ イコマテ リアルの ラビリンス

大分類 中分類 小分類

生活雑 貨 キ ッチ ン

テ ー フル

サ ニ タ リー

フ ー ズ&ス パ イ ス

◎
◎
◎
◎

環境雑 貨 イ ンテ リア

リラ クゼ ー シ ョン

ア ー ト

○

◎
◎

付 帯雑 貨 ア クセサ リー

ウオッチ

喫煙 具

ステ イショナ リー

ア ウ トドア

△
◎

◎
○

△

遊 戯雑 貨

ク

ム

イ

ー

ー

ー

ー

ヨ
ビ

ゲ

ト

ジ

ホ

◎
○

◎

△

ギ フ ト&パ ー テ ィ ギ フ ト

パ ー テ ィ

◎
○

ソ フ ト・サ ー ビ ス ビジュアル

コ ピー

レンタル

◎

◎

△

以上の3店 舗 の特性 を眺め てみ る と、

ソニ ープ ラザ1輸 入品 の生 活 雑貨 と衣 料 、化粧品 、キ ャラ ク ター ・ステ ー シ ョナ リー

の店。

無印良品

イ ンキ ュテ ック

シンプル ラ イ フ ・フ ァッ ションの生 活雑 貨 とイ ンテ リア、衣 料 の店 。

ノンコ ンセ プ トの 生活 雑貨 と環境雑 貨 、男 の小物 、遊戯 雑 貨 、そ して

ソフ ト・サ ー ビスの店 。

とい うこ とに な る。

3店 舗 とも店舗面積が100坪 クラスであるが、明確 に特性が分かれてお り、

必然的に客層 も異 なっている。

1ソ ニ ー プラザ10L・ 女 子大 生 ・女子 高 生 が中心。

無印良品

イ ンキ ュテ ック

ヤ ング ミセ ス ・ヤ ン グフ ァ ミリー ・OL・ 女子 大 生 が中心 。

老 若男 女 の幅 広 い客層 。
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ソニープラザが先発 し、チェーンス トアとしての地位 を築いた後に無印良品

が登場 し、さらに雑貨マーケ ットを広げて今に至 っていることは周知の事実で

あ る 。

一方インキュテックは2年 前 あた りか ら月坪売上 で前任者のレベルに追いつ

き、今 で は 直 営 の チ ェ ー ン展 開 を ス ター トさせ 、さ らには フ ラ ンチ ャイズ 化 の

研究の段階に至 っていることを考 えると、雑貨の世界の進化の歴史 として捉え

ることが出来そうである。

つ ま り、イ ンキ ュ テ ックの業 態 が もっ と も時代 性 に適 合 して い る 、とい う こ

とな の で あ る。

(5)既 存店 の内装 ・什 器の特性分類

ソニープラザ、無印良品そ してインキュテ ックの内装 と什器の特性(H10現

在)は 以下の通 りで ある。

掲 装

ソニ ープ ラザ 明 る く淡 い色 彩 の木 床 と シ ャー ベ ッ ト・トー ンの ソフ トで女性 的 で少 々 フ ァ

ンシー な イ メー ジの店 内。

ロゴ タイ プ もフ ァン シーな感 じ。

無印良品 ナ チ ュラル な タ ッチの木床 と淡 い モ ノ ・トー ンの ブテ ィック型 の 内装 。

ロゴタイプも漢字 を用いた ファッショナ ブルなもの。

イ ンキ ュテッ ク 標準仕上 げに近い内装。ポ イン トとして天井も しくは梁に淡 い色彩の太陽の

デザインや単色のライ ン。ロゴタイプやマー クは古代の文字やシンボルのイ

メー ジに近 い 。

ソニ ープ ラザ 通路側 は平台 と高 さ1,350mmの 什器。全体的に什器の高 さは同 じで色彩 も

シ ャー ベ ッ ト ・ トー ン。

壁面 は目一杯利用 している。

化粧品の什器 はメーカーによって色 もデザインもことなる。

無印良品 雑貨 は平台 と床 を多用 し、生なりの木 またはスチール ・メッシュの什器は

1,350mmも し くはそ れ以 下 の低 い物 を使 い、真 ん中 は1,500mmを 使 った りも し

てい る。

壁面は目一杯 利用。

インキ ュテ ック 通 路側 か らい きな り1,500mmの 什器 を使 用 して いるか ら極 め て見 通 しが悪 く、

さらに壁面 を目一杯使用するだけでな く、天井か らも商品 をぶ らさげたりし

ていて、店内が迷宮化 している。
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以 上 の こ とか らい え るの は、

第一 期(ソ ニー プ ラザの エポ ック)

軽やかで明る く楽 しいアンファンテリズム(幼 児性)的 アメ リカ ンカジュ ア

ル 。物 質 文化 へ の シ ンパ シ ー の表 現 。

第二期(無 印良品のエポ ック)

シ ックな ア ダ ル ト感 覚 の アー バ ニ ズ ム(都 会 性)的 ヨー ロ ピ ア ンカ ジ ュ ア

ル 。伝 統 文 化 へ の シ ンパ シ ー の表 現 。

第三 期(イ ンキ ュテ ックの エポ ッ ク)

饒舌なノンコンセプ トともいうべ きマニエ リズム(汎 物 質性)的 ポス トモ ダ

ン。文化 の崩壊感 覚へのシンパシーの表現。

という時代変化の流れそのものなのである。

(6)既 存店 の オペ レーシ ョン特性分類

ソニ ー プ ラザ 、無 印 良品 、イ ンキ ュテ ックの オ ペ レー シ ョン を比 較 して み る

と次 の よ う に な る。

ソニ ープ ラザ 商品本部が商品開発 し仕入れ業務 を行 う。

店舗サ イ ドでは、ジャンル ごとに売 り場 を担当する女性 たちが品揃 えの権限

をもっており、本部が仕入れた商品から売るもの を選択 し、販売 する。

無印良品 商品部が仕入れ及び品揃 えをし、店舗サイ ドはその規模 と立地にふ さわ しい

ジャンルの組み合 わせ を行い女性の売り場担当者が販売する。

イン キュテ ック 本店の品揃 え通 りに店舗の女性売 り場担当者が仕入れを行 うことか らスター

トし、売 り場担当者の手によって、立地や規模 による差異に合わせて品揃 え

を臨機応変に変化 させてゆ く。

まず、三者に共通 しているのは、女性の感覚と力 によって店舗が成 り立って

い る とい う こ とで あ る。

次に三者の違いは、

ソニ ープ ラザ
1本部の商品開発の範囲内で自由な品揃えをしている。1

無印良品 本部の商品開発の範囲内で自由なジャンルの組み合 わせを している。1

インキ ュテ ック
1基本型 か らスター トして日々に品揃 えの変化が続いてゆ く・1
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こうした違いの根本はまず本部の有無である。これをインキュテックがまだ

発展途上なので生 じている違いとみると、業態としてのインキュテックを見失

うことになるのである。

つまり、ソニープラザは何処の店を見ても少々の品揃えの違いはあるが大 き

く違ってはいないのであ り、無印良品は店によってはまるで違う内容の店に思

える店があるとい うことであ り、インキュテ ックは時が経つほど違 う店になっ

てゆ き、しか もどの店 も毎 日違ってゆくとい うことなのである。

既述 したように、三つの店が雑貨の世界の進化を現わ しているとするなら、

雑貨の世界は明 らかに 『MI)が他 次元化』 し、『環境が迷宮化』 し、『オペ レー

ションがカオス化』 して きているのである。

以上のことか ら、これからの雑貨ビジネスのオペレーシ ョンは、『変化 しな

いように管理する』ことではな く、『変化 を継続 させる仕掛けをいかにして作

るか』 ということなのである。

このカオス理論の小売への応用 ともい うべ き作業は、今までのような管理 を

実現 させるべ く、カオスその ものである人間をいかにして抑制 ・制御 し意図す

る目的を達成するか という作業 とはまった く次元の異なるものである。

つま り、『スタッフの自由意志の制御のための訓練(教 育)』システムではな く、『スタッ

フの自由意志の解放の ための娯楽(遊 び)』システムとしての売 り場をつ くりあげること

なのである。

(7)雑 貨店の品揃え具体例

最後に、インキュテックを参考 として、雑貨店の今売れている品揃えを具体

的に眺めて見 よう。
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0ス パイス容器

②瑳瑚器具

③ メジャー機器

④布類
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③ キャン ドル ・お香
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0卓 上小物

② ライ ト

③ フ レーム

④ クロ ック

④ クロ ック

④ クロック
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②絵画 ②デジタル
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0変 身具

②宴会具

0ビ ンゴ

②手品
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0人 形

② お もちゃ
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3.2.4ラ イ フス タイ ル別 に基 づ い た キ ー ワー ドで検 索 す るDB

小売業が主体性 を持ち、買い手(お 客)の ライフス タイルに基づ いて、

住 まいに関する提案型の品揃 えが自由に出来ることが本事業のDBを 活

用す ることに よ り可能 となる。その際にポイントとなるのが、ライフス

タイル別に検索出来るキーワー ドである。以下は当研究会において、各

委員より提案のあった、それぞれの分野別のキーワー ドである。

● ホ ー ム フ ァ ッシ ョ ン化 の 時 代 に お け る住 宅 の キ ー ワ ー ド

・安 全(耐 震 、耐 火 … …)

・快 適(高 断 熱 、 高 気 密 、 通 気 性 … …)

・衛 生(抗 菌 、 ア ンチ 抗 菌 … ・・・

・健 康(天 然 素 材 、 抗 ア レル ギ ー 、癒 し・… ・・

・ガー デ ニ ング(ス モ ー ル ガー デ ン、 コ ンテ ナ ガー デ ン・… ・・

・エ コマ テ リアル(省 エ ネ ル ギ ー 、 リサ イ クル 、 ソー ラ ー設備 ・… ・・

・ス ケ ル トン(骨 格 、矩 体 、 ス ケ ル トン設 備 … …)

・イ ンフ ィル(ス ケ ル トンの対 概 念)

・ラ イ フサ イ クルCO
2(生 産 か ら解 体 ま で の過 程 で 生 産 され るCO2の 量 。

地 球 環 境 対応 の 定 量 指 標)

・社 会 ス トック(個 人 の所 有 物 で あ る と同時 に、住 宅 が社 会 の ス ト ック

と して認 識 され る)

・エ ー ジ ング(● 年 を経 る ご とに物 の 味 わ いが 増 す 。● 人 も加 齢 して ゆ

く)

・地域 性(住 ま い は そ れ ぞ れ の 地 域 の 自然 の 法 則 に従 う)

・ホー ム オ フ ィス(職 住 近 接)

● イ ンテ リアの キ ー ワ ー ド

・ラ イ フサ イ ク ル

・ライ フス タ イ ル

・ライ フシ ー ン

・ラ イ フ コース

・住 様 式

・起居 様 式

・nLDK

・核 家 族

・単 身 ・単 親 世 帯

・家族 と個 人



・ポ ス ト ・ジ ェ ン ダー(脱 性 差 別化)

・高 齢 者 ・身 障者

・専 業 主 婦 家 族

・共 働 き家 族

・生 活 時 間

・休 日行動

・日常 ・非 日常

・環境 共 生

・エ コ ロ ジー

・安 全 性 ・耐 久性

・バ リア フ リー

・ユ ニバ ーサ ル デ ザ イ ン

・戸 建 て住 宅

・集 合住 宅

・コ ー ポ ラ テ ィブ方 式

・コ レクテ ィブハ ウ ジ ング

・集 合 住 宅 の 建 て替 え

・マ ン シ ョン リフ ォー ム

・維 持 管 理

・住 民 参 加

・ケ ア付 き住 宅

● イ ンテ リ ア ・小 物 ・雑 貨 の キ ー ワ ー ド

・大 き くと らえ て

ナチ ュ ラル感 覚/モ ダ ン感 覚/ク ラ シ ック感 覚/カ ジ ュ アル 感 覚

都 市/田 園

・イ ンテ リア ・テ ー ス ト

ハ イ ・ジ ャパ ネ ス ク/ア メ リ カ ン ・ トラ デ ィ シ ョナ ル/イ ン グ リ ッ

シュ ・カ ン トリー/フ レ ンチ ・タ ッチ/イ タ リア ン ・ネ オ ・ク ラ シ ック

(ア ダル ト系)/ア ーバ ン ・リ ゾー ト/カ ジ ュ ア ル ・エ レガ ンス/ビ ク

トリア ン ・イ メ ー ジ/シ ック&ナ チ ュ ラル/ク リー ン&ス リー ク(ヤ ン

グ系)

・フ ァ ッシ ョン業 界 で は

ク ラ シ ック ×エ レガ ンス(フ ェ ミニ ン)× カ ジ ュ アル(ス ポ ー ツ)=タ

イ プ

ジ ュニ ア ×ヤ ング ×ア ダル ト× ミ ッシ ー × ミセ ス=ス テ ー ジ

ジ ャパ ニ ーズ × ヨー ロ ピア ン ×イ タ リア ン ×ア メ リカ ン(ウ ェス トコー
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ス ト系)× ア メ リカ ン(ニ ュー ヨー ク系)=感 覚

コ ンサ バ テ ィ ヴ × コ ンテ ンポ ラ リー ×アバ ンギ ャル ド=テ ース ト

セ ンシテ ィブ ・キ ャ リア × プ レ タ ・クチ ュー ル な ど=ラ イ フス タ イ ル

● イ ン テ リ ア ・小 物 雑 貨 の キ ー ワ ー ド

・WINDOWFASHION

装 飾 ポ ー ル

カ ー テ ン

ブ ラ イ ン ド

・BEDFASHION

コ ン フ ォ ー タ ー ケ ー ス

ピ ロ ー ケ ー ス

ベ ッ ド

シ ー ツ

サ イ ドテ ー ブ ル

・DININGFASHION

ダ イ ニ ン グ テ ー ブ ル

チ ェ ア

テ ー ブ ル ク ロ ス ・ラ ン チ ョ ン マ ッ ト

ナ プ キ ン ・ナ プ キ ン リ ン グ

カ ッ プ&ソ ー サ ー ・ポ ッ ト

グ ラ ス ・プ レ ー ト ・カ トラ リ ー

・WALLFASHION

壁 紙

時 計

ア ー トフ レ ー ム

フ ォ トフ レ ー ム

ミ フ ー

・BATHFASION

シ ャ ワ ー カ ー テ ン

タ オ ル

バ ス マ ツ ト

バ ス ロ ー ブ

ソ ー プ ・入 浴 剤 ・バ ス タ オ ル

ソ ー プ デ ィ ッ シ ュ 他

・FRAGRANCEFASHION

エ ッ セ ン シ ャ ル オ イ ル

イ ン セ ン ス ス テ ィ ッ ク
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ア ロマ テ ラ ピー キ ャ ン ドル

ア ロマ ポ ッ ト ・イ ンセ ンス ス タ ン ド

・LIVINGFASHION

ラグ

ソ フ ァー

ロ ー テ ー ブ ル

キ ャ ビネ ッ ト

シ ェ ル フ

ク ッシ ョン

・LIGHTINGFASHION

テ ー ブ ル ラ ン プ

フ ロア ラ ン プ

ペ ン ダ ン トラ ン プ

キ ャ ン ドル ・キ ャ ン ドル ホ ル ダー

ラ ン タ ン

・GARDENINGFLOWERFASHION

ガ ー デ ン家 具

プ ラ ンタ ー

フ ラ ワ ーベ ース

ドラ イ フ ラ ワ ー

ガ ーデ ン雑貨

上記の委員 より提案のあったキーワー ドは、広範囲にわた り各委員の考

え方や業界毎の特有のキーワー ドがあり、これを横断的に使 えるキー

ワー ドに決定 してい くには相当な時間と討論が必要となる。そこで今回

は、ライフスタイルを反映させたキーワー ドが重要であるとした視点か

ら、プロ トタイプ開発 にとってわか りやすい以下のキーワー ドを複数選

定 して行 うことで委員の方針が一致 した。

・カ ジ ュ ア ル

・ク ラ シ ッ ク

・ア ー バ ン

・カ ン ト リー

・和

・ヤ ン グ

・熟 年

・シ ル バ ー

・個 人

・夫 婦

・親 子

・2世 帯
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おわ りに

戦後半世紀にわたって続いて きた生産主導型の流通体系は業種型の小売業 と一体 と

なって今 日まで永 らえて きたが、流通分野はグローバル化、産業構造の変化による競

争激化、そ して生活者主権時代の到来など、かつてない歴史的変動にみまわれてい

る。

特 に小売業(と りわけ中小)の 生存競 争は厳 しい。そ こで小 売業の生命線である魅力

ある商品の横断的な仕入れ情報システムをどう構築するかは本命の課題の一つ と云え

よう。そのためには買い手(お 客)の ライフスタイルに応 じた最適 な情報によって構

築 された共通の情報インフラとしての商品データベースシステムが必要であ り、特に

下記の状況から、中小小売業 とメーカ、卸間を繋 ぐエクス トラネット対応のデータ

ベース構築の必要が急がれている。

・大店法の廃止に伴い国内では大規模小売業対
、中小小売業の競争の激化が加速。

大規模小売業に比べ、中小 の小売業は経営規模が小さい故 に、個々バラバ ラでは不利

な立場 にある。

提案型の品揃え(業 態型小 売業)を していかなければ生 き残 れない時代 にあっては、

商品の仕入れ情報 に関 して共同利用型の情報ネ ットワークを前提 としたDBな どの活

用 が今後確実 に必要 となる。

・規制緩和が進むに従い、今後は一層業態型の外資小売業の参入が加速。

それに対抗 し独 自のマーケッ トを確保するには、中小小売業の場合、買い手の動向、

商品情報の入手 などは、情報共有できるコンピューター活用の仕組みが必要である。

そこで今回のシステム開発 における商品の対象分野としては、ライフスタイルにもと

ついた提案が最 も望 まれている住(生 活)関 連分野 を選定 し、商 品仕入 れデータベー

スプロ トタイプを構築 した。

このシステム開発の大 きなポイン トは下記の2つ であ る。

ひ とつ はいか にマーケ ッ トインの発想 に基づ くかであ り、ひとつは可能な限 り、低 コ

ス トで使いやすい環境上でシステムを運用するかである。

● このプロ トタイプシステムの特長は、ライフスタイル別のキーワー ド検索 にあ り、

商品情報 としては、画像 と文字情報(商 品説明/取 引 き条件etc)に よって構成 され

ている。

小 売業 はこれによ り、自店のお客に対 し、提案型の品揃えを広域にわたる商品群から

選び出 し組合わせることが可能になる。
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●TCPIIP手 順 に よるWEB-DBの 構 築は費用 的に も安 く、主 たる利用者である中小小

売業にとって もパ ソコンをエクス トラネットに接続するだけで済むために利用 しや

す く、運営 コス トも低廉で済む。

尚、通信コス トの削減についても努力する必要がある。幸い今回は既に小売業での

大幅なコス ト削減の実績のある株式会社ガルフネットコミュニケーションに小売業

向け集配信エクス トラネットの提供 を依頼、合意を得て進めることが出来た。

このプロ トタイプのシステム開発は、買い手のニーズやウォンッを踏まえ、小売業

が品揃えなどの商品政策を自主的に行い、買い手に対 して提案のある運営をめざす

こと、すなわちわが国の多 くの小売業に欠落 している業態開発 を促すことにもなる。

このプロ トタイプ構築 が契機 となって、住(生 活)関 連 の産業が各分野毎 に詳細 な

商品情報データをエクス トラネッ ト上に構築 し、利用 について もオープン化を前提

にすることにより、各分野 とのネ ットワーク化が実現 し、仕入れる側にとっては取

引 きの選択肢が増すことが理想である。

メーカー、問屋の商品情報をデータベース化 し、中小の小売業にとって住(生 活)関

連商品の情報 を横 断的 に閲覧 出来、品揃えの自由度を得ることに活用できる本事業

は、我国の中小小売業の経営支援や、高度情報活用化の支援に役立つ ものと云 えよ

う。

さらに本事業は、将来の流通分野の中小小売業のEDI(電 子 商取引)化 の促進 に も、

特 に意識改革 の観点から貢献するもの と自負 している。

財団法人 店舗システム協会

専務理事 高山 れい子
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